
1M23Z04404 模型･無人機用



このたびは FASSTest-2.4GHz システム FMT-03 をお買い上げいただきまして誠にありがとうご
ざいます。ご使用の前に、この取扱説明書をお読みのうえ、正しく安全にお使いください。また、
お読みになられたあとも大切に保管してください。

＊ FASSTest： Futaba Advanced Spread Spectrum Technology extend system telemetry の略。

はじめに
この FMT-03 はマルチコプター、ジンバル向けに開発された送信機で、防滴・防塵構造となっ
ています。

通信には双方向通信システム FASSTest 方式を採用し、受信機からの情報を送信機に表示した
り音声で出力したりすることが可能です。

また、S.BUS2 機能の装備により、多数のサーボやジャイロ、センサーなどの配線を簡素にま
とめる事ができます。

※ FMT-03 にはトリムレバーがなく、またスティックの仕様が従来の
模型用送信機とは異なるため、通常の模型飛行機、模型グライダー、
模型ヘリコプターでの使用には適しません。

用途、輸出、改造等に関するご注意
1. 模型 ･無人機用以外に使用しないで下さい。
本説明書に記載されている製品は、用途が模型 ･無人機用に限定されております。

2. 輸出する際のご注意
イ） 本製品を海外に輸出する場合、輸出する国の電波法で認可されていないと使用することは
できません。

ロ） 模型 ･ 無人機以外の用途で使用する場合、輸出貿易管理令で規制される場合があり、輸出
許可申請等の法的手続きが必要となります。

3. 改造、調整、部品交換した場合のご注意

本製品の指定以外の改造、調整、部品交換などの手が加えられた場合、一切の責任を負いかね
ますのでご了承ください。

■本書の内容の一部または全部を無断で転載しないでください。
■本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。
■本書の内容は万全を期して作成していますが、万一ご不明な点や誤り、記載もれなどお気づきの点がございま
したら弊社までご連絡ください。

■お客様が機器を使用された結果につきましては、責任を負いかねることがございますのでご了承ください。
■本取扱説明書に記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 

この製品には送信機用電源バッテリーが付属していますが、コネクターは接続されていません。あとに
記載してある手順でコネクターを接続し、付属の充電器で充電してからご使用ください。
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等の操縦には適しません。



6 ＜安全にお使いいただくために＞

安全にお使いいただくために
いつも安全に製品をお使いいただくために、以下の点にご注意ください。

表示の意味
本書の中で次の表示がある部分は、安全上で特に注意する必要のある内容を示しています。
　　表示     意味

危険 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者または他の人が死亡または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定される場合。

警告 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者または他の人が死亡または重傷を負う可能性が想定される場合。または、軽傷、物的損害が発生する可能性が高い場合。

注意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者または他の人が重傷を負う可能性は少ないが、傷害を負う危険が想定される場合。ならびに物的損害のみの発生が想定される場合。

 図記号：　 ；禁止事項　　 ；必ず実行する事項

警告
 飛行中は送信機アンテナを、絶対に握ら
ない。
 ■送信出力が極端に低下します。

 アンテナを可動範囲以上曲げない。
 ■可動範囲以上無理に曲げると破損の原因となる可
能性があります。

 他の 2.4GHz システム等からのノイズの
影響により電波が届かなった場合には使
用を中止する。

 レンジチェックモードの状態では絶対に
飛行させない。
 ■距離テスト専用のレンジチェックモードの場合、
飛行範囲が狭く墜落の恐れがあります。

 操作中、送信機を他の送信機や携帯電話
等の無線装置に接触させたり近づけたり
しない。
 ■誤作動の原因となります。

 飛行中、アンテナ先端を機体方向に向け
ない。
 ■指向性があり送信出力が一番弱くなります（アン
テナ横方向からの電波が最大となります。）

 雨の日、風の強いときや夜間は絶対に飛
行させない。
 ■装置内部に水が入り誤動作したり、操縦不能となっ
たり、見失ったりして墜落します。

 フライト中またはエンジン / モーターラ
ンニング中は絶対に電源スイッチをON/
OFF 操作しない。
 ■操作できなくなり墜落してしまいます。電源スイッ
チをON側に操作しても、送受信機の内部処理が
終了するまでは、電源は立ち上がりません。

 疲れているとき、病気のとき、酔っぱらっ
ているようなときは飛行させない。
 ■集中力を欠いたり、正常な判断ができないため思
わぬ操作ミスをおかして墜落します。
 ■飲酒飛行は絶対にしない。

 次のような場所では飛行させない。
・ ラジコン飛行場の近く
・ 人の近くや上空
・ 法律・条例で飛行が禁止されている場所
・ プライバシーを侵害する場所
・ 公共施設、公園、空港、家屋、学校、病院などの
人の集まる場所の近く

・ 高圧線、高い建造物または通信施設の近く
 ■電波の混信や障害物などにより墜落したり、万一、
プロポや機体の故障により墜落した場合、人命を
奪ったり、家屋等の損傷をひきおこします。

 使用中、使用直後には、エンジン、モー
ター、コントローラー等には触れない。
 ■高温になっているためヤケドします。

飛行時の注意
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 安全のため、常に機体が視認できる状態
で飛行する。
 ■建物等の大きな障害物の背後への飛行は見えない
ばかりでなく、通信品質も低下し機体のコントロー
ルができなくなる恐れがあります。

 安全上、必ずフェイルセーフ機能の設定
を行う。
 ■特にスロットルチャンネルについては、通常、動
力が停止するように設定します。正しく電波を受
信できなくなった場合に、高回転状態で墜落する
と大変危険です。
 ■バッテリー・フェイル・セーフもセットしておき
ましょう。

 フライト時は必ず送信機の設定画面を
ホーム画面に戻す。
 ■フライト中に誤入力すると大変危険です。

 飛行前には必ず送受信機のバッテリー残
量を確認する。
 ■残量が少ないと操縦不能になり墜落します。

 飛行前には必ず各舵の動作チェックおよ
び距離テストを行う。また、トレーナー
機能を使用する場合は、先生、生徒側の
両方の送信機で動作チェックを行う。
 ■プロポの設定や機体等のどこかに一つでも異常が
あれば墜落します。

 スロットルスティックの位置に常に注意
する。
 ■この送信機はセルフニュートラルタイプです。機
体の設定によっては、手を離すとスロットル解放
状態（1/2 の位置）となり、プロペラなどが高速
回転し、怪我をする恐れがあります。

（電源スイッチを入れるとき） 

 送信機のスロットルスティックを最ス
ローの状態とした後、

1. 送信機の電源スイッチを入れてから、
2. 受信機側の電源スイッチを入れる。

（電源スイッチを切るとき） 

 エンジンまたはモーターを停止（再度回
転しない状態にする）させた後、

1. 受信機側の電源スイッチを切ってから、
2. 送信機の電源スイッチを切る。
 ■操作の順番を逆にすると、不意にプロペラ・ロー
ターが回転しケガをします。
 ■フェイルセーフ機能を設定している場合も上記の
順番を必ず守ってください。
 ■最スロー：エンジンまたはモーターが一番低速回
転またはストップとなる方向。

 プロポの調整を行うときは、必要な場合
を除き、モーター配線をはずして回転し
ない状態で行なう。エンジン模型の場合
は、エンジンを停止させて行う。
 ■不意にプロペラ・ローターが高回転となった場合ケ
ガをします。

 バッテリーの＋－端子を金属等でショー
トさせない。

 バッテリー、充電器にはハンダ付けした
り、修理・変形・改造・分解をしない。

 バッテリーを火中に投下したり、火に近
づけたりしない。

バッテリーおよび充電器の取り扱い上の注意

危険
 損傷・劣化・液漏れ等の異常のあるバッ
テリーや水に濡れているバッテリーを充
電しない。

 充電器を直流電源等、充電器以外の用途
に使用しない。

 充電器およびバッテリーを水・雨水・海
水・ペットの尿等でぬらさない。
 ■ぬれた状態・ぬれた手では使用しないでください。
風呂場等の湿気の多い場所では使用しないでくだ
さい。

 着脱式アンテナはねじが緩まないよう
しっかりと締めた状態で使用する。
 ■ねじが緩んでいると送信出力が極端に低下します。
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 直射日光下や車のダッシュボードやス
トーブのそば等高温になる場所や火気の
近くで充電・保管をしない。

 布団で覆う等、熱がこもるような状態で
充電しない。

 可燃性ガスのある中で使用しない。

 ■引火による爆発・火災の原因となります。

 バッテリーは飛行前に必ず充電する。

 ■飛行中にバッテリーがなくなると墜落します。

 バッテリーは必ず専用充電器で充電する。
 ■規定値を越える充電は、発火・発熱・破裂・漏液
の原因となります。急速充電の場合、1C以上の充
電はしないこと。
 ■車で走行中は充電しないでください。振動等によ
り正常に充電できないことがあります。

 Li-Fe バッテリーのバランス充電コネク
ターと電源コネクターに同時に充電器を
接続しない。
 ■火災・発火・発熱・破裂・漏液の原因となります。

 電源プラグは確実に根元までコンセント
に差し込む。

 充電器は必ず指定の電源電圧で使用す
る。

 ■専用充電器は家庭用コンセント AC100V に接続し
てご使用ください。

 バッテリーの液が目に入った場合は、こ
すらず、すぐ水道水等のきれいな水で充
分に洗い流し、ただちに医師の治療を受
ける。
 ■失明の原因となります。

 バッテリーを過充電 /過放電させない。
 ■バッテリーは過充電 / 過放電すると爆発・火災・
発火・発熱・破裂・漏液の原因となります。

警告
 充電中の充電器やバッテリーに長時間、
触れない。

 ■低温やけどの原因となります。

 充電器、バッテリーが落下等によって破
損している状態では使用しない。

 充電器内部が露出したときは露出部に手
を触れない。
 ■感電・けがの原因となります。

 発熱・発煙・異臭・漏液・変色・変形
その他の異常を見つけたときは、バッ
テリーを機器あるいは充電器より取り外
し、充電器は電源プラグを抜いて使用し
ない。
 ■そのままご使用になりますと、火災・発火・発熱・
破裂の原因となります。

 バッテリーに強い衝撃を与えたり、投げ
つけたり、傷をつけない。
 ■火災・発火・発熱・破裂・漏液の原因となります。

 バッテリーは、電子レンジや高圧容器に
入れない。

 ■バッテリーの漏液・発火・発熱・破裂の原因とな
ります。

 バッテリー、充電器は乳幼児の手の届か
ない場所で使用・保管する。
 ■感電・けがの原因になります。

 バッテリーが漏液したり、異臭がすると
きはただちに火気より遠ざける。
 ■漏液した電解液に引火し、発煙、発火、破裂の原
因となります。

 バッテリーの液が皮膚・衣類へ付着した
ときは、ただちに水道水等のきれいな水
で洗い流す。
 ■医師に相談してください。皮膚傷害をおこす原因
になります。

 充電器は所定の時間充電したら充電を終
了し、コンセントから抜いておく。

 バッテリーをリサイクルまたは廃棄する
ときは全ての端子部をセロテープ等で貼
り、絶縁処理を行う。
 ■ショートすると発火・発熱・破裂の原因となります。
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注意
 FT2F2100BV2 Li-Fe バッテリーは対応送
信機以外の機器に使用しない。

 バッテリー、充電器の上に重いものをの
せたりしない。また、テレビの上等の落
下しやすい場所に置かない。
 ■破損・けがの原因になります。

 Li-Fe バッテリーは、放電しすぎて、電
圧が下がると破損するので注意する。
 ■定期的（3 ヶ月程度毎）に充電してください。ま
た、必ずプロポから取り外し、湿気の少ない 15℃
～ 25℃くらいの涼しい場所で保管してください。

 バッテリー、充電器はほこり・湿気の多
い場所で保管・使用しない。

 ■電源プラグはほこりを取り除いてからコンセント
に差し込んでください。

 送信機を長時間使用した後は、バッテ
リーが熱くなっているので、すぐに取り
出さない。
 ■やけどの原因となります。

 極端に寒いところや暑いところでの充電
はしない。
 ■バッテリー性能低下の原因になります。充分に充
電するためには、周囲温度が 10℃～ 30℃が最適
です。

 コードを無理に曲げたり引っ張ったり、
重いものをのせたりしない。
 ■電源コードが破損し、発火・発熱・感電の原因と
なります。

SD カード（市販品）取り扱い上の注意
＊詳しくは、SDカードに付属の取扱説明書をお読みください。

警告
 SD カードの分解や改造等は絶対に行わ
ない。

 無理に曲げる、落とす、傷つける、上に
重いものを乗せたりしない。 

 煙が出たり、異臭がする場合は、ただち
に送信機の電源を切る。 

 SD カードが水・薬品・油等の液体によっ
て濡れた場合は使用しない。
 ■ショートによる火災や感電の恐れがあります。

注意
 SD カードは電子機器のため、静電気に
注意する。
 ■誤動作や故障の原因となります。 

 ラジオやテレビ、オーディオ機器の近く、
モーターなどノイズを発生する機器の近
くでは使用しない。
 ■誤動作する恐れがあります。 

 SD カードを下記のような場所には保管
しない。

・ 高温多湿の場所
・ 温度差の激しい場所
・ チリやほこりの多い場所
・ 振動や衝撃の加わる場所
・ スピーカー等の磁気を帯びたものの近く 

 送信機のカードスロットに異物等を入れ
ない。
 ■故障の原因となります。 

 データの書き込みもしくは読み込み中
に、振動や衝撃を与えたり、カードスロッ
トから取り出さない。
 ■データが破壊されたり、消失する恐れがあります。 

●記録データについて
SD カードに記録されたデータは故障や損害
の内容・原因にかかわらず補償できません。 
弊社ではデータ復旧・回復作業は行ってお
りません。 
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保管・廃棄時の注意

警告
 プロポ、バッテリー、機体等を幼児の手
の届く所に放置しない。
 ■触って作動させたり、バッテリーをなめたりする
と、ケガをしたり、化学物質による被害を受けます。

注意
 プロポは次のような場所に保管しない。

・ 極端に暑いところ（40℃以上）、寒いと
ころ（-10℃以下）。

・ 直射日光があたるところ。
・ 湿気の多いところ。
・ 振動の多いところ。
・ ほこりの多いところ。
・ 蒸気や熱があたるところ。
 ■上記のようなところに保管すると、変形や故障の
原因となります。

 長期間使用しない場合、バッテリーを送
信機や機体から取り出して、0 ～ 30℃
の湿気の少ない場所に保管する。
 ■そのまま放置すると、バッテリーの劣化、漏液等
の原因になります。

●不要になったバッテリーのリサイクルに
ついて

このマークは小型充電式バッテリーの再利
用を目的として制定されたリサイクルマー
クです。充電式バッテリーに用いられる希
少な資源を有効に活用するためにリサイク
ルにご協力ください。
バッテリーは「充電式バッテリーリサイク
ル協力店くらぶ」加入の電気店またはスー
パー等に設置のリサイクルボックスで回収
しています。
詳しくは社団法人バッテリー工業会ホームペー
ジ、http://www.baj.or.jp/recycle/ をご覧くださ
い。
なおご不要のバッテリーは必ず＋極と－極
をセロテープ等で絶縁してからリサイク
ル・ボックスに入れてください。

その他の注意

注意
 燃料、廃油、排気等を直接プラスチック
部分にかけない。
 ■そのままにしておくと、プラスチックが侵され、
破損します。
 ■ケースのメッキ部分は腐食するおそれがあります
ので、常にきれいに掃除しておきましょう。

 ラジコン保険に加入する。

 ■万一のため、必ず保険に加入しましょう。
 ■ラジコン保険の加入申し込みはラジコン操縦士登
録代行店に問い合わせてください。

 送信機、受信機、サーボ、FET アンプ、バッ
テリーその他オプションパーツは、必ず
Futaba 純正品の組み合わせで使用する。
 ■Futaba 純正品以外との組み合わせにより発生した
損害等につきましては、当社では責任を負いませ
ん。取扱説明書およびカタログに記載されている
ものを使用してください。

 Futaba 純正部品以外での送信機の改造
を行わない。
 ■本製品は技適認証を受けた機器であり、改造を行
うことで電波法違反となる恐れがあります。
 ■使用中に故障などを起こす危険があります。

 この製品を次のような人命に関わった
り、ケガをするなど危険を伴う用途に使
用してはいけない。
 ●医療機器
 ●人が乗る機器

●軍事用機器
●原子力や核などの機器

 着脱式アンテナを取り外した状態で保管
するときは、本体側のアンテナコネクタ
にアンテナキャップを付けること。
 ■アンテナコネクタ内にホコリ等が入ると誤動作の
原因となります。
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お使いになる前に 

FMT-03 の特長
● FASSTest-2.4G 方式多機能 18チャンネル 防塵・防滴 送信機 (FMT-03)
FMT-03 は 2.4GHz 双方向通信システム「FASSTest」を採用しました。 受信機からの情報を送
信機で確認することができます。

18CH まで使用可能でテレメトリー機能が多数使用できる「FASSTest 18CH モード」と反応速
度優先の「FASSTest 12CH モード」を選択できます。

● S.BUS2 (S.BUS) システム対応、FASSTest-2.4G 方式小型 防塵・防滴 受信機 (FMR-03)
受信機 FMR-03 には S.BUS2 システム用の出力ポート（FMT-03 との組合せで最大 18ch 迄使用
可能）が搭載されています。分岐接続することにより S.BUS2 システム対応のサーボやジャイロ、
テレメトリーセンサーが使用可能です。(S.BUS2 から S.BUS へ切替可能）

（FASSTest システムの特長）
・2.4GHz 帯スペクトル拡散方式採用
・双方向通信採用、テレメトリーセンサー（別売）を使用すると飛行中の機体からの情報を送        
　　信機に表示出来ます。
・送信機固有の IDコードにより、他の FASSTest-2.4GHz システムからの妨害を防ぎます。
・フェイルセーフ機能 /バッテリーフェイルセーフ機能
・ダイバーシティーアンテナ

●防塵・防滴（IP-64 相当）
送信機、受信機ともに防塵・防滴構造となっていて、ほこりや水滴から内部電子部品を保護し
ます。

●データ入力
大型グラフィック液晶画面およびエディットダイヤルにより、セッティング時の操作性が良好
です。

●エディットボタン
3 つのエディットボタンを装備し操作中の画面をすぐにHOME画面に「戻す」ことができます。
エディットダイヤルとの組合せでより設定操作が簡単にできます。

●バイブレーション
各種アラームやタイマーをブザー音のほかに送信機が振動してお知らせする機能が選べます。

●搭載機能
FMT-03 送信機は、豊富なミキシング機能により様々な機体に対応することが可能です。

●リチウムフェライトバッテリー (FT2F2100BV2)
FMT-03 送信機の電源として 6.6V/2,100mAh 大容量リチウムフェライトバッテリーを採用。専
用充電器が付属しています。
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●micro SD カード対応（別売の市販品を使用）
モデルデータを市販のmicro SD カード（SD規格：32MB ～ 2GB、SDHC 規格：4GB ～ 32GB 

* ただし 2GB までの利用）に保存できます。（FMT-03 本体はモデルデータ 30 機メモリーできます。）

FMT-03 送信機ソフトのアップデートファイルが公開された場合にmicro SD カードを使用して
ソフトのアップデートが可能です。

セット内容
下記のものが付属します。ただし、セットにより付属品の内容が異なります。

送信機：
● FMT-03(x1)

受信機：
● FMR-03(x1)

送信機用バッテリーおよび 充電器：
● FT2F2100BV2 リチウムフェライトバッテリー (x1)、充電器 (x1) 
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●アンテナ

●モニターLED

●LCD画面

●スイッチSB
●スイッチSA ●スイッチSC

●スイッチSD

●プッシュ・スイッチSF

●スイッチSE

●プッシュ・スイッチSH

●スイッチSG

●ツマミ(DA)

●ツマミ(DC)

●ツマミ(DB)

●ツマミ(DD)

●スティック
J2

J1

●スティック

●U.menu/Mon
(ユーザーメニュー/
サーボモニター）
　ボタン

●Home/Exit
（戻る）ボタン

●S1ボタン

●エディットダイヤル

●電源スイッチ

●スピーカー

J3

J4

送信機各部の名称

この説明書で使用されている、LCD 画面は、
設定やバージョンアップで変更される場合が
あります。

FMT-03 のスティックは通常の模型用送信機
と異なりセルフニュートラル（離すとスプリ
ングでニュートラルに戻る）となっています。
ラチェット式への改造はできません。

FMT-03 は通常の模型用送信機と異なりトリ
ムレバーがありません。
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アンテナの方向
アンテナには指向性があります。電波の強さ
はアンテナの横方向からの出力が最大となりま
す。できるだけアンテナ先端が機体方向に向か
ないような状態で操作してください。アンテナ
は回転と角度の調整ができます。操縦スタイル
にあわせてアンテナの角度を調整してください。

アンテナの可動
アンテナは回転し、可動角度は 90°です。
それ以上ムリに曲げないでください。アンテ
ナが破損する恐れがあります。アンテナを回
転させる場合は取付ねじが緩まないように十
分注意してください。

アンテナの先端方向に機
体が向かないようにアン
テナ角度を調整します。

90°

360°

送信出力：小

送信出力：大 送信出力：大

回転させる場合取付ねじが
緩まないように注意！！
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アンテナの脱着
アンテナの付根部分を反時計まわりにまわ
すと保管、持ち運びなどのためアンテナを取
り外すことができます。操作時は必ずアンテ
ナを付けてください。

はずしたアンテナと送信機本体のアンテナ
取付コネクター部に、ゴミやホコリ、水分が
付着しないように注意してください。

警告
 飛行中、絶対にアンテナを握らない。ま
たアンテナ部には金属等の導電性のある
ものを取り付けない。
 ■送信出力の低下により、コントロールできなくなり
ます。

 アンテナを可動範囲以上曲げない。
 ■可動範囲上曲げると破損の原因となる可能性が
あります。

 アンテナを持って送受信機を運ばない。
アンテナを引っ張らない。
 ■アンテナ配線が断線し、操縦不能になる危険性
があります。

 アンテナを外した状態で飛行させない。
 ■送信出力の低下により、コントロールできなくなり
ます。

 アンテナが緩んだ状態で飛行させない。
 ■送信出力の低下により、コントロールできなくなり
ます。

 アンテナ回転部を必要以上回さない。
 ■反時計回りに回す際に取付ねじが緩む危険性が
あります。

モニター LEDの表示
"MONITOR" 部の LEDで送信機の状態を表示
します。

FASSTest mode → 水色点灯
RF-OFF → 紫色点灯
Starting →  赤色点灯
Trainer Student → 青色点灯
レンジ チェックモード → ゆっくり点滅
FASSTest receiver link mode →速く点滅

脱着はこの部分を
回転させます。

可動するのはこの
部分から上です。

アンテナの取付はねじに
対してまっすぐに取付て
緩まないようにしっかり
ねじを締めてください。

アンテナ

アンテナ取付コネク
ターのナット部は回
してはいけません。
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ツマミの操作

ツマミ：

回転式の操作ツマミです。ツマミを使用し
ている場合、電源を入れる前にツマミの操作
位置に注意してください。

※ ツマミ操作時、センター位置で確認音が鳴ります。
※ 各ミキシング機能等の設定画面でツマミの選択お
よび動作方向を設定できます。

DA

DC

DB

DD

スイッチ

スイッチ：

各機能ごとに、使用するスイッチを選び、
ON/OFF の方向を設定することができます。

SA SC

SF SH

SE SG

SB SD
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カーソル移動・データ入力・モード選択：
メニュー画面や設定画面で項目間のカーソ
ル移動はエディットダイヤルを回して行いま
す。次のページがある場合、次のページへも
移動できます。

データ入力時、エディットダイヤルを回し
て数値の入力やモードの選択等ができます。
（数値、ON、OFF、INH、ACT 等）

ダイヤルを押す：
設定画面を開いたり、カーソル移動モード

（反転表示）／データ入力モード（四角枠表示）
を切替えるときに押します。

また、画面上に確認メッセージが表示され
たときの決定ボタンとしても使用します。

S1 ボタン：
メニュー画面や設定画面で、次のページが
ある場合、S1 ボタンを押してページの移動が
できます。この場合、一部機能を除いて、カー
ソルは画面タイトルの項目に移動します。

設定画面を終了する場合：
設定画面での操作が終了し、メニュー画面
へ戻る場合は、画面タイトルの項目にカーソ
ルを移動後、エディットダイヤルを押します。

また、メニュー画面からホーム画面にへ戻
る場合も、画面タイトルの項目にカーソルを
移動後、エディットダイヤルを押します。

メニュー画面の呼出し
ホーム画面でダイヤルを回転させて各メ
ニューを選択し、エディットダイヤルを押し
ます。

「SYSTEM( ｼｽﾃﾑ )」：システムメニュー
「LINKAGE( ﾘﾝｹｰｼﾞ )」：リンケージメニュー
「MODEL( ﾓﾃﾞﾙ )」：モデルメニュー

エディットダイヤルと S1ボタンの操作
操作 状態 動作

ダイヤルを押す
S1

次のページがある場合 カーソルを次のページのタイトル部へ移動

１ページのみの場合 カーソルをタイトル部へ移動

データ入力モード（データ点滅時） 入力データのキャンセル

ダイヤル
を押す

カーソル移動モード データ入力モードへ切替

データ入力モード カーソル移動モードへ切替

データ入力モード（データ点滅時） 入力データの決定

ダイヤルを長押（1秒）
S1 HOME 画面 キーロック設定／解除

ダイヤル
長押 データ入力モード 初期値に戻る

回転

ダイヤル
を回す

カーソル移動モード カーソル移動

データ入力モード データ変更
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Home/Exit ＆ U.menu/Mon ボタンの
操作 

送信機の保持例 

Homi/Exit ボタン：

U.menu/Mon ボタン：
FMT-03 は、裏面にナットが埋め込まれてい
ます。市販のカメラ用三脚（別売）に固定し
て送信機を保持することができます。

FMT-03 の背面には
VESA(VIDEO ELECTORONICS STANDARDS 
ASSOCIATION) 規格対応の取り付け穴があり
ます。市販の VESA 規格対応のディスプレイ
アームにて固定することができます。

Home/Exit 
ボタン

U.menu/Mon 
ボタン

押す サーボモニター画面へ

長押し ユーザーメニュー画面へ

押す １つ戻る

長押し HOME画面へ戻る
HOME 画面から押

す
エディットロック /
エディットロック解除



19＜お使いになる前に＞

① マイナスねじをまわしバッテリーカバーを外します。

② カチッとなるまでmicro SD カードを挿入します。
*外す時は、micro SD カードを更に押込むと
   ロック解除されます。

*必ず図の向きに
カードを挿入
して下さい。

SDカードスロット

市販の SD規格対応micro SD カードを使用
すると、FMT-03 送信機のモデルデータを保存
できます。また、FMT-03 送信機ソフトのアッ
プデート・ソフトが公開された場合、micro 
SD カードを使用して、ソフトのアップデート
を行います。

micro SD カード（市販品）の取扱い

●micro SD カード（別売）
 ■micro SD カードの種類よっては動作しないものがあ
ります。

注意
 micro SD カードのセットおよび取り出
しは必ず送信機の電源が OFF の状態で
行う。
 ■SD カードへのアクセス中（読み込みや書き込み）
に SDカードを取り出すと、SDカード自体やデー
タが破壊される恐れがあります。 

 micro SD カードは精密機器のため、無
理な力や衝撃を与えない。

FMT-03 の２つのスティックは上下左右のリ
ニヤ操作ができます。

スティックの操作
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① マイナスねじをまわしバッテリーカバーを外します。

電源
コネクター

S.BUS 機器設定
（S.I/F）コネクター

SDカード
スロット

充電
コネクター

●充電コネクター
送信機に搭載された FT2F2100BV2 リチウム
フェライトバッテリーの充電コネクターです。 

危険
 充電コネクターには専用充電器以外の充
電器は、接続しない。

●トレーナー機能 コネクター
トレーナー機能使用時、別売りの専用トレー
ナーコードを使用して、先生側、生徒側の送
信機を接続します。

※ トレーナー機能の設定はシステム・メニューのト
レーナー機能画面で行います。

※ 接続できるのはできるのは FMT-03 同士のみです。
他の機種の送信機は接続できません。

● S.BUS 機器設定（S.I/F）コネクター
S.BUS サーボの CH設定や各種設定、テレメ
トリーセンサーの登録やスロット設定、ID 変
更に使用します。接続は設定するサーボ / セ
ンサーを直接接続します。

注意
 S.I/F コネクターにバッテリーは、接続
しない。

コネクター／ジャックの取り扱い

トレーナー
コネクター

先生 生徒

操作切替

トレーナーコード接続の際、カバーを外しま
す。それ以外は必ずカバーを付けてください。



21＜お使いになる前に＞

送信機用 FT2F2100BV2 リチウムフェライトバッテリーの取扱い

[ バッテリーの取り扱いについて ]

 ■お手入れのしかた
汚れは乾いた柔らかい布で拭いてください。ぬれた雑巾等
で拭くと故障の原因になります。また、アルコール・シン
ナー・ベンジン等の溶剤または洗剤等で拭いたりしないで
ください。

 ■使用温度について
低温になるほど使用時間が短くなります。低温の場所での
使用時は充電した予備のバッテリーを準備してください。
 ■持ち運び・保管時の注意
ご使用にならないときは湿気の少ない 15℃～ 25℃くらいの
涼しい場所で保管してください。
持ち運び・保管の際は＋－電極端子がショートしないよう
に、バッグや引き出し等にアクセサリ等金属類と一緒に入
れて保管したり持ち運んだりするのはおやめください。発
火・発熱・破裂・漏液の原因になり危険です。

 ■バッテリーの寿命について
バッテリーは充放電を繰り返すことにより性能が徐々に劣
化します。使用時間が著しく短くなったら交換時期です。
使用条件にもよりますが、約 300 回の充放電でバッテリー
容量が半減します。

 ■バッテリーの自己放電について
バッテリーは未使用時も自己放電するため、お買い上げの
バッテリーは必ず充電してからご使用ください。また、長
時間ご使用にならなかったバッテリーも必ず再充電してか
らご使用ください。（充電方法は基本操作の「バッテリーの
充電方法」の項を参照）
また、送信機電源を入れたときは必ずバッテリー電圧を確
認しましょう。

 ■ Li-Fe バッテリーは、放電しすぎて、電圧が下がると破損し
ます。
定期的（3 ヶ月程度毎）に充電してください。また、必ず
プロポから取り外し、保管してください。

注意 
 電源スイッチをOFF した後、画面表示等が
消えるまでは絶対にバッテリーを取り外さ
ない。
 ■データが正しく保存できない場合があります。こ
の場合、次回電源 ON時にバックアップ・エラー
が表示され、強制的に設定データが初期状態に戻
ります。
 ■バックアップ・エラーが発生した場合はそのまま
使用せず、送信機を弊社カスタマーサービス宛へ、
確認依頼にお出しください。

 バッテリーを落下させないように注意す
ること。  

●バッテリーの取外し
バッテリーを取付 / 取外す時は、送信機電
源は必ずOFF の状態で行なってください。電
源スイッチが ONのままバッテリーを取り出
すと、設定データが保存されません。
1） バッテリー・カバー取付ねじをマイナスド
ライバーでゆるめます。

※ねじは、バッテリー・カバーからはずれま
せん。

●バッテリーの取付け
1） バッテリー・カバー取付ねじをマイナスド
ライバーでゆるめてはずします。

2)   バッテリーを挿入します。
3)  バッテリーの電源コネクターを、送信機に
接続します。

4)  配線を挟まないようにバッテリー・カバー
を取付ます。

5)  バッテリー・カバー取付ねじをマイナスド
ライバーでしめます。

2)  バッテリー・カバーをはずします。
3)  バッテリーを引き抜きます。
4)  バッテリーの電源コネクターを、断線に気
を付けてはずします。

*前章の「バッテリーおよび充電器の取り扱い上の注意」をお読みください。

2) バッテリー
カバー1) 取付ねじ

FT2F2100B V2
リチウム・フェライト

バッテリー

この電源コネクターを
送信機に接続します。

バランス充電コネクターは
送信機に接続しません。 * このコネクターは別売の LBC-4E5

で充電する場合に使用します。

3)バッテリー
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受信機 FMR-03 の説明
受信機、サーボを機体に搭載する時に次ページの安全上の注意点を必ずお読みください。

FMR-03 は S.BUS2 機器に対応しています。S.BUS 機器をご使用する場合は S.BUS モードを
切替えてご使用ください。異なるモードの場合動作しません。

受信機 FMR-03 各部の説明
●コネクター部
S.BUS2（S.BUS）対応の機器に接続します。（マル
チコプターのコントロールボックスなど）電源は接
続された機器から供給してください。

※コネクター部は防水・防塵構造ではありません。

●コネクターの挿入
タブの方向に注意してしっかりと挿入します。

※ S.BUS の場合テレメトリー機能は使用できません。

■誤動作・故障の危険性があります。

コネクターにはS.BUS2（S.BUS）
対応機器以外は接続しない。

S.BUS2⇔ S.BUS 切替                                  

FMR-03 の接続                                    

アンテナ

Link/Mode
スイッチ

電源供給

S.BUS/S.BUS2 信号

Futaba S.BUS2 (S.BUS) システム対応機器
S.BUS2 (S.BUS)対応機器以外は動作しません。

LED

FMR-03
付属コネクター
メーカー名  JET( 日本圧着端子製造株式会社 )
受信側コネクタ側  03T-JWPF-VSLE-S
相手方コネクタ側  03R-JWPF-VSLE-S

3.7V ～ 7.4V3.7V ～ 7.4V

S.BUS モードの切替え方法                                          
1. Link/Mode スイッチを押した状態で受信機の電源
を ON してください。LED が赤緑同時点滅した

ら Link/Mode スイッチをはなします。(送信機は

OFF)

2. Link/Mode スイッチを押すたびに設定モードが変
わります。(下表参照 )

3. 目的のモードになったらLink/Mode スイッチを長
押し (2秒以上 )してください。

4. LED が赤緑同時点滅となったらモード切替完了
です。Link/Mode スイッチをはなし、受信機の電

源を入れ直してください。

※ 現在のモードは受信機電源を ON(送信機は OFF)にしてから

約 5秒後の LED点滅により確認できます。　

初期

受信機 S.BUS モード一覧表
S.BUS モード LED点滅 信号

A 赤 1回
BB 赤 2回
C 赤 3回
D 赤 4回
E 緑 1回
F 緑 2回
G 緑 3回
H 緑 4回
I 赤緑 1回
J 赤緑 2回
K 赤緑 3回
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FMR-03 の LED 表示                                    
受信機 LED表示

緑色 赤色 状　態

消灯 点灯 無信号時

点灯 消灯 通常動作時

交互点滅

受信機内部の異常（メモリ
ー等）電源再投入で回復で
きない場合は弊社ラジコン
カスタマーサービスへ点検・
修理依頼してください。

LED

FMR-03 は S.BUS2 (S.BUS) 専用受信機で接続コネクターは 1つのみとなっています。マルチコ
プターなどのコントローラーは Futaba S.BUS2 (S.BUS) 対応のものしか使用できません。サーボ
を使用する場合 S.BUS2 (S.BUS) サーボを使用して分岐接続して下さい。

※ FMR-03 でサーボを動作させたい場合は、Futaba S.BUS2 (S.BUS) サーボ以外動作しません。
また、接続には分岐HUBが必要です。（SBD-2 を使用すると従来サーボも使用可能です。）

FMR-03 のサーボ接続例

三又ハブ

中継
ボックス

S.BUS 設定
可能な
送信機

この、いずれかを使用して S.BUS2 (S.BUS)
サーボにチャンネル設定をします。

●S.BUS2 (S.BUS) サーボは設定された各チャンネ
ルの動作をします。

SBC-1 CIU-2/3
S.BUS2
サーボ

S.BUS2
サーボ

S.BUS2
サーボ

CIU-2/3 は PC を使用し、Futaba 
WEB サイトから S.BUS サーボ用
ソフト＂S-Link＂をダウンロー
ドする必要があります。

機体の情報を送信機へ表示させる（S.BUS2 の場合）                                    
FMR-03 は別売のテレメトリー・センサーを接続することで、機体の各情報（温度、高度、位置、
速度、回転数、バッテリー電圧など）を送信機に表示させることができます。

Futaba テレメトリーセンサー

Futaba テレメトリーセンサー

Futaba テレメトリーセンサー

中継
ボックス

三又ハブ

●中継ボックス 4ターミナル（別売）
　4個のコネクターを挿入できます。

●中継ボックス６ターミナル TB16PP（別売）
　6個のコネクターを挿入できます。

●三又ハブ（別売）
3つのコネクターを挿入できます。
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FMR-03 受信機は下記の方法で搭載してください。

アンテナ

アンテナ部分はできるだけ真っ直ぐに
伸ばしてください。

同軸ケーブル
FMR-03 受信機

2 つの異なる位置で信号を受信できるように、2つのアンテナが装備されています。（ダイバー
シティ方式アンテナ）2つのアンテナの受信状態の良い方に自動的に切り替えて常に安定した受
信状態を確保しています。受信機の性能を発揮させるために、次の手順および注意事項に従って
搭載してください。

1） 機体に受信機を搭載する場合、機体の振動
から受信機を保護するため、スポンジテー
プ等で防振対策を行ってください。

2） 2 つのアンテナ（同軸ケーブル部は除く）
はできるだけ曲げないように搭載します。
曲げると受信特性に影響があります。

3） また、2つのアンテナがお互いに 90 度の位
置関係になるようにし、アンテナ同士はで
きるだけ離して搭載することが重要です。

4） 受信機アンテナの搭載位置の近くに、金属
等の導電体がある場合、受信特性に影響を
与える可能性があるため、アンテナはその
導電体を挟んで、機体の両サイドに配置す
るようにします。これにより、機体姿勢に
関係なく良好な受信特性が得られます。

5） アンテナは金属やカーボン等の導電体か
ら少なくとも 1cm以上離して搭載してく
ださい。なお、同軸ケーブル部は離す必要
はありません。ただし、同軸ケーブルはき
つく曲げないでください。

6） 機体がカーボンや金属を蒸着したフィル
ム等の導電性の材質で覆われている場合、
アンテナ部分は必ず機体の外側に出てい
ることが必要です。また、上記と同様、ア
ンテナを導電性の胴体に貼り付けないで
ください。その他、燃料タンクにも貼り付
けないでください。

受信機アンテナの搭載方法

警告
アンテナを引っ張ったり、余分な力を加
えない。
■受信機内部でアンテナが断線してしまいます。
アンテナはモーター、コントローラーお
よび、その他のノイズ源からできるだけ
離す。
アンテナを地面に接触する位置に搭載し
ない。
■アンテナが地面に接地すると誤動作する危険性が
あります。

アンテナが地面に触れてはいけない。
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サーボ ( このセットにサーボは付属していません )

●取付けフランジ

●サーボホーン

●サーボ付属品
サーボには次のものが付属しています。
・予備のサーボホーン
・サーボ取付用部品

＊サーボホ－ン取付けビスは出荷時にサーボに取
付けてあるビスを必ず使用してください。

サーボについて

使用目的に合わせてご購入ください。このセットの受信機は S.BUS/S.BUS2 サーボ以外のサーボは使用でき
ません。Futaba S.BUS/S.BUS2 サーボを購入してチャンネル設定を行ない使用してください。また、FMR-
03 にはサーボ接続ポートがありませんので、HUBを使用し分岐接続する必要があります。

このマークのサーボ
を使用します。

● S.BUS サーボをカメラパン（横振り）動作させる一例

例として左スティックの横操作（J4) で操作さ
せてみます。※ J4 による機体操縦操作はでき
なくなります。

これで設定した S.BUS サーボを受信機の
S.BUS ポートへ接続すると、左スティックの
横 (J4) 操作でサーボが動作するようになりま
す。

◆ S.BUS サーボにチャンネルを設定
1） サーボを送信機バッテリーカバー内の
S.BUS (S.I/F) 設定コネクターに接続

2） 送信機システムメニューの "S.BUS サーボ
"を開く

3） " ヨミコミ "を選択してエディットダイヤ
ルを押す

4） " チャンネル "を 9に設定

5） "カキコミ "を選択してダイヤルを長押し。

◆ J4 にファンクション設定
1） 送信機リンケージメニューの " ファンク
ション "を開く

2） S1を２回押し 3/5 ページへ
3） CH9 の " カメラパン "のコントロール下　
" －－ "を選択

4） エディットダイヤルを押しハードウエア
センタク画面で "J4"を選択しエディット
ダイヤルを押して決定する。

J4（横操作）
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警告
●コネクターの接続について
 コネクターは奥まで確実に挿入する。
 ■飛行中に、機体の振動等でコネクター等が抜ける
と墜落します。

●受信機の防振について
 受信機はスポンジゴム等で包んで防振
対策を行う。
 ■強い振動やショックを受けて誤動作すると墜落し
ます。

●サーボの動作巾について
 各舵のサーボを動作巾いっぱいに動作
させてみて、プッシュロッドがひっか
かったり、たわんだりしないように調
整する。
 ■サーボホーンに無理な力が加わった状態が続く
と、サーボが破損したり、バッテリーの消耗が早
くなって墜落します。

●サーボの取り付けについて
 サーボは防振ゴム（ラバーグロメット）
を介してサーボマウント等に取り付け
る。また、サーボケースがサーボマウ
ント等の機体の一部に直接触れないよ
うに搭載する。
 ■サーボケースが直接機体に触れていると、機体の
振動が直接サーボに伝わり、その状態が続くと
サーボが破損し墜落します。

ラバー 
　グロメット 
 ハトメ 
 

木ネジ 

サーボマウント 
 

2.3～2.6ｍｍナット 
平ワッシャー 
ラバーグロメット 

ハトメ 
サーボ 
マウント 

2.3～2.6ｍｍビス 

（ヘリ等の場合）（飛行機、グライダー等の場合）

●サーボリード線の固定
 サーボのリード線は飛行中の振動に共
振して断線することを防ぐため、突っ
張らないよう少し余裕を持たせ、適当
な位置で固定する。また、日頃のメン
テナンス時にも定期的に確認する。

●電源スイッチの取り付け

※ 機体に受信機側電源スイッチを取付ける場合、ス
イッチのつまみ全ストロークより、多少大き目の
長方形の孔を開け、ON／ OFF が確実にスムーズ
に行えるように取付けてください。取り付けビス
を変更しなければならないときは、スイッチの配
線を押さないようビスの長さを選んでください。
ショートすると火災、破損、墜落の原因となります。

※ また、エンジンオイル、ほこり等が直接かからな
い場所に取付けてください。一般的にマフラー排
気の反対側の胴体側面に取付けます。

受信機・サーボ搭載時の安全上の注意

少したるませる
断線しないようにやわらかく
固定する



27＜お使いになる前に＞

① マイナスねじをまわしバッテリーカバーを外します。

(S.BUS  サーボ )

( テレメトリーセンサー )

※ T18MZ や T14SG はサーボの電源を 2又コネクターで接
続する必要がありましたが、この送信機は電源が不要で
す。電源を接続すると故障する危険性があります。

※多数の大電流を消費するサーボを送信機に接続すると電源
容量が不足する場合があります。その場合、サーボ 1つ
づつ接続するか、あるいは、"別電源用HUB" を使用して、
別電源でサーボに電源供給してください。各サーボの ID
を入力することで多数接続された中から特定のサーボの
設定ができます。

S.BUS 機器の設定方法

S.BUS システムを使用するには、まずサーボに CH設定をすることが必要です。S.BUS サーボ
やテレメトリーセンサーを FMT-03 に接続し、CH設定 ( スロット設定 ) や各種セッティングをそ
れぞれ記憶させることができます。

1. 図のように設定したいS.BUS機器を接続します。

2. 送信機の電源をONします。

3. 設定画面を呼び出します。
サーボ：[ システムメニュー ] → [S.BUS サーボ ]
センサー：[ リンケージメニュー ] → [ センサー ]

4. それぞれの画面に従い設定します。

5. これで各 S.BUS 機器に CH( スロットNo.) が記憶
されましたので、受信機のコネクターに分岐接
続して、使用できます。

●三又ハブ別電源用（別売）

緑

注意
 S.BUS サーボ、テレメトリーセンサーの
書き込み途中で接続を抜いたり、送信機
の電源をOFF してはいけない。
 ■書き込み中の S.BUS2 サーボ、センサーのデータが
破損して故障します。
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バッテリーの充電方法

送信機用リチウムフェライトバッテ
リー FT2F2100BV2 の充電方法

危険
 リ チ ウムフェライトバッテリー
FT2F2100BV2(6.6V) は指定された送信
機以外には使用しない。

 必ず付属の充電器を使用して充電する
こと。

 乾電池を充電してはいけない。

●充電方法

基本操作

バッテリーを充電する前に必ず「安全にお使いいただくために」の章の「バッテリーおよび
充電器の取り扱い上の注意」の項目も合わせてご覧ください。

AC100V コンセントへ

送信機充電
コネクターへ

●専用充電器

① マイナスねじをまわしバッテリーカバーを外します。

充電コネクター

付属のLBC-34D PでバッテリーFT2F2100BV2
を充電する場合、充電時間は約 3時間です。
しばらく使用しない場合は、3カ月に一度程
度専用充電器で約 50％ (30 分間から 1時間程
度 ) 充電して送信機からはずした状態で保管
してください。送信機OFF 時も微電流が流れ
るため過放電してしまいます。また、満充電
の状態で長期間保管しないでください。
充電器とバッテリーを接続したままで保管しないで
ください。

1)   付属の専用充電器の送信機側プラグを送
信機の充電ジャックに接続します。

2)   AC100V のコンセントに充電器を接続し
ます。

3)   充電表示の LED が赤く点灯（または点滅）
していることを確認します。

4)  充電表示の LED が緑の点灯に変わったら
充電が完了です。充電器から取外します。

※ 飛行前には必ずバッテリー電圧のチェックを行っ
てください。
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電源を入れるとき

1） 電源スイッチを長押してONにします。

2）その後、ホーム画面が表示されると同時に
電波が発射されます。

※ モニター LEDが点灯します。

電源を切るとき
1） 先に、受信機（機体）の電源スイッチを
OFF にします。

2）送信機の電源スイッチを長押して OFF に
します。

※ ただちに、電源が切れます。

送信機電源のON/OFF
この FMT-03 送信機は電源ON後、周囲の電波状況を確認し、自動的に電波が発射されます。
下記の方法で電源のON/OFF を行ってください。

電源スイッチ

ユーザ名登録
FMT-03 送信機のユーザー名を登録すること
ができます。ユーザー名として 12 文字までの
名前を付けることができます。（スペースも 1
文字に数える）

＜設定画面の呼び出し＞
1） 送信機の電源をONにします。

2） システム・メニューの [ ユーザーネーム ]
を選択し、エディットダイヤルを押しま
す。

※ ユーザー名設定画面が現れます。

入力ボックス

現在のユーザー名

＜ユーザー名の変更＞
1） 下記の操作方法により、ユーザー名を変更
してください。

●入力ボックス内のカーソル移動
[ ← ] または [ → ] を選択しエディットダイヤルを押し
ます。

●文字の消去
[ サクジョ ] を選択しエディットダイヤルを押すと、
カーソル直後の文字が消去されます。

●文字の追加
文字リストから候補文字を選択しエディットダイヤル
を押すと、カーソル直後の位置に文字が追加されます。

2） 入力が完了したら [ ケッテイ ] を選択し
エディットダイヤルを押します。（入力を
途中で止めて元の状態に戻りたい場合は、
[ キャンセル ] を選択しエディットダイヤ
ルを押します。）

3） Home/Exit ボタンを押してシステム・メ
ニュー画面に戻ります。

S1で文字リストのページが変わります。
　1⇒アルファベット　2⇒数字 / 記号
　3⇒カタカナ
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ホーム画面操作

警告
 飛行する前には必ずモデル名を確認する
こと。

 いつもバッテリー電圧をチェックし、早
めの充電を心がける。また、バッテリー・
アラームが表示されたら速やかに着陸さ
せること。

モデル名
●現在動作中のモデル名が表示されます。

システム・タイマー
●前回リセットからの電源ONの積算時間（モデル毎）
 ( 時間 )：( 分 )：( 秒 )

送信機バッテリー電圧表示
●電圧が 6.2V 以下（電圧変更可能）になるとアラーム音
が鳴ります。

タイマー 1, 2
●設定画面呼び出し
[TIMER1] または [TIMER2] を選択しエディットダイヤ
ルを押すと、各タイマーの設定画面に直接移動できま
す。

●設定表示
設定モード（UP/DN）を表示。

●タイマーの表示、スタート／ストップ
表示部を選択してエディットダイヤルを押してスター
ト／ストップが可能。エディットダイヤルの長押し（1
秒間）でリセットされます。

モデルタイプ表示
●現在動作中のモデルタイプが表示されます。

システム・メニュー
●表示部分を選択してエディットダイヤルを押すとシス
テム・メニューに移動できます。

ホーム画面上の表示および操作方法は次の
とおりです。
●画面内の移動は、エディットダイヤルのダイヤル回転
で行います。

リンケージ・メニュー
●表示部分を選択してエディットダイヤルを押すとリン
ケージ・メニューに移動できます。

モデル・メニュー
●表示部分を選択してエディットダイヤルを押すとモデ
ル・メニューに移動できます。

コンディション名
●現在動作中のコンディション名が表示されます。

システムタイプ
● FASSTest 18CH / FASSTest 12CH
 システムタイプ表示部を選択してエディットダイヤルを
押すとシステムタイプ設定画面に直接移動することがで
きます。

受信機バッテリー電圧
●受信機バッテリーの電圧が表示されます。

テレメトリー受信状況
●受信機から送信機への受信状況です。

電波出力表示
●出力の状態を表示します。
"ON AIR" 電波が出ている状態
"RF OFF" 電波を出さない設定の場合
● "RF OFF" 表示部分を選択してエディットダイヤルを押
すと、送信が可能となります。

●ユーザー名

●モデル名

●システム・タイマー

●送信機バッテリー電圧

●タイマー 1

●電波出力表示

（メニュー選択）
●システムメニュー
●リンケージメニュー
●モデルメニュー

デルデルデルデルデルデルデルデル 信機信機信機信機信機信機信機信機

波出波出波出波出出出力力

●システムタイプ
●受信機バッテリー電圧

●テレメトリー受信状況

●
●●●●●●
●●●●●●

●●●●●●
●●●●

●タイマー 2

11

2222

（マルチコプターのホーム画面）

●コンディション名

●タイマー拡大表示画面へ

ョンョンョンンンンンンンン名名名

●モデルタイプ表示

名名名名名名名名

●モ●モモモモモデデデ

※ LCD 画面のコントラスト調整はシステム・
メニューの画面設定（ディスプレイ）で調
整できます。

（
●●●●●●●●●●
●●●●●

名名名名名名

イイイイイイマママ ●●●●●●●

●コンディシ

タイマイイイ 拡大表示画面へ

●●●●●

●●●●●●

●トリムオフセット量の表示
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ユーザーメニュー
自分がよく使用する機能を選択して、自分のメニュー画面を作成することができます。

1） 送信機の電源を ON にして U.menu/
Mon ボタンを長押します。

ホーム画面からタイマー拡大画面へ

（タイマー拡大画面）

（ホーム画面） ●タイマー拡大表示画面へ

●ホーム画面へもどる

● "1" にカーソルを合わせてエディットダイヤルを押すとタイマー 1の設定
画面になります。

● "2" にカーソルを合わせてエディットダイヤルを押すとタイマー 2の設定
画面になります。

時計マークにカーソルを合わせてエディットダイヤルを押します。
●●タ●●● イマ
時計

●ホ●ホ●ホ●● ム画

●● "● 1" にカ

タイマーを使用する場合、タイムが大きく表示され、見やすくなります。タイマー拡大
表示のまま電源OFF にすると、次回使用時はタイマー拡大表示から表示されます。

長押し

U.menu/Mon 
ボタン

2） 表示させたい場所にカーソルを移動し
てエディットダイヤルを押します。

3） 4 ページの中からユーザーメニューに
表示する機能を選び、そこにカーソル
を移動してエディットダイヤルを押し
ます。

4） 8 個までのユーザーメニューが作成で
きます。よく使用する機能をすぐに呼
び出すことができます。

5） 削除したい場合は、ユーザーメニュー
画面から削除する機能にカーソルを移
動してエディットダイヤルを長押しま
す。

自分がよく使う機能に
カスタマイズできます。
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エディットロック
飛行中にあやまってエディットダイヤルに触れてしまうと、設定がかわって危険な状況になっ
てしまう可能性があります。
エディットロックするとエディットダイヤルと 2つのボタン（Home/Exit, U.menu/Mon)が
効かなくなり安全です。
さらにロック時にロック ID（8桁の数字）を設定することで、 設定した ID を入力しないとロッ
クを解除できないようになります。

＜手動ロック＞
1） 送信機の電源をONにします。

2） ホーム画面かタイマー拡大画面のまま S1キーを長押します。

＜スタートロック＞
1） 送信機の電源をONにします。

2） "システムメニュー " ⇒ "ディスプレイ " のスタート
ロックを "ON" に設定します。このとき "ON" の右側
に "ID" が表示されます。

3） ロック ID を設定する場合は "ID" を選択し ID 設定画
面で 8桁の数字を入力します。カーソルを変更した
い数値に移動させてダイヤルを押しダイヤル回転で数
値を選びます。数値変更後ダイヤルを押して確定しま
す。ID を設定する必要が無い場合は初期値（ロック
ID "00000000"）に設定します。

4）電源ON時かモデルが変更された時、毎回ロックがかかります。各設定を変更する場合
は S1 キーを長押します。
ロック ID が "00000000" のときは S1 キーの長押しだけでロックが解除されます。ロック
ID を設定されている場合は ID 入力画面が表示されますので、3) で設定した ID を入力する
ことでロックが解除されます。

＜ジドウロック＞
1） 送信機の電源をONにします。

2） "システムメニュー " ⇒ "ディスプレイ " のジドウロックを INHから 1 ～ 120（秒）に
設定します。

3） ホーム画面かタイマー拡大画面のときに設定時間か
くるとロックします。スタートロックとの併用も可
能です。 ●ロック状態の表示です。いずれのロック方法でも、

S1キーの長押しでロック解除され、設定可能に
なります。IDを設定している場合は ID入力画面
に移動します。

＊手動でロック（S1 長押し）をかけ、電源をOFF にし
た場合、ロックは次回起動時に解除されます。

＊両方のロック機能を同時に使用できます。

危険
 フライト中はエディットロックすること。

 ■不意にエディットダイヤルに触れてしまうと設定が
変わって墜落する危険性があります。

※ロック IDを忘れてしまうとロックの解除ができなくなりますのでご注意ください。

※ロック中も Home/Exit ボタンを押す
とテレメトリー画面を表示できます。
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送受信機のリンク操作
FMR-03 受信機はご使用の前に送信機の ID コードを受信機に読み込ませる操作（リンク操作）
を行う必要があります。一度リンク操作が行われると、その ID コードは受信機に記憶され、リ
ンクされた送受信機でのみ動作するようになります。

* セットの受信機はあらかじめリンクされていますのでリンク操作なしで使用できます。

警告
 リンク操作は動力用モーターが接続され
た状態やエンジンがかかった状態では行
わない。
 ■不意にモーターが回転したり、エンジンが吹け上
がったりすると大変危険です。

 リンク操作が完了したら、一旦受信機の
電源を OFF とし、リンクした送信機で
操作ができることを確認すること。

リンク操作の手順
1） 送信機と受信機を 50cm以内に近づけた状
態で、送信機の電源をONにします。

2） [ リンケージ ] メニュー→ [ システム・タ
イプ ] を開きます。

3） 受信機を１個使用の場合は [ シングル ] も
し、１機に２個の受信機を使用する場合は
[ デュアル ] を選びます。* デュアルの場
合 2つの受信機とリンクします。

4） バッテリーフェイルセーフ電圧を初期値
3.8V から変更する場合は B.F/S 電圧を変更
します。　

5） スクロールで [ リンク ] を選択してエ
ディットダイヤルボタンを押します。送信
機からチャイム音がでてリンクモードに
はいります。

6） 上記の状態で、すぐに受信機電源をONに
してください。

7） 受信機電源ONから約２秒後に受信機はリ
ンク待ち状態になります。（リンク待ちは
約１秒間 )

8） 受信機の LED が赤点滅から緑点灯に変化
するとリンク完了です。

9） 周囲に FASSTest-2.4GHz システムの送信
機が電波を送信している場合に、ID コー
ドの読み込み操作（リンク操作）を行うと、
受信機の LED が緑点灯に変わっても、別
の送信機の ID コードを読み込んでいる場
合があります。使用前に必ず受信機の電源
を入れなおしてから、サーボの動作テスト
を行い、自分の送信機で正しく動作するこ
とを確認してください。

●リンクが必要なケース
①初期セット以外の受信機を使用する時。
②通信システムを変更した時。
③モデルセレクトで新しいモデルを作成した時。

●リンケージメニューで [システム・タイプ ] を選択
し、エディットダイヤルを押して、下記の設定画面
を呼び出します。または、ホーム画面よりシステ
ム表示 (FASSTest 18CH など ) にカーソルを移動し、
エディットダイヤルを押して呼び出します。

●受信機を１個使用の場合は "シングル "
もし１機に２個の受信機を搭載する場
合 "デュアル " を選びます。

●受信機にバッテリーフェイ
ルセーフ電圧 (3.5 ～ 8.4V)
を記憶させます。

      

● [リンク ] を選択して
エディットダイヤル
を押すとリンクモー
ドに入ります。

50cm以内

リンクモード
にして 電源ON

リンク完了

緑点灯

リンリンリンンクク ] を選択して

アル を選びびびびびびびびまままままままま
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1) 送信機がOFFの状態でU.menu/Monボタンを押したまま

3) " イイエ " にカーソルをあわせエディットダイヤルを押し
ます。

4) " システムメニュー " の " レンジチェック " を開きます。

5)  " ハイ " にカーソルをあわせエディットダイヤルを押す
とレンジチェックモードへ入ります。

6) レンジチェックモードで RF 出力され、ビープ音ととも
に送信機の LEDが点滅の状態となります。

2) FMT-03 を ONにします。

U.menu/Mon

距離テストの実行
安全にご使用いただくために、飛行前には必ず距離テストを実行してください。FMT-03 送信
機には距離テスト専用のレンジチェックモードが搭載されています。送信出力を落として近距離
で飛行前のテストするための機能です。

※ このレンジチェックモードは約 90 秒経過後、自動的に
解除され、通常の送信状態となります。また、レンジ
チェックモード中に "オワリ " にカーソルがある状態で
エディットダイヤルを長押しすると、その時点で解除
されます。レンジチェックモードを延長したい場合は
カーソルを "リスタート "に移動し、エディットダイヤ
ルを押します。

7) 機体が飛ばないように保持して、スティック等を操作
しながら、機体から離れて行きます。すべての操作が
完全に正確に動作することを、機体のそばにいる助手
に確認してもらいます。

レンジチェックモードについて
次の手順に従って距離テストを行ってくだ
さい。

※ 機体から 30 ～ 50 歩（30m）程度離れた位置で正常に
動作することを確認します。

※ このとき、操作とは異なる動きをする場合は何らかの
問題があることが考えられます。原因を取り除くまで
はそのまま飛行しないでください。

危険
 レンジチェックモードのまま絶対に飛行
しない。
 ■電波が届かずに墜落します。

 レンジチェックモードのまま助手が機体を
保持せずにエンジンを始動したりモーター
配線を接続したりしない。
 ■不意にプロペラやローターが回転して大ケガをす
る恐れがあります。

 エンジン始動、モーター回転中のテスト
は助手が機体を確実に保持し、不意に高
回転になっても機体が飛び出したりプロ
ペラやローターに体や機材が触れたりし
ないようにする。
 ■不意にプロペラやローターが回転して大ケガをす
る恐れがあります。
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チャンネル割り当て
この FMT-03 送信機の場合、リンケージ・メニューのモデル・タイプ選択機能で選択したタイプに応じて、

各ファンクションが最適な組み合わせにチャンネル割り当てされます。マルチコプター・タイプのチャン
ネル割り当て（初期設定）は以下のとおりです。
＊ なお、リンケージ・メニューのファンクション機能の画面で設定されているチャンネルを確認できます。また、チャン
ネルの割り当てを変更することも可能です。詳しくは、ファンクション機能の説明をお読みください。

CH マルチコプター
1 エルロン
2 エレベーター
3 スロットル
4 ラダー
5 ジャイロ
6 ジャイロ 2
7 ジャイロ 3
8 カメラ チルト
9 カメラ パン
10 カメラ シャッター
DG1 SW SH
DG2 SW SA

マルチコプター

● FASSTest 18CH ● FASSTest 12CH

CH マルチコプター
1 エルロン
2 エレベーター
3 スロットル
4 ラダー
5 ジャイロ
6 ジャイロ 2
7 ジャイロ 3
8 カメラ チルト
9 カメラ パン
10 カメラ シャッター
11 ドウサ　モード
12 AUX（ヨビ）5
13 AUX（ヨビ）4
14 AUX（ヨビ）3
15 AUX（ヨビ）2
16 AUX（ヨビ）1
DG1 SW SH
DG2 SW SA
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システム・メニューは、主に送信機のシステム
に関する設定を行う機能で構成されています。

システム・メニュー機能
なお、モデル・データに関する設定はリンケージ・

メニューおよびモデル・メニューの機能で設定します。

●ホーム画面から下記のシステムメニューを呼び出します。
エディットダイヤルを回し機能を選択し、エディットダ
イヤルを押して設定画面を呼び出してください。

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
または、Home/Exitボタンを
押します。

＞＞
ルをルをををを移動し移動し移動し移動し移動し エエエ

＜エディットダイヤル＞
回転
・カーソル移動

設定画面の呼出し設設設設設設設設

システム・メニューの機能一覧
[ディスプレイ ]：画面のコントラスト調整、バックライト調整、キーロック設定

[ システム・タイマー ]：積算タイマーのリセット（モデル毎 /トータル）

[ ユーザー・ネーム ]：ユーザー名の登録

[ サウンド ]：各音量設定と送信機電源のローバッテリー電圧設定機能

[ ハードウエア セッテイ ]：H/Wリバース機能、スティック・モード設定機能、スティッ
クキャリブレーション、スイッチポジション設定

[ インフォメーション ]：表示言語の切替、表示単位切替、プログラムのバージョン、
micro SD カード情報の表示

[ レンジチェック ]：地上距離テスト用レンジチェックモード

[ S.BUS サーボ ]：S.BUS/S.BUS 2 サーボの CH設定、プログラムの書込み
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ディスプレイ

LCD コントラストの調整
1. 画面の濃さの調整
 "LCD コントラスト " の項目を選択し、エディットダ
イヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。エ
ディットダイヤルを回転して調整します。
調整範囲：（薄い）0～ 30（濃い）
初期値：15

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

＊画面表示を見ながら見やすい濃さにダイヤル回転で調
整してください。

＊調整時、エディットダイヤルを長押し（1秒間）すると
初期値にリセットされます。

バックライトの明るさの調整
1. 画面の明るさの調整
 " バックライト アカルサ " の項目を選択し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
エディットダイヤルを回転して調整します。
調整範囲：0～ 20（明るい）
初期値：10

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

＊画面表示を見ながら見やすい明るさに調整してくださ
い。

＊調整時、エディットダイヤルを長押し（1秒間）すると
初期値にリセットされます。

バックライト発光時間の調整
1. バックライトタイマーの調整
 " バックライトタイマー " の項目を選択し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
エディットダイヤルを回転して調整します。
調整範囲：INH（常時発光）1～ 240（秒）、

初期値：10（秒）
 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

＊調整時、エディットダイヤルを長押し（1秒間）すると
初期値にリセットされます。

スタートロックの設定
1. スタートロック [OFF] の項目を選択し、エディットダ
イヤルを押します。

2. 回転で、[ON] を選択します。
3. エディットダイヤルを押します。

ロック IDの設定
ID を設定する必要が無い場合は初期値（ロック ID 
"00000000"）のまま使用します。
1. スタートロック右端 [ID] の項目を選択し、エディット
ダイヤルを押します。

2. 回転で、[00000000] をそれぞれ選択します。
3. エディットダイヤルを押します。
4. 回転で、数値を入力します。
5. エディットダイヤルを押し確定します。
＊ロック ID を忘れてしまうとロックの解除ができなくな
りますのでご注意ください。

＊ロックの解除はは S1 キーを長押し ID を同じ手順で入
力します。

オートロックタイマーの設定
1. オートロック [OFF] の項目を選択し、エディットダイ
ヤルを押します。

2. 回転で、何秒エディットダイヤルを操作しなければロッ
クする秒数（1～ 120）を選択します。

3. エディットダイヤルを押します。
＊手動でロック（S1 長押し）をかけ、電源をOFF にした
場合、ロックは次回起動時に解除されます。

＊両方のロック機能を同時に使用できます。

●システムメニューで[ディスプレイ ]を選択し、エディッ
トダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
または、HOME/EXITボタンを
押します。

＞＞＞
ルをルををを移動し移動し移動し移動し、エエエ

＜エディットダイヤル＞
回転
・カーソル移動
・データ変更

LCD 画面のコントラスト、バックライトの明る
さ及びオフタイマーを調整する機能です。
送信機の電源をONした時とモデル変更時に、エ

ディットダイヤルと Home/Exit、U.menu/Mon ボ
タンを誤設定防止のためロックするスタートロッ
クの設定です。

ホーム画面 /タイマー拡大画面で、キー操作をし
ていない状態が設定時間経過後にロックするジド
ウロック機能の設定です。

＊バックライト使用時は送信機の消費電流が増え、使用
時間が短くなります。

データ入力モード
切替
デデデデデデデ
切切切切
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＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
または、Home/Exitボタンを
押します。

＞＞＞
ルをルををを移動し移動し移動し移動し、エエエ

＜エディットダイヤル＞
回転
・カーソル移動
・データ変更

システム　タイマー　
この FMT-03 送信機には送信機の総使用時間をカ

ウントするトータル・タイマーおよびモデル・デー
タ毎の使用時間をカウントするモデル・タイマーの
2種類のシステム・タイマーが搭載されています。

●ホーム画面に表示されるタイマーを選択可能。
●各タイマーは前回リセットしたときからの積算時間を
表示します。

●システム・メニューで [システム タイマー ] を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び
出します。

ホーム画面表示タイマーの選択
 [ モード ] の項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。ダイ
ヤル回転してモードを変更すると点滅表示となり、エ
ディットダイヤルを押すとモードが変更されます。
[ トータル ]：送信機の電源が入っている時の総時間
[ モデル ]：各モデルごとに送信機の電源が入っている
時間

システム タイマーのリセット
 [ システム タイマー ] の項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを長押し（1秒間）すると現在選択中
のモードのシステム タイマーがリセットされます。

＊ [ モード ] をモデルにした状態で、リセットしても [ トー
タル ] タイマーはリセットされずに積算されつづけます。

＊リセット後タイマーは "00:00:00" から再スタートします。
＊ [ モデル ] を選択している場合は現在呼び出しているモデ
ルのシステム タイマーのみがリセットされます。

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ
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＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
または、Home/Exitボタンを
押します。

＞＞＞
ルをルををを移動し移動し移動し移動し エエエ

＜エディットダイヤル＞
回転
・カーソル移動
・データ変更

ユーザーネーム　
FMT-03 のユーザー名を登録する機能です。12

文字までの名前をつけることができます。（スペー
スも一文字として数える）

ユーザー名の登録方法
1. 下記の操作方法により、ユーザー名を変更してください。
・入力ボックス内のカーソル移動：
[ ← ] または [ → ] を選択しエディットダイヤルを押し
ます。
・文字の消去：
[ サクジョ ]を選択しエディットダイヤルを押すと、カー
ソル直後の文字が消去されます。
・文字の追加：
文字リストから候補文字を選択しエディットダイヤル
を押すと、カーソル直後の位置に文字が追加されます。

＊ユーザー名として 12 文字までの名前を付けることがで
きます。（スペースも 1文字に数える）

2. 入力が完了したら [ ケッテイ ] を選択しエディットダイ
ヤルを押します。（入力を途中で止めて元の状態に戻り
たい場合は、[ キャンセル ] を選択しエディットダイヤ
ルを押します。）

●システム・メニューで [ユーザーネーム ] を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼
び出します。

＊下記の文字リストの文字が使用可能です。
・文字リストのページ切替：
S1 ボタンを押してページを切替えます。

（文字リスト 1/3）

（文字リスト 2/3）

（文字リスト 3/3）

ユーザー名入力ボックス

現在のユーザー名

入力ボックス内のカーソル（点滅）
入力ボックス内のカーソルの移動
( ダイヤル回転で選択しエディッ
トダイヤルを押す )

現在現在在在在在ののの

ユーユーユーユーユーユーユユユ

e/Exitボタンををを

ーーーソソソソソソル（点滅滅）滅）））
動動動動動動
滅））

・入力ボックス内の
カーソルの移動
・文字の消去
・文字の追加

・・・
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＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
または、Home/Exitボタンを
押します。

＞＞＞
ルをルををを移動し移動し移動し移動し、エエエ

＜エディットダイヤル＞
回転
・カーソル移動
・データ変更

サウンド
警告音およびその他のブザー音をOFF にするこ

とができます。
送信機バッテリーの電圧が低下した時にアラー

ムが鳴りますが、そのアラームが鳴る電圧を変更で
きます。

●システムメニューで [サウンド ] を選択し、エディット
ダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

●その他の音の音量
（エディットダイヤルの操作
音やトリムの操作音など）

●送信機バッテリーが減少した時の警告（ローバッテリーア
ラーム）が鳴る電圧の設定です。付属の Li-Fe バッテリー
を使用する場合 6.2V から変更しないでください。

●テレメトリー音声の音量

●警告音の音量

音量調節操作
1. 設定したい項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。エ
ディットダイヤルを回転して音量を選択し、エディッ
トダイヤルを押します。

＊ 0にすると音が鳴りません。
＊ケイコクは危険なので 0にできません。

ローバッテリー電圧設定
1. ローバッテリーの電圧表示にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してデータ入力モードに切り替
えます。エディットダイヤルを回転して電圧を選択し、
エディットダイヤルを押します。

を押します。
tボタンをを

量量量量量量量量量量量

量量量量量量量量

量量量量量量量量

量量量量量量量量量

危険
 付属の FT2F2100BV2 を使用する場合
ローバッテリー電圧を 6.2V から変更し
てはいけない。
 ■電圧低下でコントロール不能になる危険性があり
ます。

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ
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＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
または、Home/Exitボタンを
押します。

＞＞＞
ルをルををを移動し移動し移動し移動し エエエ

＜エディットダイヤル＞
回転
・カーソル移動
・データ変更

ハードウェア設定
このH/W設定にはH/Wリバース、スティック・

モード設定、スティックの補正、およびスイッチ設
定が含まれます。
"ハードウェア リバース "は、スティック、スイッ

チ、トリム・レバー、ノブなどの操作信号を反転す
る機能です。
注意：ただし、この設定で実際の操作信号は反転され

ますが、ディスプレイ上のインジケータ類の表
示は変更されません。特別な理由が無い限り通
常モードでお使いください。

●操作方向が逆の場合に有効です。
 使用例：エレベータを引いてダウン、押してアップ操
作する場合

 使用例：スロットル（ピッチ）を引いてハイ（＋ピッチ）、
押してスロー（－ピッチ）操作する場合

ハードウェアリバースの設定
1.[ ハードウェアリバース ] の項目を選択し、エディット
ダイヤルを長押し設定画面を呼出します。

2. 反転したいハードウェアに対応する "セッテイ " の項目
にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。

3. エディットダイヤルを回転して方向を切替ます。点滅状
態となります。
"NORM"：通常の動作方向
"REV"：動作方向が反転

4. エディットダイヤルを押します。（中止する場合はエ
ディットダイヤルを回転するか S1 ボタンを押します。）

" スティック・モード " 設定により、モード 1～
4のスティック・モードに変更が可能です。
注意： 設定されたモードは、次回の新規モデル設定か

ら有効となります。使用中のモデルや既に設定
されているモデルは変更されません。

" キャリブレーション "（補正）はスティックの
ズレの補正で、通常行う必要はありません。

●システムメニューで [ハードウェアセッテイ ] を選択し、エ
ディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

スティック・モードの変更
1.[ スティックモード ] の項目を選択し、エディットダイ
ヤルを長押し設定画面を呼出します。

2." スティックモード " の項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してデータ入力モードに切り替
えます。

3. エディットダイヤルを回転してモードを選択します。
点滅状態となります。
設定範囲：モード 1～ 4
初期設定：モード 1

4. エディットダイヤルを押してモードを変更します。（中
止する場合はエディットダイヤルを回転するか S1 ボタ
ンを押します。）

＊実際のモード変更は、次回の新規モデル設定またはデー
タ・リセット後から有効となります。既に設定済みの
モデルのモードは変更されません。

（スティック・モード）
モード J1 J2 J3 J4
1 エルロン スロットル エレベーター ラダー
2 エルロン エレベーター スロットル ラダー
3 ラダー スロットル エレベーター エルロン
4 ラダー エレベーター スロットル エルロン

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ
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スティックの補正
1. キャリブレーション画面を開きます。

＊以下、J3、J4、 ( 左スティック）補正について説明しま
すが J1、J2、 （右スティック）補正も同様の手順で行い
ます。

2. J3-J4 ボタンにカーソルを合わせてエディットダイヤル
を押します。

3. J3-J4 スティック ( 左スティック）をニュートラル位置
に合わせてエディットダイヤルを長押します。

 
4. J3-J4 スティック ( 左スティック）を右下いっぱいまで
倒し、同時に右いっぱいまで回転してブザー音がする
まで待ちます。

5. J3-J4 スティック ( 左スティック）を左上いっぱいまで
倒し、同時に左いっぱいまで回転してブザー音がする
まで待ちます。

＊失敗するとエラーがでますのでやり直します。「カン
リョウシマシタ」がでると成功です。スティック補正
が正常に行えたか動作確認してください。

スイッチポジションの変更
1. スイッチ画面を開きます。

2. 変更したいスイッチのポジションにカーソルを合わせて
ダイヤルをタッチします。

3. ポジションをダイヤル回転で選択します。
　"2Pos" : 2 ポジションスイッチ
　"3Pos" : 3 ポジションスイッチ

4. ダイヤルを押して決定します。

現在のスティック
位置を示す
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＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
または、Home/Exitボタンを
押します。

＞＞＞
ルをルををを移動し移動し移動し移動し エエエ

＜エディットダイヤル＞
回転
・カーソル移動
・データ変更

インフォメーション　
このインフォメーション画面では、表示言語の

選択（英語／日本語 - ｶﾀｶﾅ）、テレメトリデータの
表示単位、システム・プログラムのバージョン情報、
micro SD カード（モデル数の容量、空き容量）の
情報が表示されます。

＊ micro SD カードが挿入されていない場合は、micro SD
カードの情報は表示されません。

＊micro SD カードは付属していません。

xitxitボタンをを

画面表示言語の変更方法
1." ゲンゴ " の項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。ダイ
ヤル回転して言語を選択し、エディットダイヤルを押
します。

＊表示言語が切り替わります。

画面表示単位の変更方法
1." ヒョウジ タンイ "の項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転してメートル法かヤード法かを選択し、
エディットダイヤルを押します。

＊テレメトリーの表示単位が切り替わります。

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ

●システム・メニューで [インフォメーション ] を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び
出します。

● "カードアキヨウリョウ "
 micro SD カードの空き容量（モデル
数）（micro SD カードが挿入されて
いる場合）

● "メモリー・カード・サイズ "
 micro SD カードのモデル数の容量を表示
（micro SD カードが挿入されている場合）

● "バージョン "
 システム・プログラムのバージョンを表示。

● "ヒョウジタンイ "
 メートル法とヤード法が選択できます。 ● "ゲンゴ "（LANGUAGE）画面表示

の言語が表示されます。
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レンジ　チェック
レンジチェックモードとは、飛行前の地上距離テストの
ために電波の出力を下げ、送信機の電波到達距離を短く
するモードです。

●安全のため、レンジチェックモードは 90 秒後に自動解
除され通常モードに戻ります。

2) FMT-03 を ONにします。

1) 送信機がOFFの状態でU.menu/Monボタンを押したまま

3) " イイエ " にカーソルをあわせエディットダイヤルを
押します。

4) " システムメニュー " の " レンジチェック " を開きます。

5)  " ハイ " にカーソルをあわせエディットダイヤルを押す
とレンジチェックモードへ入ります。

6) レンジチェックモードで RF 出力され、ビープ音ととも
に送信機の LEDが点滅の状態となります。

U.menu/Mon

※ このレンジチェックモードは約 90 秒経過後、自動的に
解除され、通常の送信状態となります。また、レンジ
チェックモード中に "オワリ " にカーソルがある状態で
エディットダイヤルを長押しすると、その時点で解除
されます。レンジチェックモードを延長したい場合は
カーソルを "リスタート "に移動し、エディットダイヤ
ルを押します。

8) スティック等を操作しながら、機体から離れて行きま
す。すべての操作が完全に正確に動作することを、機
体のそばにいる助手に確認してもらいます。

レンジチェックモードの手順
次の手順に従って距離テストを行ってくだ
さい。

危険
 レンジチェックモードのまま絶対に飛行
しない。
 ■電波が届かずに墜落します。

 レンジチェックモードのまま助手が機体を
保持せずにエンジンを始動したりモーター
配線を接続したりしない。
 ■不意にプロペラやローターが回転して大ケガをす
る恐れがあります。

 エンジン始動、モーター回転中のテスト
は助手が機体を確実に保持し、不意に高
回転になっても機体が飛び出したりプロ
ペラやローターに体や機材が触れたりし
ないようにすること。
 ■不意にプロペラやローターが回転して大ケガをす
る恐れがあります。

※ 安全のため送信機が電波を発信した状態からはレンジ
チェックモードにはいらないようになっています。

※ 機体から 30 ～ 50 歩（30m）程度離れた位置で正常に
動作することを確認します。

※ このとき、操作とは異なる動きをする場合は何らかの
問題があることが考えられます。原因を取り除くまで
はそのまま飛行しないでください。
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＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
または、Home/Exitボタンを
押します。

＞＞＞
ルをルををを移動し移動し移動し移動し エエエ

＜エディットダイヤル＞
回転
・カーソル移動
・データ変更

S.BUS サーボ
送信機バッテリーカバー内部の S.I/F コネクター

に S.BUS/S.BUS2 サーボを接続することにより、サー
ボの CH 設定や各種設定を行うことができます。
S.BUS/S.BUS2 サーボが設定を記憶します。
＊ ご使用の S.BUS/S.BUS2 サーボにより、使用できる機能
とできない機能があります。使用できる機能のみ送信
機に表示されます。

●システムメニューで [S.BUS サーボ ] を選択し、エディッ
トダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

S.BUS/S.BUS2
サーボ

S.BUS サーボ設定変更手順
1. 上記図のように S.BUS/S.BUS2 サーボを送信機に配線し
ます。

2. 送信機の電源をＯＮしてシステム・メニューの [S.BUS
サーボ ] を選択します。

3. [ ヨミコミ ] を選択しエディットダイヤルを押し、次い
でダイヤルを１秒以上押すとそのサーボの ID と現状の
設定が表示されます。

4. 複数のサーボを同時に接続する場合、画面の IDナンバー
右側にある [INH] を [ACT] にして設定したいサーボの
IDを入力します。

※ヨミコミを行ったあとに上図の接
続で、該当チャンネルのスティッ
クやスイッチを操作すると、サー
ボが動作します。

5. 各項目の設定を入力します。
6. [ カキコミ ] を選びます。

7. エディットダイヤルを押し、次いでダイヤルを１秒以
上押します。

8. 書込みが成功すると、「データ カキコミ カンリョウシ
マシタ。」のメッセージがでます。サーボは設定動作し
ます。

9. サーボを送信機からはずして機体に搭載してください。
※サーボの設定を初期化（出荷状態）したいとき
[ヨミコミ]すると[リセット]が表示されます。[リセッ
ト ] を選んでエディットダイヤルを押し、次いでダイヤ
ルを１秒押すとそのサーボが初期化されます。

ここで、下記手順で S.BUSサーボのCHをたとえば6に設
定しサーボにかきこむと、そのS.BUSサーボは自分は6CH
で動作すると記憶します。そのサーボをS.BUSコネクター
に接続すると、S.BUSコネクターは全CHのデータが出力
されていますが、そのサーボは6CHの動作をします。
※ 6CHがかきこまれた S.BUS サーボを S.BUS ではない従来 CHの、たと
えば 2CHに接続するとそのサーボは 2CHの動作をします。

ボのCHCHHををを

※ T18MZ/T14SG のよ
うに、バッテリー
を２又コードで接
続する必要はあり
ません。バッテリー
を接続すると故障
します。

データ入力
モード切替
デデデデデデデデ
モモモモモモ
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● ID
パラメーターを読込んだサーボの IDを表示します。変更はできません。

● CH
サーボに割り当てられた S.BUSシステムのチャンネルです。使用する前に、必ずチャンネルの割り当
てを行ってください。

●サーボリバース
サーボの回転する方向を変更することができます。

●サーボタイプ
 “リトラクタブル”を選択すると、サーボが停止した状態が 30 秒間続いた場合、デッドバンドを拡大し、
外力による不要な保持電流をなくす状態になります。新たに操作信号が入ると直ちに通常の動作となり
ます。引込脚用サーボとして使用する場合に“リトラクタブル”を選択します。また、引き込み脚の可
動範囲に合わせた舵角調整も行ってください。

●ソフトスタートディレイ
電源投入時の瞬時に指定位置に動く動作を制限します。この設定を行うことにより、電源を立ち上げた
時の最初の 1 動作だけゆっくりと指定位置に移動します。またその時の動作速度を設定できます。　

●停止モード
サーボの入力信号が途絶えた時のサーボの状態を指定することができます。“フリー”のときは脱力し、
“ホールド”のときは信号が途絶える直前の角度を保持します。AM およびFM システムでも、サーボのホー
ルドモードを設定することができるようになります。ただし、フェイルセーフ機能ではありません。

●スムーサー
サーボの動きを滑らかにする機能です。好みに応じて設定を行ってください。通常は ON の設定でご使
用ください。特に素早い動作を希望する場合には OFF にします。

●ニュートラル調整　
ニュートラル位置を変更することができます。ただし、ニュートラル位置を大きく変更した場合、最大
舵角時にサーボの動作範囲を超え、サーボが動作しない不感帯が発生することがあります。

●スピードコントロール
動作スピードを設定できます。使用電圧、負荷トルク、モーターのばらつき等の影響を受けることなく、
複数のサーボのスピードを揃えることができます。

ただし、各動作電圧におけるサーボの最大スピード以上の設定を行っても、最大スピード以上のスピー
ドにはなりませんので注意してください。

●デッドバンド
停止位置の不感帯の範囲 (角度 )を設定できます。
【デッドバンド設定値とサーボ動作の関係】

小さくする　→　停止位置の不感帯幅を小さくできます。小さな信号変化でサーボがすぐに動きだすよ
うになります。

大きくする　→　停止位置の不感帯幅を大きくできます。小さな信号変化ではサーボが動きださなくな
ります。

（注意）不感帯幅の角度を小さく設定しすぎると、サーボが常に動作し続ける状態になりますので、消費
電流が増えることになり、サーボの寿命も短くなる場合があります。

●舵角調整
ニュートラルを中心とした左右の最大舵角を独立して設定することができます。

●ブースト量
サーボを駆動するときに、内部のモータにかける最小動作量を設定できます。モーターは小さな動作量
では起動しないので、実質的にデッドバンドが拡大するように感じます。そこで起動できる最小動作量
(ブースト )を調整して、モーターが直ぐに起動できるようにします。
【ブースト設定値とサーボ動作の関係】

小さくする　→　微小な操作量には反応しなくなりますが、動作は滑らかになります。

大きくする　→　初期レスポンスが良くなり動き出しのトルクが大きくなりますが、あまり大きくしす
ぎると、動作が粗くなります。

S.BUS/S.BUS2 サーボ設定機能の説明
※ご使用の S.BUS/S.BUS2サーボにより、使用できる機能とできない機能があります。
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●ブーストON/OFF
サーボを低速で動作させた場合のみブースト機能を ONさせるモードと、常時ブーストを ONさせるモー
ドの切替えです。

OFF：低速のみ ON（通常は OFFでお使いください。）ON：常時 ON（素早い動作を希望する場合）

●ダンピングゲイン
サーボが停止する際の特性を設定できます。

標準値の数値より小さくすると、オーバーシュート（行き過ぎてから戻る）特性となります。数値を大
きくすると、停止位置手前からブレーキがかかったように止まる設定となります。

特に、大きい負荷がかかるときに、慣性によるオーバーシュート等を抑えて、条件によって起こるハン
チング（サーボが痙攣するように動く現象）を起こりにくくすることができます。デッドバンド、ストレッ
チャー、ブーストなどのパラメーターが適正であっても、ハンチングが起こる場合は、初期値より大き
い値に調整してください。

【ダンパー設定値とサーボ動作の関係】

小さくする　→　オーバーシュートさせたい場合。ハンチングが起こらないような設定にしてください。

大きくする　→　ブレーキがかかったような動作にしたい場合。但しサーボのレスポンスが悪くなった
ように感じます。

（注意）ハンチングが発生した状態で使用すると、消費電流が多くなるばかりでなく、サーボの寿命も短
くなります。

●ストレッチャー・ゲイン
サーボの保持特性の設定ができます。

サーボの現在位置が目標位置とずれている時に、目標位置へ戻ろうとするトルクを調整することができ
ます。

ハンチングを止める時等に利用しますが、下記の様に保持特性が変わります。

【ストレッチャー設定値とサーボ動作の関係】

小さくする　→　サーボの保持力が弱くなります。

大きくする　→　サーボの保持力が強くなります。

（注意）ストレッチャーを大きくすると、消費電流が増えていきます。

●アラーム
・電源投入時に、送信機の電波をださないでサーボの電源を先に ONした場合、毎秒 2.5回のブザー音がサー
ボから鳴り続けます。（送信機の電波を先に出した場合でも、サーボの信号が正常に出力されるまでブザー
がなりますが、異常ではありません。）

・操縦終了時に、送信機の電源を先に OFFしてしまった場合に、サーボ電源切り忘れアラームとして、毎
秒 1.25回のブザー音が鳴り続けます。（受信機の電源 ONの状態でサーボのコネクターを抜き差しした
場合、S.BUS接続されたサーボが誤認識して確認音が鳴る場合がありますので、電源が入ったまま抜き
差ししないでください。）

（注意）ブザー音はサーボのモーターを振動させることにより発生させます。電流を消費し、サーボが発
熱しますので、必要以上の個数を作動させたり、長時間ブザーを鳴らし続けないでください。

注意
 S.BUS サーボ、テレメトリーセンサーの
書き込み途中で接続を抜いたり、送信機
の電源をOFF してはいけない。
 ■書き込み中の S.BUS サーボ、センサーのデータが
破損して故障します。
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リンケージ・メニューはモデルの追加、モデルタ
イプの選択、システムタイプの設定、テレメトリー
の表示や設定、エンド・ポイントの設定等の主にモ
デルの基本設定を行う機能で構成されています。

リンケージ・メニューの機能一覧
[ サーボ・モニタ ]：サーボ・テストおよび動作位置の表示
[ モデル・セレクト ]：モデルの追加、呼び出し、削除、コピー、モデル名の設定
[ モデル・タイプ ]：モデル・タイプ、ウイングタイプ、スワッシュタイプ等の選択
[ システム・タイプ ]：システム・タイプ、受信機 1台か２台かの選択、受信機とのリンク、テレメトリーの ACT/INH、テレメトリー

更新タイム設定、バッテリーフェイルセーフ電圧設定
[ ファンクション ]：各ファンクションのチャンネル割り当ての変更が可能
[ サブトリム ]：各サーボのニュートラル位置の調整
[ サーボ・リバース ]：サーボの動作方向の反転
[ フェール・セーフ ]：フェール・セーフ機能、バッテリー・フェール・セーフ機能の設定
[ エンドポイント ]：サーボの基本舵角の調整、リミット設定、サーボスピードの設定
[ スロットル・カット ]：エンジンを安全にかつ容易に停止させます（グライダーにはありません。）
[ アイドル・ダウン ]：エンジンのアイドリング回転数を下げます（グライダーにはありません。）
[ タイマー ]：タイマーの設定
[T1-T6 セッテイ ] トリム設定：トリムのステップ量、モードの設定
[ マルチプロップ ]：MPDX-1( 別売 ) を使用しチャンネルを増やす機能
[ ファンクション・ネーム ]：各ファンクションの名前を変更する機能
[ テレメトリー ]：受信機からのテレメトリーデータの表示、テレメトリーデータの警告設定
[ センサー ]：テレメトリーセンサーの登録や変更
[ テレメトリー セッテイ ]：テレメトリー音声の間隔設定、テレメトリーデータログ機能
[ ケイコク ]：電源ON時の警告表示を機能毎にON/OFF する機能
[ トレーナー ]：送信機を２台つないで操作を切替え、初心者を指導する機能
[ スティックアラーム ]：スロットルスティック任意の位置でアラームを鳴らす機能
[ データ・リセット ]：モデル・メモリーの設定データのリセット（項目別）

リンケージ・メニュー機能　
なお、使用するモデル・タイプによって、一部

選択できる機能が異なります。下記のメニュー画面
は一例を示します。

●ホーム画面から下記のリンケージメニューを呼び出します。エ
ディットダイヤルを回し設定したい機能を選択し、エディット
ダイヤルを押して設定画面を呼び出してください。

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
または、Home/Exit ボタンを
押します。

＞＞
ルをルををを移動し移動し移動し移動し、エエエ

＜エディットダイヤル＞
回転
・カーソル移動

設定画面の呼出し設設設設設設設
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

サーボ・モニタ　
リンケージメニューやモデルメニューの機能を

設定したときの各サーボの動作をバーグラフおよ
び数値で確認することができます。このサーボ・
モニタ画面はモデル・メニューからでも呼び出す
ことが可能です。

また、2種類のサーボ・テストが可能です。往復
動作モード [ オウフク ] の場合はサーボが反復動作
します。ニュートラル・モード [ ニュートラル ] の
場合はサーボがニュートラル位置に固定されます。
サーボ・ホーンのニュートラル位置を調整するとき
に便利です。

サーボ・テストの操作
1. サーボ・テストの開始
 [ テスト ] の項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押してデータ入力モードに切替えます。回転し
てテスト・モードを選び、エディットダイヤルを押し
ます。

＊テストが開始されます。
[ オウフク ]：各サーボが反復動作するモード
[ ニュートラル ]：各サーボがニュートラルに固定され
るモード

2. サーボ・テストの終了
 [ オウフク ][ニュートラル ] の項目にカーソルを移動し、
回転して [ オフ ] に切替えます。 

 エディットダイヤルを押します。
 ＊テストが終了し、サーボ・モニターの画面となります。
    または、Home/Exitを押します。ホーム画面にもどり、
テストはオフとなります。

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

●または、リンケージ・メニューで [サーボ・モニタ ] を
選択し、エディットダイヤルを押して、下記の設定画
面を呼び出します。

● [U.menu/Mon] ボタンを押して、下記の設定画面を呼
び出します。

トダイイヤルヤ
回転
・カーソル移動
・データ変更

注意
 エンジン始動中や動力用モーター配線
が接続された状態では、絶対に、サー
ボテストを起動してはいけない。
 ■勝手にプロペラやローターが回転し、大変危険
です。

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

回転
・カーソル移動

モデル・セレクト
このモデル・セレクト機能でモデルの追加、呼

び出し、削除、コピー、モデル名の設定が行えます。
送信機本体およびmicro SD カード（市販）に保存
されたモデル・データについて操作が可能。
なお、送信機のメモリーには最大 30 機分のモデ

ルを記憶できます。
わかりやすいモデルの名前を付けておくと、後

でモデルを見分けるのに大変便利です。モデル名は

最長 15 文字まで可能。使用中のモデルが常に画面
に表示されます。
コピー機能は送信機およびmicro SD カードへの

モデルのバック・アップや、新しいモデルを設定す
る場合に、すでに有るモデルをコピーして必要部分
のみ変更して作るときなどに使用できます。新しい
設定を行う前にバック・アップ・コピーを取る場合
にも便利です。

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

（モデル・リスト）ルルルルルル・・・・・

●保存先
 [ ナイブメモリ ]：送信機本体メモリー側
 [SD カード ]：SDカード側

●リンケージ・メニューで [モデル・セレクト]を選択し、エディッ
トダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

新規モデルの追加 [ シンキ ]
＊本体またはmicro SD カードに新規にモデルを追加する
ことができます。

1. 保存先の表示（" ナイブメモリ " または "SD カード "）
にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切替えます。回転して、保存先を選択し、
エディットダイヤルを押します。
[ ナイブメモリ ]：送信機本体メモリー側
[SD カード ]：SDカード側

2. [ シンキ ] にカーソルを移動し、エディットダイヤルを
押します。

＊確認メッセージが表示されます。

3. 再度エディットダイヤルを押します。（中止する場合は
回転するか、S1 ボタンを押します。）

＊モデル・タイプ選択画面およびシステムタイプ画面が
自動的に表示されます。確認または変更してください。

4. エディットダイヤルを押すと新規モデルの追加が完了
します。

＊追加されたモデルは内部メモリーの空き領域の状態によって
はリストの末尾ではなく途中に挿入される場合があります。

＊新規モデル追加後は同じ受信機を使用したとしてもはじめに、
再リンクが必要です。一度リンクするとその後のモデル変更
時にリンクは不要です。　（再リンクしなければテレメトリー
機能が使用できません。）

モデルの呼び出し [ セレクト ]
＊現在使用中のモデル以外の本体または SDカードに保存
されているモデル・データを呼出すことができます。

1. 保存先の表示（" ナイブメモリ " または "SD カード "）
にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切替えます。希望のモデルが保存され
ている場所を選択し、エディットダイヤルを押します。
[ナイブメモリ ]：送信機本体メモリー側
[SD カード ]：SDカード側

2. モデル・リスト中の希望するモデルにカーソルを移動
した後、エディットダイヤルを押します。

3. [ センタク ] にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押します。

＊確認メッセージが表示されます。

4. 再度エディットダイヤルを押すと、呼出しが完了しま
す。

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモ
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モデルの削除 [ サクジョ ]
＊本体または SDカードに保存されたモデルを削除するこ
とができます。
重要：現在呼び出し中のモデルは削除できません。

1. 保存先の表示（" ナイブメモリ " または "SD カード "）
にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切替えます。回転して、保存先を選択し、
エディットダイヤルを押します。
[ナイブメモリ ]：送信機本体メモリー側
[SD カード ]：SD カード側

2. モデル・リスト中の削除したいモデルにカーソルを移
動し、エディットダイヤルを押します。

3. [ サクジョ ] にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押します。

＊確認メッセージが表示されます。

4. エディットダイヤルを長押しすると、モデルが削除さ
れます。（中止する場合は回転するか、S1 ボタンを押し
ます。）

モデル名の変更 [ リネーム ]
＊現在動作中のモデルの名前を変更することができます。
1. モデル・リスト中の現在動作中のモデルを選択し、エ
ディットダイヤルを押します。

2. [ リネーム ] にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押します。

＊モデル名の設定画面が表示されます。

3. 下記の操作方法により、モデル名を変更してください。
・入力ボックス内のカーソル移動：
エディットダイヤルを回転して [ ← ] または [ → ] を選
択しエディットダイヤルを押します。
・文字の消去：
[ サクジョ ]を選択しエディットダイヤルを押すと、カー
ソル直後の文字が消去されます。
・文字の追加：
文字リストから候補文字を選択しエディットダイヤル
を押すと、カーソル直後の位置に文字が追加されます。

＊文字リストは 3ページに分かれています。S1 ボタンを
押して切替が可能です。

＊モデル名として 15 文字までの名前を付けることができ
ます。（スペースも 1文字に数える）

4. 入力が完了したら [ ケッテイ ] を選択しエディットダイ

ヤルを押します。（入力を途中で止めて元の状態に戻り
たい場合は、[ キャンセル ] を選択しエディットダイヤ
ルを押します。）

5. Home/Exit ボタン押して前の画面に戻ります。
＊変更されたモデルは内部メモリーの空き領域の状態によって
はリスト上の順番が入れ替わる場合があります。

モデルコピー [ コピー ]
＊現在動作中のモデルのコピーを作成することができま
す。

1. モデル・リスト中の現在動作中のモデルにカーソルを
移動し、エディットダイヤルを押します。

2. [ コピー ] にカーソルを移動し、エディットダイヤルを
押します。

＊コピー画面が現れます。

3. [ コピー ] にカーソルを移動します。
4. エディットダイヤルを押します。確認メッセージが表
示され、再度エディットダイヤルを押すとコピーが実
行されます。（中止する場合は回転するか、S1 ボタンを
押します。）

＊コピーされたモデルがモデル・リスト上に表示されます。た
だし、リスト上の表示順は内部メモリーの空き領域の状態に
より入れ替わる場合があります。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

モデル・タイプ
FMT-03 はマルチコプター仕様のスティックが装

備されています。モデル・タイプの初期設定もマル
チコプター機能が選択されています。
このモデル・タイプ機能で飛行機・グライダー・

ヘリコプターに機能変更可能となっています。
ただし、FMT-03 は一般的な RC飛行機・RCグラ

イダー・RCヘリコプターに使用するのは不向きで、
一般的なラチェットスティックへの改造もできま
せん。
FMT-03 はマルチコプタータイプのままご使用く

ださい。
（飛行機・グライダー・ヘリコプターの機能につ
きましては資料に参考資料として説明されていま
す。）

重要： このモデル・タイプ画面でモデル・タイプを変
更すると、すでに設定されているその他の設定
データが失われます。十分注意してください。

モデル・タイプの選択（参考）
1. 変更したい項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押して、選択画面を呼び出します。
"タイプ "：モデル・タイプ
"シュヨク "：主翼タイプ（飛行機／グライダー）
"ビヨク "：尾翼タイプ（飛行機／グライダー）
"スワッシュ "：スワッシュ・タイプ（ヘリコプター）

2. 変更したいタイプにカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押して、タイプを選択します。

＊モデル・タイプを変更した場合はそのモデルに応じて、
順次主翼タイプ、尾翼タイプ、またはスワッシュ・タ
イプの選択画面が現れます。最後に確認メッセージ "モ
デル・タイプヲヘンコウシマス "の点滅表示が現れます。

3. 変更を実行する場合はエディットダイヤルを押します。
（中止する場合は回転するか、S1 ボタンを押します。）

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

●リンケージ・メニューで [モデル・タイプ ] を
選択し、エディットダイヤルを押して、下記の
設定画面を呼び出します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

モデル・タイプ
FMT-03 はマルチコプター仕様のスティックが装

備されています。モデル・タイプの初期設定もマル
チコプター機能が選択されています。
このモデル・タイプ機能で飛行機・グライダー・

ヘリコプターに機能変更可能となっています。
ただし、FMT-03 は一般的な RC飛行機・RCグラ

イダー・RCヘリコプターに使用するのは不向きで、
一般的なラチェットスティックへの改造もできま
せん。
FMT-03 はマルチコプタータイプのままご使用く

ださい。
（飛行機・グライダー・ヘリコプターの機能につ
きましては資料に参考資料として説明されていま
す。）

重要： このモデル・タイプ画面でモデル・タイプを変
更すると、すでに設定されているその他の設定
データが失われます。十分注意してください。

モデル・タイプの選択（参考）
1. 変更したい項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押して、選択画面を呼び出します。
"タイプ "：モデル・タイプ
"シュヨク "：主翼タイプ（飛行機／グライダー）
"ビヨク "：尾翼タイプ（飛行機／グライダー）
"スワッシュ "：スワッシュ・タイプ（ヘリコプター）

2. 変更したいタイプにカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押して、タイプを選択します。

＊モデル・タイプを変更した場合はそのモデルに応じて、
順次主翼タイプ、尾翼タイプ、またはスワッシュ・タ
イプの選択画面が現れます。最後に確認メッセージ "モ
デル・タイプヲヘンコウシマス "の点滅表示が現れます。

3. 変更を実行する場合はエディットダイヤルを押します。
（中止する場合は回転するか、S1 ボタンを押します。）

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）（表示画面は 例を示しま

●リンケージ・メニューで [モデル・タイプ ] を
選択し、エディットダイヤルを押して、下記の
設定画面を呼び出します。画面 呼 出

回転回
カーソル移動・
データ変更・

データ入力
モード切替
デデデデデ
モモモ

このページは、参考資料です。通常使用しません。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

システム
通信システムの選択
このFMT-03送信機はFASSTest方式の18CHモー

ドと 12CHモードの選択が可能です。
FASSTest 18CH : テレメトリーセンサユニットに対
応し、最大 18 チャンネル ( リニア 16+ON/OFF 2)
まで使用できます。
FASSTest 12CH : 最 大 12 チ ャ ン ネ ル ( リ ニ ア
10+ON/OFF 2) まで使用できます。
テレメトリーセンサーが使えないですが、反応速度
が 18CHモードよりＵＰします。
*デジタルサーボ専用となりアナログサーボは
使用できません。

受信機数の選択
通常の、1つの機体に受信機を１台搭載する場合

は " シングル " を選択します。1つの機体に受信機
を 2台搭載する際には、"デュアル "に変更します。
２つ目の受信機はテレメトリー機能が使用できま
せん。

受信機とのリンク
送受信機には固有の ID コードがあり、同じ ID

コードでなければ動作しません。あらかじめ送受信
機のリンクを行う必要があります。また、リンク時
に受信機のバッテリーフェイルセーフ電圧を設定
できます。（3.5 ～ 8.4V）リンク時に受信機に記憶
されます。（FASSTest モードのみ）
リンクが必要なケース
①初期セット以外の受信機を使用する時。
②通信システムを変更した時。
③モデルセレクトで新しいモデルを作成した時。

テレメトリー
FASSTest18CH モードでテレメトリーを ACT に

すると双方向通信が可能になります。DL はテレメ
トリーの更新時間で 0.1S から 2.0S まで選択できま
す。更新時間が短いと機体からのデータをすぐに表
示できますが、操作反応速度が低下します。

通信システムの変更
1."FASSTest" の項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押して、データ入力モードに切替えます。

2. エディットダイヤルを回転してモードを選択します。

 （中止する場合はエディットダイヤルを回転するか、S1
ボタンに押します。）

3. 再度エディットダイヤルに押すとモードが変更されま
す。
＊新しいモードで送信されます。
＊モデルタイプによりチャンネル数が不足する場合が
あります。「モデルタイプ別サーボ接続」の項をご
参照ください。

＊通信システムを変更してもモデルデーターはそのま
ま引き継がれます。

＊ヘリの場合システムタイプを変更すると、そのシス

テムに最適の初期設定チャンネル配置に並び替える
か、そのまま同じ配置にするか選択できます。

＊変更後は各動作や方向が正しいか十分ご確認くださ
い。特に同じファンクションを複数の CHに使用し
ている場合など CHデーターがそれぞれ異なります
ので注意してください。

受信機シングル /デュアルの変更
＊ FASSTest18CH モードのみ。

1." シングル " の項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押して、データ入力モードに切替えます。

2. エディットダイヤルを回転してモードを選択します。

（中止する場合はエディットダイヤルを回転するか、S1 ボ
タンに押します。）

3. 再度エディットダイヤルに押すとモードが変更されま
す。

●リンケージメニューで [システム ] を選択し、エディットダイヤルを押して、下記
の設定画面を呼び出します。または、ホーム画面よりシステム表示 (FASSTest18CH
など ) にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押して呼び出します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデデデデ
モモモモ
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警告
 リンク操作は動力用モーターが接続され
た状態やエンジンがかかった状態では行
わない。
 ■不意にモーターが回転したり、エンジンが吹け上
がったりすると大変危険です。

 リンク操作が完了したら、一旦受信機の
電源を OFF とし、リンクした送信機で
操作ができることを確認すること。

● [デュアル ] を選択した場合。

● 左に１個目の受信機を示します。
● 右に 2個目の受信機を示します。
● リンクが成功するとそれぞれの IDが表示されます。そ
れぞれバッテリー F/S 電圧が個別に設定できます。

※２台の受信機を使用する場合必ずデュアルモードにし
て別々にリンクしてください。３台の受信機とリンク
はできません。

リンク操作の手順
1. 送信機と受信機を 50cm 以内に近づけた状態で、送信
機の電源をONにします。

2. [ リンケージ ] メニュー→ [ システム・タイプ ] を開き
ます。

3. 受信機を１個使用の場合は [ シングル ] もし、１機に２
個の受信機を使用する場合は [ デュアル ] を選びます。
*デュアルの場合 2つの受信機とリンクします。

4. バッテリーフェイルセーフ電圧を初期値 3.8V から変更
する場合は B.F/S 電圧を変更します。　

     *FASSTest モードのみ
5. スクロールで [ リンク ] を選択してエディットダイヤル
を押します。送信機からチャイム音がでてリンクモー
ドにはいります。

6.上記の状態で、すぐに受信機電源をONにしてください。
7. 受信機電源 ONから約２秒後に受信機はリンク待ち状
態になります。（リンク待ちは約１秒間 )

8. 受信機の LED が赤点滅から緑点灯に変化するとリンク
完了です。

9. 周囲に FASSTest-2.4GHz システムの送信機が電波を送
信している場合に、ID コードの読み込み操作（リンク

●リンケージメニューで [システム・タイプ ] を選択
し、エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を
呼び出します。または、ホーム画面よりシステム表示
(FASSTest18CH など ) にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押して呼び出します。

●受信機を１個使用の場合は "シングル "もし１
機に２個の受信機を搭載する場合 "デュアル "
を選びます。　*FASSTest18CH モードのみ

●受信機にバッテリーフェイル
セーフ電圧 (3.5 ～ 8.4V) を記
憶させます。

      *FASSTest モードのみ可能

● [リンク ] を選択してエ
ディットダイヤルを押すと
リンクモードに入ります。

ンンンクククク ] を選択してエ

しますす。。
。。。。。
。。。。。

操作）を行うと、受信機の LEDが緑点灯に変わっても、
別の送信機の ID コードを読み込んでいる場合がありま
す。使用前に必ず受信機の電源を入れなおしてから、
サーボの動作テストを行い、自分の送信機で正しく動
作することを確認してください。

FASSTest188888CHCHCHCHCHCC

50cm以内

リンクモード
にして

電源ON

リンク完了

緑点灯
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

ファンクション
サーボ接続チャンネルのファンクション（エル

ロン、エレベーター等）とそのチャンネルのコント
ロール（スティック、スイッチ、トリムレバー等）は、
モデルタイプ選択画面で選択されたモデルタイプ
およびウイングタイプ（スワッシュタイプ）に応じ
て、最適な組み合わせに自動設定されますので、通
常はこの組み合わせで使用することを推奨します。
なお、このファンクション設定画面では、その

関係を自由に変更することが可能です。
＊ たとえばエレベータースティック操作を受信機の２
チャンネルと３チャンネルに設定し、２個のエレベー
ターサーボを接続することも可能になります。

システムタイプ別チャンネル数の制限について
FASSTest 18CHモード時は16のリニアチャンネル

（CH1～ CH16）および 2つのスイッチチャンネル
（DG1/2）が設定可能です。
FASSTest 12CHモード時は10のリニアチャンネル

（CH1～ CH10）および 2つのスイッチチャンネル
（DG1/2）が設定可能です。

＊スイッチチャンネル
 DG1/2 はスイッチチャンネルとして使用できます。コ
ントロール操作との関係は自由に変更できます。

チャンネルの置換
チャンネル毎に設定されているファンクション

の設定とコントロールの設定をまとめて変更（置
換）することができます。

（表示画面は一例を示します。モデルタイプにより画面が異なります。）

●トリムの動作モード表示（本機はトリムがないので
使用しません。）

 " レンドウ ."：コンビネーションモード
　"コベツ "：セパレートモード
※設定はリンケージメニュー→ T1-T6 セッテイで行い
ます。●リンケージメニューで [ ファンクション ]を選択し、エ

ディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出
します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

トダイダイヤルヤ
回回回回回回回回
・
・

操作コントロールの変更
1. 変更したいチャンネルの "コントロール "の項目にカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押します。
＊コントロール選択画面が表示されます。

2. 設定したいコントロール名にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
＊複数のチャンネルに同じコントロールを割り付ける
ことも可能。

ファンクションの変更
1. 変更したいチャンネルの " ファンクション " の項目に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押します。
＊ファンクション選択画面が表示されます。

2. 設定したいファンクション名にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
＊ファンクション名が点滅表示されます。

3. 変更を実行する場合はエディットダイヤルを押します。
（中止する場合は回転するか、S1 ボタンを押します。）
＊複数チャンネルを 1つのファンクションに割り当て
ることもできます。

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ
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＊コンディション毎に設定を変更することも可能。コ
ントロールに対応する設定モードをグループ・モー
ド [G] からシングル・モード [S] に変更してから、
コントロールの変更を行うことにより、そのコン
ディションの設定のみ変更され、他のコンディショ
ンの設定は変更されません。

トリムの設定（本機はトリムスイッチがない
ので使用しません）
1. 変更したいチャンネルの "トリム " の項目にカーソルを
移動し、エディットダイヤルを押します。
＊トリム設定画面が表示されます。

 トリム設定画面で、下記の項目について設定が可能。
＊コンディション毎に設定を変更することも可能。ト
リムに対応する設定モードをグループ・モード [G]
からシングル・モード [S] に変更してから、コント
ロールの変更を行うことにより、そのコンディショ
ンの設定のみ変更され、他のコンディションの設定
は変更されません。

●トリムの選択
 設定したいトリム・レバー等にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
＊トリムが変更されます。

●トリム・レートの設定
 [ レート ] の項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押してデータ入力モードに切替えます。回転し
て設定します。
初期値：+30%
調整範囲：-150%～ +150%

 マイナスにするとトリムが逆に動きます。調整後、エ
ディットダイヤルを押してカーソル移動モードに切替
えます。

＊調整時、エディットダイヤルを 1秒間押すと初期値にリ
セットされます。

●トリム・モードの選択
 [ モード ] の項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押してデータ入力モードに切替えます。回転し
て選択します。

 [ ノーマル ]：ノーマル・モード。通常のトリム（平行
移動トリム）の動作となります。

 [ATL]：ATL 動作モード。スロットル・トリムで通常使
用する動作でスロー付近が最大の変化量のモード。リ
バースも可能。（ATL モードを選択したときに表示され
る "ATL REVERSE" の項目で [ ノーマル ]/[REVERSE] の選
択が可能）

 [ センター ]：センタートリム動作でセンター付近が最
大の変化量のモード。（スティックがニュートラルでト
リム動作してスティックを最大に操作した位置ではト
リム動作しない。）

トリムの設定（本機はトリムスイッチがない
ので使用しません）
1. 変更したいチャンネルの "トリム " の項目にカーソルを
移動し、エディットダイヤルを押します。
＊トリム設定画面が表示されます。

トリム設定画面で、下記の項目について設定が可能。
＊コンディション毎に設定を変更することも可能。ト
リムに対応する設定モードをグループ・モード [G]
からシングル・モード [S] に変更してから、コント
ロールの変更を行うことにより、そのコンディショ
ンの設定のみ変更され、他のコンディションの設定
は変更されません。

●トリムの選択
設定したいトリム・レバー等にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押します。
＊トリムが変更されます。

●トリム・レートの設定
[ レート ] の項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押してデータ入力モードに切替えます。回転し
て設定します。
初期値：+30%
調整範囲：-150%～ +150%
マイナスにするとトリムが逆に動きます。調整後、エ
ディットダイヤルを押してカーソル移動モードに切替
えます。

＊調整時、エディットダイヤルを 1秒間押すと初期値にリ
セットされます。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

サブトリム
サブトリムはサーボ等を動作させる場合の各

サーボのニュートラル位置を設定する機能です。ま
た、リンケージとプッシュ・ロッドを接続したまま
操舵面のニュートラルの微調整もできます。

※マルチコプターのコントロールボックスで使用
するチャンネルは 0のまま使用してください。

サブトリムの調整
1. カーソルを調整したいチャンネルに移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切替えます。

2. 回転して調整します。
初期値：０
調整範囲：-240 ～ +240（ステップ）

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

＊サブトリムを調整する前に、まずリンケージの調整等
で、舵面等をなるべくサブトリムを使用しなくて良い
ように調整しておくことが大切です。

＊調整時、エディットダイヤルを 1秒間押すと初期値にリ
セットされます。

3. 各チャンネルに対してこの手順を繰り返してください。

●リンケージ・メニューで [サブトリム ] を選
択し、エディットダイヤルを押して、下記の
設定画面を呼び出します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

トダイダイダイイヤルヤルヤヤ
回回回回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

サーボ・リバース　
各チャンネルの動作方向を反転します。

いつも飛行前にシステム・タイプ、選択
モデル、サーボ動作、動作方向、および
スイッチ設定等が正しいことを必ず確認
すること。

ファンクションでモーターを選択する
とそのチャンネルの初期設定はリバー
スになります。プロペラやローター
をはずした状態でモーターコントロー
ラーとスティック動作方向をよく確認
してください。
 ■プロペラ、ローターが付いていると不意に回転し
て大ケガをする危険性があります。

サーボ・リバース手順
＊新しいモデルのリンケージが終了したら ､サーボがそ
れぞれ正しい受信チャンネルに繋がっているかどうか
を確認してください。

＊次に、各スティックを動かし、各チャンネルの動作方
向をリバースするべきかどうか判断してください。

1. カーソルを反転したいチャンネルに移動します。エ
ディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替え
ます。

2. 回転して、表示を [REV]（または [NORM]）に反転します。
＊点滅表示となります。
3. エディットダイヤルを押すと点灯となりサーボ動作が
反転します。（中止する場合は回転するか、S1 ボタンを
押します。）

＊リバースさせる必要のある各チャンネルについて以上
の操作を繰り返します。

●リンケージ・メニューで [サーボ・リバース ] を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び
出します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

トダイダイダイヤヤヤ
回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

トダイダイイヤルヤ
回回回回回回回回
・
・

（表示画面は一例を示します。モデルタイプにより
画面が異なります。）

フェイルセーフ
何らかの原因で、送信機からの信号を正常に受

信できなくなった場合、あらかじめ設定した位置
にサーボを移動させることができます。（フェイル
セーフ機能）
●チャンネル毎にホールドまたはフェイルセーフの
モードを選択できます。

 [HOLD]：ホールドモード。正常に受信できなくなる
直前のサーボ位置を保持します。

 [F/S]：フェイルセーフモード。サーボは事前に設定
した位置に動作し保持します。

また、受信機用バッテリーの電圧が約 3.8V 迄下
がると、バッテリーフェイルセーフ機能が働き、あ
らかじめ設定した位置にサーボを動作させること
が可能です。
●チャンネル毎にバッテリーフェイルセーフ機能を
ON/OFFできます。ただし、FASST 7CHモードの場合、
3CH目のみの動作となり、ON/OFF選択はできません。

●バッテリーフェイルセーフ機能の解除スイッチを設
定可能。（初期設定：設定されていません。）

安全上、必ずフェイルセーフ機能の設定
を行うこと。

■特にスロットルチャンネルについては、動力が機体降
下や停止状態になるように設定します。正しく電波を
受信できなくなった場合に、フルハイで墜落すると大
変危険です。

■バッテリーフェイルセーフ解除スイッチをスロットル
スティックに設定している場合、エンジン不調と勘違
いし、スロットルスローで解除になり、飛行させてし
まう場合がありますので、疑わしい場合は直ちに着陸
させてください。

■バッテリーフェイルセーフの解除後は飛行を続けず、で
きる限り速やかに着陸させてください。

■その他、操作をしていないにもかかわらず、サーボがフェ
イルセーフ位置に突然動作したときは、一旦着陸させ、
受信機のバッテリー電圧をチェックしてください。

フェイルセーフ設定手順
1. カーソルを設定したいチャンネルの "F/S" の項目に移動

し、エディットダイヤルを押してデータ入力モードに
切替えます。

2. エディットダイヤルを左に回転して [F/S] を表示させる。
＊点滅表示となります。

3. エディットダイヤルを押す。（中止する場合はエディッ
トダイヤルを右に回転するか、S1 ボタンを押します。）
＊ F/S モードに切替わります。

4. カーソルを "POS" の項目に移動する。
5. 対応するスティック等を、フェイルセーフ時に動作さ
せたい位置に保持し、エディットダイヤルを長押しま
す。
＊設定位置がパーセントで表示されます。
＊そのチャンネルをホールドモードに戻したい場合は、
再度 "F/S" の項目に移動し、エディットダイヤルを押
してデータ入力モードに切替えます。エディットダ
イヤルを右に回転して [HOLD] を表示させてからエ
ディットダイヤルを押してモードを変更してくださ
い。

バッテリーフェイルセーフ設定手順
フェイルセーフ設定手順と同様の方法で、チャ

ンネル毎に設定が可能です。"B.F/S" の項目を選択して
設定してください。
 [ON]：バッテリーフェイルセーフ機能が動作。
 [OFF]：バッテリーフェイルセーフ機能OFF

バッテリーフェイルセーフ解除スイッチの設定
この機能は、受信機のバッテリー電圧が低下し、

バッテリーフェイルセーフ機能が作動後、機体の回
収のためにそれを一時解除する機能です。解除する
スイッチの選択を行います。
1. 4/4 ページに移動し、[ B. F/S カイジョ ] の項目にカーソ
ルを移動する。

2. エディットダイヤルを押してスイッチ設定画面を呼び
出し、 スイッチおよびON方向を選択してください。

 （選択方法の詳細は資料の「スイッチ設定方法」を参照）

●リンケージメニューで [フェイルセーフ ] を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼
び出します。

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプに
より画面が異なります。）

エンドポイント
エンドポイントはサーボの動作量を左右片側づ

つ個別に調整できる機能で、リンケージの補正に使
用します。レート可変量は 30％から 140％まで可
能です。（CH1 ～ CH16）
また最大動作量を制限するリミット・ポイント

を 0％から 155％までの間で設定できます。このリ
ミット・ポイントを設定することにより、ミキシン

グ等により動作量が増えてもリミット・ポイントを
越えてサーボが動作することが無いので、サーボの
ロック、リンケージの破損等が防止できます。
また、サーボ動作スピードを設定することがで

きます。スピード設定は、各チャンネルとも 0～
27 の間で設定できます。（数値が大きくなるに従っ
て、ディレー量が大きくなります。）

サーボ動作量の調整
1. カーソルを調整したいチャンネルの "トラベル "の項目
に移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モー
ドに切替えます。

2. 回転して調整する。
初期値：100％
調整範囲：30％～ 140％

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

＊ 調整時、エディットダイヤルを長押し（1秒間）すると
初期値にリセットされます。

3. 各レートについて上記の手順を繰り返してください。

リミット・ポイント調整
1. カーソルを調整したいチャンネルの "リミット "の項目
に移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モー
ドに切替えます。

2. 回転して調整する。
初期値：135％
調整範囲：0％～ 155％

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

＊ 調整時、エディットダイヤルを長押し（1秒間）すると
初期値にリセットされます。

3. 各リミット・ポイントについて上記の手順を繰り返し
てください。

サーボ・スピード設定
1. カーソルを調整したいチャンネルの "SPEED" の項目に
移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モー
ドに切替えます。

2. 回転して調整する。
初期値：0
調整範囲：0～ 27（ステップ）

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

＊ 調整時、エディットダイヤルを長押し（1秒間）すると
初期値にリセットされます。

3. 各チャンネルについて上記の手順を繰り返してください。

●リンケージ・メニューで [エンドポイント ] を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び
出します。

＊設定するチャンネルの操作コントロー
ルの上下、左右、または左右回転の両
方向について個別に調整できます。

回転
・カーソル移動
・データ変更

トダイダイイヤルヤヤ
回回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

スロットル・カット　
スロットル・カットは、スイッチを操作するだけで
簡単にエンジンを止めることができる機能です。安
全のため、スロットル・スティックが 1/3 以下の状
態で機能します。

スロットル・カット設定手順
＊下記の設定はカーソルを設定したい項目に移動してか
ら行います。

1. 機能を有効にする；
 ドウサ [ACT/INH] の項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切替えます。
回転 "INH" から "ACT" の点滅表示とし、エディットダ
イヤルを押します。

2. スイッチの設定；
 [ スイッチ ] の項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してスイッチ設定画面を呼び出し、 スイッチ
およびON方向を選択してください。

 （選択方法の詳細は資料の「スイッチ設定方法」を参照）
3. スロットル・カット・ポジションの設定；
 [ カット ポジション ] の項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替え
ます。回転してスロットル・カット操作時のサーボ動
作位置を調整します。
初期値：17％
調整範囲：0％～ 50％

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

＊選択したカット・スイッチを ONにし、スロットル・
スティックがアイドリングの状態で、エンジンが確実
に停止するまでレートを調整してください。

 ただし、スロットル・リンケージを引きすぎて、サーボ

に無理な力がかからないように注意してください。
＊カット・ポジションは絶対に最スローよりハイ側にセッ
トしないでください。エンジン（モーター）が吹け上が
り危険です。

＊調整時、エディットダイヤルを長押し（1秒間）すると
初期値にリセットされます。

●スイッチは初期設定で "--" に設定されていますの
で、初めにスイッチとON方向を決めておく必要が
あります。

●リンケージ・メニューで [スロットルカット ] を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出
します。

＊スロットルカット設定位置を表示。＊現在のスロットル位置を表示。示示示示。。。。。。 ＊＊＊＊＊＊＊＊

回転
・カーソル移動
・データ変更

トダイダイイヤルヤヤ
回回回回回回回回
・・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモ
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

アイドル・ダウン　
アイドル・ダウンは、スイッチを操作したとき、

エンジンのアドリング回転数を下げる機能です。
●機能はスロー側でのみ使用できます。
●初期設定ではスイッチ設定が "--" となっていますの
で、スイッチと動作方向を設定する必要があります。

アイドル・ダウン設定手順
＊下記の設定はカーソルを設定したい項目に移動してか
ら行います。

1. 機能を有効にする；
 ドウサ [ACT/INH] の項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切替えます。
回転して "INH" から "ACT" の点滅表示とし、エディッ
トダイヤルを押します。

2. スイッチの設定；
 [ スイッチ ] の項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してスイッチ設定画面を呼び出し、 スイッチ
およびON方向を選択してください。

 （選択方法の詳細は資料の「スイッチ設定方法」を参照）

3. オフセット・レート設定；
 [ オフセット ] の項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切替えます。回
転してアイドル・ダウン操作時のサーボのオフセット・
レートを調整します。
初期値：0％
調整範囲：-100％～ +100％

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

＊最スロー付近が最大のオフセット量となります。
＊マイナスレートを入力するとスロットルハイ側にオフ
セットされます。

＊調整時、エディットダイヤルを長押し（1秒間）すると
初期値にリセットされます。

●リンケージ・メニューで [アイドル・ダウン ] を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出
します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

トダイイヤルヤ
回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exit ボ
タンを押します。

タイマー
このタイマー機能は、飛行時間、競技用の特定

の時間など様々なタイマーとして使用可能です。そ
れぞれ独立した 3種類のタイマーが設定できます。
これらのタイマーはモデルごとに独立した機能

で、モデルを変更した場合には、その新たなモデル
に対応したタイマーが自動的に呼び出されます。
＊タイマーは、スイッチやスティックなどの操作でス
タートさせたりストップさせたりすることができま
す。ONと OFF の方向も自由に設定できます。アッ
プ / ダウンタイマーはそれぞれ 59 分 59 秒まで設
定できます。

＊設定時間に対してアップタイマーまたはダウンタイ
マーのどちらにでも設定できます。

＊設定時間になるとブザーで知らせます。ダウン・タ
イマーの場合は、設定時間に対して 20 秒前から短
いビープ音（1回）が鳴りはじめ、10 秒前になる
と短いビープ音（2回）に変化します。設定タイム
になると長いビープ音が鳴ります。その後もタイ
マーは計測を続け、表示にはマイナス記号が表示さ
れます。アップタイマーの場合も設定時間の 20秒、
10 秒、設定タイムで同様にビープ音が鳴ります。
タイマー・スイッチが OFF になるまでカウントは
引き続き行われます。

＊ SW設定で [シングル ][ グループ ]が選べます。[シ
ングル ] を選ぶと各コンディション毎に別個にタイ
マー設定ができます。（各コンディションにコンディ
ション SWで切替えてそれぞれタイマー設定する。）

タイマーの設定
＊下記の設定はカーソルを設定したい項目に移動してか
ら行います。

1. アップ・タイマー／ダウン・タイマーの選択
 [ モード ] の項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押してデータ入力モードに切替えます。回転し
てモードを選択し、エディットダイヤルを押します。
 [ アップ ]：アップタイマー
 [ ダウン ]：ダウンタイマー
 [ アワー ]：アワーモード

2. タイマー時間設定
 [ALARM] の [10]:[00] の設定したい項目にカーソルを移
動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モード
に切替えます。回転して時間を設定します。
 [10]:[00]：[ 分 ]:[ 秒 ]

 設定後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

3. スイッチの設定；
 設定したいスイッチの項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してスイッチ設定画面を呼び出
し、 スイッチおよびON方向を選択してください。

 （選択方法の詳細は資料の「スイッチ設定方法」を参照）
 [ リセット SW]：リセット・スイッチ
 [ スタート SW]：スタート・スイッチ
 [ ストップ SW]：ストップ・スイッチ

タイマー操作
●タイマー 1、タイマー 2のスタート／ストップは、事前
に設定されたスタート／ストップ・スイッチで操作し
ます。

●タイマーをリセットするには ､あらかじめ設定したリ
セット・スイッチを操作するか、タイマー画面上の [ リ
セット ] 表示にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押してください。

[ アワー ]：アワーモード
 長時間計測する場合に使用します。（99時間 59分まで）
エンジンのメンテナンス時期などに使用すると便利で
す。アワーモード設定中は、秒は表示されません。タ
イマー動作中に " : " が 1 秒毎に点滅します。アラーム /
ラップタイム計測は無効になります。

●リンケージ・メニューで [タイマー ] を選択し、エディッ
トダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

●回転して [タイマー 1] または [タイ
マー 2] を選択し、エディットダイヤ
ルを押して設定画面を呼び出します。

　　にカーソルを移動さ
せ回転して選択します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

トダイダイイヤルヤ
回回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ

メモリーON :
電源OFFやモデル切替を行なって
もタイマーが保持されます。
メモリーOFF :
電源OFFやモデル切替を行なうと
タイマーがリセットされます。

タイマースタートから
経過時間 1分毎にア
ラームがなります。

アラーム設定時間まで
の残り 1分毎にアラー
ムがなります。
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T1-T6 セッテイ　（トリム）

デジタル・トリムの動作ステップ量および動作
モード各コンディションのトリムが連動して移動
するか、コンディションごとに別に移動するかの設
定が可能です。

FMT-03 はトリムスイッチ (T1-T6) が装備されま
せん。マルチコプターの操縦で使用する場合トリム
は不要です。
サーボを動作させるのに使用してトリム（中立）

調整が必要な場合（中立位置をオフセットさせたい
場合など）は POS へ数値を入力します。

トリム量（中立位置のオフセット）の設定
1. 変更したいトリムの [POS] の項目にカーソルを移動し、
エディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替
えます。回転して設定します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

＊プラス・マイナスでオフセットの方向が決まります。
＊調整時、エディットダイヤルを 1秒間押すと初期値にリ
セットされます。

動作ステップ量の設定
1. 変更したいトリムの [ ステップ ] の項目にカーソルを移
動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モード
に切替えます。回転して設定します。

 調整範囲：0 ( トリム動作しない）～ 200
 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

＊ 数値を大きくすると POS の量 1ステップあたりの変化
が大きくなります。

＊調整時、エディットダイヤルを 1秒間押すと初期値にリ
セットされます。

モードの選択（フライトコンディション設定時）
1. 変更したいトリムの [C] の項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替え
ます。回転して、モード表示を変更し（点滅表示）、エ
ディットダイヤルを押します。

 [C]：コンビ・モード。トリム・データがコンビ・モー
ドに設定されている全てのフライト・コンディション
に反映される。

 [S]：セパレート・モード。フライト・コンディション
毎のトリム調整となる。

トリム単位の設定
トリムの表示単位を従来の数字と%に切替えできます。
1. [ トリムタンイ ] の [ －－ ] 項目にカーソルを移動し、
エディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替
えます。回転して設定します。

 [ －－ ]：従来の数値単位
 [   %    ]：%表示
 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

動作モード：
●C : コンビ・モード
 トリム・データがコンビネーション・モードに設定さ
れた全てのコンディションに反映されるモード。

● S : セパレート・モード
 コンディション毎のトリム調整としたい場合にこの
モードを使用します。（コンディション毎に独立した設
定が可能です。）

●リンケージ・メニューで [T1-T6 セッテイ ] を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び
出します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

※マルチコプターのコントロールボックスで使用
するチャンネルは POS : +0 のまま使用してくだ
さい。



65＜リンケージ・メニュー機能＞

＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

マルチプロップ　
別売の Futaba マルチプロップデコーダー

MPDX-1 を受信機に接続すると 1CH を 8CH に拡
張することが可能です。マルチプロップに接続し
たサーボは反応速度が遅くなるので、操舵には不
向きですが、多数のサーボを単純なスイッチ動作
させたい場合に有効です。

＊MPDX-1 の PCM-G3/PCM1024/PPMモードは 2.4GHz の場合
PCM-G3 を選んでください。

＊MPDX-1 は 2 個まで使用することができます。その場合、最大 CH
数は 32CHとなります。

＊ 拡張された CHはミキシングが使用できません。

マルチプロップ [MP1][MP2] の選択 (2 個使用
する場合）
1. [MP1] にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押し
ます。

2. 回転して、表示を [MP1] か [MP2] に切替えます。
＊点滅表示となります。
＊MP2 は MPDX-1 を２個使用する場合の２個目のこ
とです。MP1とMP2は同じCHには設定できません。

3. 再度エディットダイヤルを押して決定します。（中止す
る場合は回転するか、S1 ボタンを押します。）

接続チャンネルの選択
1. [CH] にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押し
ます。

2. 回転して、表示を受信機にマルチプロップを接続する
チャンネルを表示させます。
＊マルチプロップ機能を無効にする場合は、チャンネ
ルに [ －－ ] を設定します。

3. 有効なチャンネルを選択してダイヤルを押すと、マル
チプロップの設定内容が表示されます。

動作サーボのコントローラーの選択
1. 設定するマルチプロップチャンネルの [ コントロール ]
列を選択し、エディットダイヤルを押します。

2. ハードウェア選択画面が表示されます。サーボを動
作させるスティック / スイッチ / ボリュームを選びエ
ディットダイヤルを押します。

サーボリバース設定
1. 設定するマルチプロップチャンネルの [ リバース ] 列を
選択し、エディットダイヤルを押します。

2. 回転して、表示を [NORM]か [REV] に切替えます。
＊点滅表示となります。

3. エディットダイヤルを押して決定します。

エンドポイント設定
1. 設定するマルチプロップチャンネルの [　　　] または
[　　　] 列を選択し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切替えます。

2. 回転して、動作量を調整します。
　初期値：100％　　調整範囲：30 ～ 100％
3. 調整後にエディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

トダイヤルを押し 決定します

て 動作量を調整します

●リンケージ・メニューで [マルチプロップ ] を選択
し、エディットダイヤルを押して、下記の設定画
面を呼び出します。

MPDX-1( 別売 ) を受信機の従来 CH
に接続するとその CHが 1CHからプラ
ス 8CHに拡張されます。
だだし、反応速度が遅くなります。

また、機能が制限されます。

※使用できる機能
・動作させるスティック、スイッチ
・リバース（サーボ回転方向）
・エンドポイント（舵角調整）

回転
・カーソル移動
・データ変更

トダイイイヤルヤルヤ
回回回回回回回回
・・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

ファンクション・ネーム　
AUX1 ～ AUX8 までのファンクションネームを変

更することができます。設定画面により 10 文字と
４文字表示がありますので、それぞれ変更します。

初期値：
10 文字：ヨビ 1    4 文字 : AUX1

変更例：
10 文字：スモークスイッチ    4 文字 : スモーク

ファンクションネーム変更手順
1. 変更するファンクションを選択して、エディットダイ
ヤルを押すと、変更画面が表示されます。

2. [ リネーム ] を選択してエディットダイヤルを押すと、
文字入力画面が表示されますのでファンクションネー
ムを入力してください。（大小英字とカタカナがありま
す。）

3. 文字入力が終わりましたら [ ケッテイ ] を選んでエ
ディットダイヤルを押すとネームが変更されます。

4. [ リセット ] を選択してエディットダイヤルを長押しす
ると、初期状態のファンクションネームにリセットさ
れます。

5. ファンクションネームは設定画面により 10 文字表示さ
れる場合と 4文字表示される場合があります。４文字
を選択してエディットダイヤルを押し、４文字の略名
を入力してください。

6. 10文字と同じ手順で4文字略名を入力して入力後[ケッ
テイ ] を選んでエディットダイヤルを押します。これで
AUX1 は入力した 10 文字と 4文字が設定画面により表
示されます。

●リンケージ・メニューで [ファンクション・ネーム ] を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回回回回
・
・

・入力ボックス内の
カーソルの移動
・文字の消去
・文字の追加

・・・・
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

テレメトリー
受信機からの各種情報を表示、設定する画面で

す。各情報に応じてアラームやバイブを起動するこ
とができます。例えば機体に積まれた受信機バッテ
リーの電圧が低下したのを送信機でアラーム警告
することができます。
● FASSTest モードのみ使用可能です。FASSTest12CHモー
ドの場合受信機バッテリー電圧、Ext バッテリー電圧の
み使用できます。

● 各種情報の表示には別売のテレメトリーセンサーを機
体に搭載します。（受信機電圧はセンサー不要です。）

● リンケージメニューの [ システム ] でテレメトリーが
"ACT" になっていなければ、テレメトリー機能は使用で
きません。

● 受信機を２台デュアルモードで使用する場合、２台目
の受信機はテレメトリー機能が使用できません。

テレメトリー情報をみるには
1. ホーム画面から Home/Exit ボタンを押すと受信機電圧
と、接続されたテレメトリーセンサーの現在の測定値
が表示されます。( あるいは、リンケージメニューから
テレメトリーを呼び出す。）
＊リンケージメニューの " システム " 画面で
FASSTest18CH モードが選ばれてテレメトリーが
"ACT" の場合（初期設定状態）。

2. 各項目を選択しエディットダイヤルを押すと、送信機
がONされてからの最小値 /最大値とアラーム設定がで
きます。

表示されるセンサー
初期状態で表示されているセンサーは受信機にセン
サーを接続するだけで送信機に表示されます。それ以
外のセンサーを表示する場合や、同じ種類のセンサー
を複数使用する場合はリンケージメニューの "センサー
" で登録するか、" ムコウ " のスロットにセンサーを割
り当てるとテレメトリーの画面で表示されます。手順
は次のセンサーの説明を参照ください。

●または、リンケージメニューで [テレメトリー ] を選択し、エ
ディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

●ホーム画面から [ Home/Exit ] ボタンを押して、下記の設定
画面を呼び出します。

、エ
ます。

飛行中に送信機設定画面を凝視したり、
設定操作をしてはいけない。

■飛行中の機体を見失うと大変危険です。
■飛行中の情報を確認したい場合は、飛行前にテレメト
リー画面を呼び出しておき、操縦者以外の助手に画面
をチェックしてもらってください。

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回回
・・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ

● S1を押すと 2ページ目を表示します。

●受信機→送信機の受信状況
の表示です。

●センサー未接続の表示です。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

テレメトリー：ジュシンキ：[バッテリー ]
受信機の電源バッテリーの表示 / 設定です。

FASSTest18CH と FASSTest12CH モードで使用でき
ます。別売センサーの取付は不要で、送信機も初期
状態で電圧表示されます。電圧低下時のアラーム設
定はこのページの手順を参照ください。

また、電圧を音声で知らせる機能も選べます。
スイッチを指定して音声を ON/OFF することがで
きます。

● [ジュシンキ ] 画面の [バッテリー ] にカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押し
ます。

受信機用バッテリーのアラーム設定
1. [ バッテリー ] 画面の " ↓ケイコク " を " ブザー " か " オ
ンセイ"にします。（ムコウにカーソルを置いてエディッ
トダイヤルを押す。）

 " ブザー " : ケイコクをブザーで知らせます。
"オンセイ " : ケイコクを音声で知らせます。
2." リミット " の電圧表示を選択しエディットダイヤルを
押すと、アラームがなる電圧が設定できます。使用す
るバッテリーに合わせて、飛行限界の電圧より高めに
セットしてください。

3." バイブレーター " のタイプかOFF を選択しエディット
ダイヤルを押すと、振動タイプが選択できます。アラー
ムと同時に振動で知らせることができます。

電圧を音声で知らせる設定
1. [ バッテリー ] 画面の " オンセイ " の OFF にカーソルを
置きエディットダイヤルを押します。

2." ハードウェアセンタク " 画面がでますので、音声を起
動するスイッチなどを選択します。（そのスイッチ等に
割れあてられた各機能と兼用できます。）

3. ハードウェアセンタクで " ーー " を選択して OFF を選
ぶと音声機能が OFF になります。ONを選択すると常
に音声が鳴り続けます。

タイプ 1

タイプ 2

タイプ 3

" バイブレーター "のタイプ

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ

●現在の受信機用バッテリーの電圧表示です。

●数値変更後、数値入力モード
でエディットダイヤルを長押
しすると初期値へ戻ります。

●送信機がONしてからの受信機用バッテリー
の最大値 /最小値の表示です。

●↓下向き矢印は設
定値を下回った時
アラームが作動す
ることを示します。 ●電圧設定範囲：0～ 100V



69＜リンケージ・メニュー機能＞

＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回回回回
・
・

テレメトリー：ジュシンキ：[ガイブバッテリー ]

電 源 バ ッ テ リ ー の 表 示 / 設 定 で す。
FASSTest18CH と FASSTest12CH モードで使用でき
ます。ガイブバッテリーは、受信機用バッテリーと
は別の、機体に積まれたバッテリー（動力用バッテ
リー、サーボ用別電源バッテリー、ポンプ用バッテ
リーなど）の電圧を 1つ、送信機に表示できます。

受信機の Extra Voltage コネクターに EXT-VOL ケー
ブルでバッテリーを接続します。
また、電圧を音声で知らせる機能も選べます。

スイッチを指定して音声を ON/OFF することがで
きます。

● [ジュシンキ ] 画面の [ガイブバッテリー ]
にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押します。

ガイブバッテリーのアラーム設定
1. [ ガイブバッテリー ] 画面の " ↓ケイコク " を " ブザー "
か " オンセイ " にします。（ムコウにカーソルを置いて
エディットダイヤルを押す。）

 " ブザー " : ケイコクをブザーで知らせます。
"オンセイ " : ケイコクを音声で知らせます。
2." リミット " の電圧表示を選択しエディットダイヤルを
押すと、アラームがなる電圧が設定できます。使用す
るバッテリーに合わせて、使用限界の電圧より高めに
セットしてください。

3." バイブレーター " のタイプかOFF を選択しエディット
ダイヤルを押すと、振動タイプが選択できます。アラー
ムと同時に振動で知らせることができます。

電圧を音声で知らせる設定
1. [ ガイブバッテリー ] 画面の " オンセイ " の OFF にカー
ソルを置きエディットダイヤルを押します。

2." ハードウェアセンタク " 画面がでますので、音声を起
動するスイッチなどを選択します。（そのスイッチ等に
割れあてられた各機能と兼用できます。）

3. ハードウェアセンタクで " ーー " を選択して OFF を選
ぶと音声機能が OFF になります。ONを選択すると常
に音声が鳴り続けます。

＜＜

機体にケーブルの取付が必要です。

タイプ 1

タイプ 2

タイプ 3

" バイブレーター "のタイプ

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ

●現在の受信機用バッテリー
の電圧表示です。

●数値変更後、数値入力モード
でエディットダイヤルを長押
しすると初期値へ戻ります。

●送信機がONしてからの受信機用バッテリー
の最大値 /最小値の表示です。

●↓下向き矢印は設
定値を下回った時
アラームが作動す
ることを示します。 ●電圧設定範囲：0～ 100V
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

● [オンドケイ ] 画面の [オンドケイ ] にカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押し
ます。

電圧を音声で知らせる設定
1. [ オンドケイ ] 画面の " オンセイ " の OFF にカーソルを
置きエディットダイヤルを押します。

2." ハードウェアセンタク " 画面がでますので、音声を起
動するスイッチなどを選択します。（そのスイッチ等に
割れあてられた各機能と兼用できます。）

3. ハードウェアセンタクで " ーー " を選択して OFF を選
ぶと音声機能が OFF になります。ONを選択すると常
に音声が鳴り続けます。

" バイブレーター "のタイプ
タイプ 1

タイプ 2

タイプ 3

テレメトリー：オンドケイ
オンドケイは別売の SBS-01T/TE（テレメトリー

温度センサー）からの温度情報を表示 /設定する画
面です。
飛行中の機体のエンジンやモーター、アンプな

どの温度を送信機で見ることができます。設定温度
より高く（低く）なるとアラームや振動で知らせる
ことができます。

● 別売の温度センサーが必要です。搭載 / 接続方法はセ
ンサーの説明書に従ってください。

● [テレメトリー ] 画面の [オンドケイ ] にカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押し
ます。

低温警告設定と同じか高い温度し
か設定できません。

高温警告設定と同じか低い温度し
か設定できません。

温度が高くなってしまった場合のアラーム設定
1. [ オンドケイ ] 画面の " ↑ケイコク " を " ブザー " か " オ
ンセイ"にします。（ムコウにカーソルを置いてエディッ
トダイヤルを押す。）

2." ↑リミット " 横の温度表示を選択しエディットダイヤ
ルを押すと、アラームがなる温度が設定できます。こ
れより熱くなるとアラームが鳴ります。

3." ↑バイブレーター " 横のタイプか OFF を選択しエ
ディットダイヤルを押すと、振動タイプが選択できま
す。アラームと同時に振動で知らせることができます。

温度が低くなってしまった場合のアラーム設定
1. [ オンドケイ ] 画面の " ↓ケイコク " を " ブザー " か " オ
ンセイ"にします。（ムコウにカーソルを置いてエディッ
トダイヤルを押す。）

2." ↓リミット " 横の温度表示を選択しエディットダイヤ
ルを押すと、アラームがなる温度が設定できます。こ
れより冷たくなるとアラームが鳴ります。

3." ↓バイブレーター " 横のタイプか OFF を選択しエ
ディットダイヤルを押すと、振動タイプが選択できま
す。アラームと同時に振動で知らせることができます。

機体に温度センサーの取付が必要です。

ー
し

" バイブブブブ

電電電電

合のアラーム設定
ク "を " ブザー " か " オ
ソルを置いてエディッ

択しエディットダイヤ
度が設定できます。こ
ます。
プか OFF を選択しエ
動タイプが選択できま
らせることができます。

回転
・カーソル移動
・データ変更

ダイイイヤルヤ
回回回回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ

●現在のセンサー温度の表示です。

●高温警告設定範囲：0～ 200℃

●低温警告設定範囲：0～ 200℃

●送信機がONしてからのセンサー温度の
最大値 /最小値の表示です。

●↑上向き矢印は設
定値を上回った時
アラームが作動す
ることを示します。

●↓下向き矢印は設
定値を下回った時
アラームが作動す
ることを示します。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

テレメトリー：カイテンスウ（回転数）
RPM は 別 売 の SBS-01RM ／ SBS-01RO ／ SBS-

01RB（テレメトリー回転センサー）からの回転数
情報を表示 /設定する画面です。
飛行中の機体のエンジンやモーターなどの回転

数を送信機で見ることができます。設定回転数より
高く（低く）なるとアラームや振動で知らせること
ができます。

● 別売の回転センサーが必要です。搭載 / 接続方法はセ
ンサーの説明書に従ってください。

低回転警告設定より高い回転数し
か設定できません。

高回転警告設定より低い回転数し
か設定できません。

回転が上がった場合のアラーム設定
1. [ カイテンスウ ] 画面の " ↓ケイコク " を " ブザー " か
" オンセイ " にします。（ムコウにカーソルを置いてエ
ディットダイヤルを押す。）

 " ブザー " : ケイコクをブザーで知らせます。
"オンセイ " : ケイコクを音声で知らせます。
2." ↑リミット " の rpm表示を選択しエディットダイヤル
を押すと、アラームがなる回転数が設定できます。こ
れより回転が上がるとアラームが鳴ります。

3." ↑バイブレーター " をタイプ 1~3 かムコウを選択しエ
ディットダイヤルを押すと、振動タイプが選択できま
す。アラームと同時に振動で知らせることができます。

回転が下がった場合のアラーム設定
1. [ カイテンスウ ] 画面の " ↓ケイコク " を " ブザー " か
" オンセイ " にします。（ムコウにカーソルを置いてエ
ディットダイヤルを押す。）

2." ↓リミット " の rpm表示を選択しエディットダイヤル
を押すと、アラームがなる回転数が設定できます。こ
れより回転が下がるとアラームが鳴ります。

3." ↓バイブレーター " をタイプ 1~3 かムコウを選択しエ
ディットダイヤルを押すと、振動タイプが選択できま
す。アラームと同時に振動で知らせることができます。

マグネット式か光学式かの選択
使用するセンサーにより選択します。
SBS-01RM /RB: マグネット　SBS-01RO : コウガクシキ

1.[マグネット][コウガクシキ]を選択し回転してセンサー
に合わせて選び、エディットダイヤルを押してくださ
い。

2. マグネット (SBS-01RM) でマグネットをエンジンに取付
けた場合機体のエンジンからローター（プロペラ）ま
でのギヤ比を入力すると、ローター（プロペラ）の回
転数が表示されます。コウガクシキ (SBS-01RO) はプロ
ペラ（ローター）の羽数を入力してください。一般的
な２枚ペラの場合は 2のままです。

電圧を音声で知らせる設定
1. [ カイテンスウ ] 設定画面の " オンセイ " の OFF にカー
ソルを置きエディットダイヤルを押します。

2." ハードウェアセンタク " 画面がでますので、音声を起
動するスイッチなどを選択します。（そのスイッチ等に
割れあてられた各機能と兼用できます。）

3. ハードウェアセンタクで " ーー " を選択して OFF を選
ぶと音声機能が OFF になります。ONを選択すると常
に音声が鳴り続けます。

機体に回転センサーの取付が必要です。

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ

● [テレメトリー ] 画面の [カイテンケイ ] にカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押します。 ●現在の回転数の表示です。

●設定範囲：0～ 150,000rpm

●設定範囲：0～ 150,000rpm

●光学式 : 羽数設定範囲：2（２枚ペ
ラ）～ 10

●磁気式 : ギヤ比設定範囲：1.00 ～
99.00

●送信機がONしてからの最大
/最小回転数の表示です。

●↑上向き矢印は設
定値を上回った時
アラームが作動す
ることを示します。

●↓下向き矢印は設
定値を下回った時
アラームが作動す
ることを示します。

●コウガクシキを選ぶとギ
ヤ比がブレード（プロペ
ラ羽数）になります。

●音声をON/OFF するスイッチ等を選択
するとON時に回転数を音声でお知ら
せします。

● [カイテンケイ ] 画面の [カイテンスウ ] にカーソル
を移動し、エディットダイヤルを押します。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

●音声をON/OFF するスイッチ等を選択
するとON時に高度を音声でお知らせ
します。

●[コウドケイ ]画面の [コウド]にカーソルを移動し、
エディットダイヤルを押します。

テレメトリー：コウドケイ：[コウド ]
コウドは別売の SBS-01A（高度センサー）か

SBS-01G（GPS センサー）からの高度情報を表示 /
設定する画面です。
飛行中の機体の高度を送信機で見ることができ

ます。設定高度より高く（低く）なるとアラームや
振動で知らせることができます。
高度は気圧から換算します。表示されるのは地

図上の絶対高度ではなく、飛行前の高度を 0mとし

て、そこからの差が表示されます。
送受信機がONされた場所が 0mとされ、基準点

を送信機でプリセットすることもできます。
● 別売の高度（気圧）センサーかGPS センサーが必要です。
が必要です。搭載 /接続方法はセンサーの説明書に従っ
てください。

● 高度は気圧から計算しますので、天候の急変で気圧が
変動すると正確な表示がされません。

● [テレメトリー ]画面の [コウドケイ ]にカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押し
ます。

●↑上向き矢印は設
定値を上回った時
アラームが作動す
ることを示します。

高度が高くなってしまった場合のアラーム設定
1. [ コウド ] 画面の " ↑ケイコク "を " ブザー " か " オンセ
イ " にします。（ムコウにカーソルを置いてエディット
ダイヤルを押す。）

2." ↑リミット " 横の高度表示を選択しエディットダイヤ
ルを押すと、アラームがなる高度が設定できます。こ
れより高くなるとアラームが鳴ります。

3." ↑バイブレーター " のタイプ 1~3 か OFF を選択しエ
ディットダイヤルを押すと、振動タイプが選択できま
す。アラームと同時に振動で知らせることができます。

高度が低くなってしまった場合のアラーム設定
1. [ コウド ] 画面の " ↓ケイコク "を " ブザー " か " オンセ
イ " にします。（ムコウにカーソルを置いてエディット
ダイヤルを押す。）

2." ↓リミット " 横の高度表示を選択しエディットダイヤ
ルを押すと、アラームがなる高度が設定できます。こ
れより高くなるとアラームが鳴ります。

3." ↓バイブレーター " のタイプ 1~3 か OFF を選択しエ
ディットダイヤルを押すと、振動タイプが選択できま
す。アラームと同時に振動で知らせることができます。

基準点のプリセット
1. 送受信機の電源を入れて、機体を 0mとしたい場所に
置きます。

2. " キジュンコウド " の " プリセット " にカーソルを置き
ます。

3. エディットダイヤルを長押しするとプリセットされます。

メロディ
上昇中と降下中で異なる音が鳴らせます。例えばグラ
イダーで使用すると、上昇気流や下降気流がメロディ
で判断できます。

1." メロディ "の [ プリセット ] を選択し回転してムコウか
モード 1～ 4 を選び、エディットダイヤルを押してく
ださい。

モード1 : 少しの高度変動で敏感にメロディが変化します。

モード4 : 大きな高度変動で鈍感にメロディが変化します。

●↓下向き矢印は設
定値を下回った時
アラームが作動す
ることを示します。

機体に高度（気圧）センサーかGPS センサー
の取付が必要です。

低高度警告設定と同じか高い高度
しか設定できません。

高高度警告設定と同じか低い高度
しか設定できません。

時時時時時時時時
すすすすす
す。

設設設設設
時時時時時時時時

等を等を等を等を等を等

基基基基

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ

●現在の高度表示です。

●低高度警告設定範囲：-500 ～ 5,000m

●送信機がONしてからの高度の最大値 /最小値の表示です。

●高高度警告設定範囲：-500 ～ 5,000m
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

テレメトリー：コウドケイ：[バリオメーター ]

●別売の高度（気圧）センサーかGPS センサーが必要です。
搭載 /接続方法はセンサーの説明書に従ってください。

バリオメーター（昇降計）は別売の SBS-01A（高
度センサー）か SBS-01G（GPS センサー）からの
高度情報を表示 /設定する画面です。
飛行中の機体がどれだけ上昇（降下）している

かが表示できます。遠距離にある機体の昇降状況が
判別しやすくなります。上昇中と降下中で違った音

● [ コウドケイ ] 画面の [ バリオメーター ] にカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押します。

上昇したときのアラーム設定
1. [ バリオメーター ] 画面の " ↑ケイコク "を " ブザー " か
" オンセイ " にします。（ムコウにカーソルを置いてエ
ディットダイヤルを押す。）

 " ブザー " : ケイコクをブザーで知らせます。
"オンセイ " : ケイコクを音声で知らせます。
2." ↑リミット " のm/s 表示を選択しエディットダイヤル
を押すと、アラームがなる数値が設定できます。これ
より回転が上がるとアラームが鳴ります。

3." ↑バイブレーター " をタイプ 1~3 かムコウを選択しエ
ディットダイヤルを押すと、振動タイプが選択できま
す。アラームと同時に振動で知らせることができます。

降下したときのアラーム設定
1. [ バリオメーター ] 画面の " ↓ケイコク "を " ブザー " か
" オンセイ " にします。（ムコウにカーソルを置いてエ
ディットダイヤルを押す。）

 " ブザー " : ケイコクをブザーで知らせます。
"オンセイ " : ケイコクを音声で知らせます。
2." ↓リミット " のm/s 表示を選択しエディットダイヤル
を押すと、アラームがなる数値が設定できます。これ
より回転が上がるとアラームが鳴ります。

3." ↓バイブレーター " をタイプ 1~3 かムコウを選択しエ
ディットダイヤルを押すと、振動タイプが選択できま
す。アラームと同時に振動で知らせることができます。

機体に高度（気圧）センサーか
GPS センサーの取付が必要です。

降下警告設定より高い数値しか設
定できません。

上昇警告設定より低い数値しか設
定できません。

ー
す。

タイプ 1

タイプ 2

タイプ 3

" バイブレーター "のタイプ

声をだすメロディ機能があります。表示のm/s は
毎秒何メートル上昇降下しているかの表示です。

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ

●現在のバリオメーターの表示です。

●上昇警告設定範囲：-50 ～ 50m/s

●降下警告設定範囲：-50 ～ 50m/s

●送信機がONしてからのバリオメーター
の最大値 /最小値の表示です。

●↑上向き矢印は設
定値を上回った時
アラームが作動す
ることを示します。

●↓下向き矢印は設
定値を下回った時
アラームが作動す
ることを示します。

●キジュンコウドとメロディは前ページ
のコウドと共通で、連動しています。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

機体に電圧センサーの取付が必要
です。テレメトリー：デンアツケイ：[バッテリー ]

デンアツケイは、SBS-01V からの、受信機用や
別電源サーボ用の電圧を表示します。SBS-01V は２
つのバッテリーを計測します。１つは２線に接続さ
れた動力用バッテリーなどの電圧で、ガイブバッテ
リーで表示され、もう 1つは 3P コネクターに接続
されている受信機用バッテリーの電圧で、このバッ
テリーで表示されます。

この電圧は、センサーを直接受信機に接続する
とその受信機の電源電圧が表示されます。Rx バッ
テリーでも同じ電圧が表示されるので、重複した表
示となります。下図配線例の②のようにサーボを別
電源で駆動する場合、別電源用ハブを使用すると、
サーボ用別電源の電圧を表示することが可能です。

● [ジュシンキ ] 画面の [バッテリー ] にカーソルを
移動し、エディットダイヤルを押します。

●現在のバッテリーの電圧表示です。

●送信機がONしてからのバッテリーの最大値
/最小値の表示です。

●↓下向き矢印は設
定値を下回った時
アラームが作動す
ることを示します。

バッテリーのアラーム設定
1. [ バッテリー ] 画面の " ↓ケイコク " を " ブザー " か " オ
ンセイ"にします。（ムコウにカーソルを置いてエディッ
トダイヤルを押す。）

 " ブザー " : ケイコクをブザーで知らせます。
"オンセイ " : ケイコクを音声で知らせます。
2." リミット " の電圧表示を選択しエディットダイヤルを
押すと、アラームがなる電圧が設定できます。使用す
るバッテリーに合わせて、使用限界の電圧より高めに
セットしてください。

3." バイブレーター " のタイプかOFF を選択しエディット
ダイヤルを押すと、振動タイプが選択できます。アラー
ムと同時に振動で知らせることができます。

はは設設設設設設

●電圧設定範囲：0～ 100V

●●●●●●

タイプ 1

タイプ 2

タイプ 3

" バイブレーター "のタイプ

小値小値小値小値小値小値小値の表

動力用バッテリー
（EXTバッテリー)

受信機用バッテリー

S.BUS2
サーボ

① SBS-01Vを使用して動力用バッテリーを計測する

② SBS-01Vを使用して動力用バッテリーとサーボ用別電源バッテリーを計測する

●FMR-01で受信機用バッテリーを計測
●SBS-01VのEXTラインで動力用バッテリーを計測

●FMR-01で受信機用バッテリーを計測
●SBS-01Vの電源ラインでサーボ用別電源バッテリーを計測
●SBS-01VのEXTラインで動力用バッテリーを計測

動力用バッテリー
（EXTバッテリー)

サーボ用別電源
バッテリー

SBS-01Vは、3Pコネクターにかかっている電圧（サーボ用別電源バッテリー
等）と２線に接続された100VまでのEXT電圧（動力用バッテリーなど）の2
つを計測できます。

＜ SBS-01V を使用した配線例＞

※配線の詳細は SBS-01V の取扱説明書をご参照ください。

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回回
・・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ

●数値変更後、数値入力モード
でエディットダイヤルを長押
しすると初期値へ戻ります。

●音声をON/OFF するスイッチ等を選択
するとON時に電圧を音声でお知らせ
します。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

テレメトリー：デンアツケイ：[ガイブバッテリー ]
電 源 バ ッ テ リ ー の 表 示 / 設 定 で す。

FASSTest18CH と FASSTest12CH モードで使用でき
ます。デンアツケイ：ガイブバッテリーは、受信機
用バッテリーとは別の、機体に積まれたバッテリー
（動力用バッテリー、サーボ用別電源バッテリー、
ポンプ用バッテリーなど）の電圧を受信機の EXT
電圧とべつにもう 1つ、送信機に表示できます。別
売の SBS-01V の２線コードにバッテリーを分岐接

続します。例えば機体に動力用バッテリーが２個あ
る場合、１つをジュシンキ：ガイブバッテリーで表
示してもう 1つをデンアツケイ：ガイブバッテリー
で表示することができます。
また、電圧を音声で知らせる機能も選べます。

スイッチを指定して音声を ON/OFF することがで
きます。

機体に SBS-01V の取
付が必要です。

タイプ 1

タイプ 2

タイプ 3

" バイブレーター "のタイプ

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ

● [ジュシンキ ] 画面の [ガイブバッテリー ]
にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押します。

●現在のバッテリーの電圧表示です。

●数値変更後、数値入力モード
でエディットダイヤルを長押
しすると初期値へ戻ります。

●送信機がONしてからのバッテリー
の最大値 /最小値の表示です。

●↓下向き矢印は設
定値を下回った時
アラームが作動す
ることを示します。 ●電圧設定範囲：0～ 100V

ガイブバッテリーのアラーム設定
1. [ ガイブバッテリー ] 画面の " ↓ケイコク " を " ブザー "
か " オンセイ " にします。（ムコウにカーソルを置いて
エディットダイヤルを押す。）

 " ブザー " : ケイコクをブザーで知らせます。
"オンセイ " : ケイコクを音声で知らせます。
2." リミット " の電圧表示を選択しエディットダイヤルを
押すと、アラームがなる電圧が設定できます。使用す
るバッテリーに合わせて、使用限界の電圧より高めに
セットしてください。

3." バイブレーター " のタイプかOFF を選択しエディット
ダイヤルを押すと、振動タイプが選択できます。アラー
ムと同時に振動で知らせることができます。

電圧を音声で知らせる設定
1. [ ガイブバッテリー ] 画面の " オンセイ " の OFF にカー
ソルを置きエディットダイヤルを押します。

2." ハードウェアセンタク " 画面がでますので、音声を起
動するスイッチなどを選択します。（そのスイッチ等に
割れあてられた各機能と兼用できます。）

3. ハードウェアセンタクで " ーー " を選択して OFF を選
ぶと音声機能が OFF になります。ONを選択すると常
に音声が鳴り続けます。
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを
移動し、エディット
ダイヤルを押します。
ま た は、Home/Exit
ボタンを押します。

● [GPS] 画面の [キョリ ] にカーソルを移動し、
エディットダイヤルを押します。

テレメトリー：GPS : [ キョリ（距離）]
キョリは別売の SBS-01G（GPS センサー）から

の距離情報を表示 /設定する画面です。
飛行中の機体との距離を送信機で見ることがで

きます。設定距離より遠く（近く）なるとアラーム
や振動で知らせることができます。
送受信機がONされた場所が 0mとされ、基準点

を送信機でプリセットすることもできます。
● 別売の GPS センサーが必要です。搭載 / 接続方法はセ
ンサーの説明書に従ってください。

● [テレメトリー ] 画面の [GPS]
にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押します。

●送信機がONしてからの距
離の最小 /最大値の表示
です。

●GPS 衛星からの受信精度
表示です。３本表示され
てからプリセットします。

●高度も換算した直線距離と地図上の地表距離を
選べます。

●↑上向き矢印は設
定値を上回った時
アラームが作動す
ることを示します。

機体が遠くへ行った場合のアラーム設定
1. [ キョリ ] 画面の " ↑ケイコク "を " ブザー " か " オンセイ "にし
ます。（ムコウにカーソルを置いてエディットダイヤルを押す。）

2." ↑リミット " の距離表示を選択しエディットダイヤルを押す
と、アラームがなる距離が設定できます。これより遠くなると
アラームが鳴ります。

3." バイブレーター "のタイプかOFF を選択しエディットダイヤル
を押すと、振動タイプが選択できます。アラームと同時に振動
で知らせることができます。

機体が接近した場合のアラーム設定
1. [ キョリ ] 画面の " ↓ケイコク "を " ブザー " か " オンセイ "にし
ます。（ムコウにカーソルを置いてエディットダイヤルを押す。）

2." ↓リミット " の距離表示を選択しエディットダイヤルを押す
と、アラームがなる距離が設定できます。これより近くなると
アラームが鳴ります。

3." バイブレーター "のタイプかOFF を選択しエディットダイヤル
を押すと、振動タイプが選択できます。アラームと同時に振動
で知らせることができます。

基準点のプリセット
1. 送受信機の電源を入れて、機体を 0mとしたい場所に置きます。
GPS センサーの LED が緑点灯になるか GPS 受信精度の表示が

３本でるまで待ちます。初回の電源投入時はしばらく時間がか
かります。機体を動かさずにお待ちください。（機体を動かす
とGPS を測位するのに更に時間がかかります。）

2. [ キョリ ] 画面の " キジュン " の " プリセット " にカーソルを置
きます。

3. エディットダイヤルを長押しするとプリセットされます。

直線距離と地表距離
上の図のように直線距離と地表距離の 2つの表示方法が選べま
す。

1. [ キョリケイサンモード ] の [ チョクセン ][ チヒョウ ] を回転し
てどちらかを選び、エディットダイヤルを押してください。

●↓下向き矢印は設
定値を下回った時
アラームが作動す
ることを示します。

機体にGPS センサーの取付が必要です。

* 機体が遠くに行ってしまっ
た時の警告

接近警告設定より遠い距離しか設
定できません。

遠距離警告設定より近い距離しか
設定できません。

電源投入後にGPS を測位するまでにしばらく時
間がかかります。機体を動かさずに、GPSセンサー
の LEDが緑点灯になるか、送信機のGPS 受信精度
表示が３本でるまでお待ちください。

時時時時時
すすすす
す。

設
時時時
すすすすす

遠
設

チヒョウ

高度チョ
クセ
ン

●高度も換算した直線距離と地
図上の地表距離を選
べます。

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ

●距離警告設定範囲：0～ 5,000m

●距離警告設定範囲：0～ 5,000m
* 機体が接近した時の警告

●音声をON/OFF するスイッチ等を選択する
とON時に距離を音声でお知らせします。

●現在の距離表示です。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

タイプ 1

タイプ 2

タイプ 3

" バイブレーター "のタイプ

テレメトリー：GPS : [ ソクド（速度）]
ソクドは別売の SBS-01G（GPS センサー）から

の速度情報を表示 /設定する画面です。
飛行中の機体の速度を表示することができます。
フライト後に飛行中の最高速度を見ることもで

きます。この速度は GPS 衛星からの位置データを
もとにしますので、対気速度ではなく対地速度の表
示です。よって向い風では速度が低下し追い風では
速く表示されます。

●別売の GPS センサーが必要です。搭載 / 接続方法はセ
ンサーの説明書に従ってください。

速度が上がった時のアラーム設定
1. [ ソクド ] 画面の " ↑ケイコク "を " ブザー " か " オンセ
イ " にします。（ムコウにカーソルを置いてエディット
ダイヤルを押す。）

2." ↑リミット " の速度表示を選択しエディットダイヤル
を押すと、アラームがなる速度が設定できます。これ
より速度が速くなるとアラームが鳴ります。

3." バイブレーター " のタイプかOFF を選択しエディット
ダイヤルを押すと、振動タイプが選択できます。アラー
ムと同時に振動で知らせることができます。

速度が下がった時のアラーム設定
1. [ ソクド ] 画面の " ↓ケイコク "を " ブザー " か " オンセ
イ " にします。（ムコウにカーソルを置いてエディット
ダイヤルを押す。）

2." ↓リミット " の速度表示を選択しエディットダイヤル
を押すと、アラームがなる速度が設定できます。これ
より速度が速くなるとアラームが鳴ります。

3." バイブレーター " のタイプかOFF を選択しエディット
ダイヤルを押すと、振動タイプが選択できます。アラー
ムと同時に振動で知らせることができます。

機体にGPS センサーの取付が必要です。

* 速度が上がった時の警告

※速度警報についての注意
GPS 速度センサーは対地速度の表示ですので、失速警
報としては使用できません。例えば 50km/h で失速する
飛行機が対地速度で 55km/h を表示していても追い風が
5km/h( 約 1.4m/s) 以上なら失速してしまいます。
また速度オーバーの警報で、400km/h で空中分解する
機体で 380km/h で警報設定しても向い風が 30km/h( 約
8.3m/s) だった場合、対地速度 370km/h でも速度超過で
空中分解してしまいます。

低速警告設定より速い速度しか設
定できません。

高速警告設定より遅い速度しか設
定できません。

＜＜
回転
・カーソル移動
・データ変更

トダイイイヤルヤルヤ
回回回回回
・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ

● [GPS] 画面の [ソクド ] にカーソル
を移動し、エディットダイヤルを押
します。

●現在の速度の表示です。

●速度警告設定範囲：0～ 500km/h

●速度警告設定範囲：0～ 500km/h

●送信機がONしてからの最低 /
最高速度の表示です。

●↑上向き矢印は設
定値を上回った時
アラームが作動す
ることを示します。

●↓下向き矢印は設
定値を下回った時
アラームが作動す
ることを示します。

*速度が下がった時の警告

● [GPS] 画面の [ソクド ] にカーソルを移動し、
エディットダイヤルを押します。

●キジュンとキョリケイサンモードは前ページ
のキョリと共通で、連動しています。
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テレメトリー：GPS : [ コウド ] [ バリオメーター ] [ イチ ]

GPS センサー SBS-01G には、気圧センサーも装
備されています。GPSのコウド（高度）とバリオメー
ター（昇降計）はこの気圧センサーからの情報とな
ります。また、現在の緯度経度も表示できます。
●別売の GPS センサーが必要です。搭載 / 接続方法はセ
ンサーの説明書に従ってください。

機体にGPS センサーの取付が必要です。

● S1を押すと 2ページ目を表示します。

● S1を押すと 3ページ目を表示します。

●コウド（高度）とバリオ
メーター（昇降計）の表
示 /設定は前項コウドケ
イと共通です。そちらを
ご参照ください。

●コウドにカーソルを移動し
てダイヤルを押すとコウド
の設定画面が開きます。

●バリオメーターにカーソル
を移動してダイヤルを押す
とバリオメーターの設定画
面が開きます。

●現在の緯度、経度の表示
です。

● [テレメトリー ] 画面の [GPS] にカーソルを
移動し、エディットダイヤルを押します。
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● [テレメトリー ] 画面の [サーボセンサー ] にカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押します。

テレメトリー：サーボセンサー：[電流 ][ 温度 ][ 角度 ]
SBS-01S を機体に搭載、S.BUS2 サーボに接続す

ると 2つのサーボの電流・内部温度・動作角度を

● [サーボセンサー ] 画面の [デンリュウ ] に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを
押します。

●現在のサーボ 1の電流
表示です。

●現在のサーボ 1の
内部温度表示です。

●送信機がONしてからの最大値 /
最小値の表示です。

●送信機がONしてか
らのサーボ電流最大
値の表示です。

。。。

サーボ電流のアラーム設定
1. [ デンリュウ ] 画面の " ケイコク "を " ブザー " か " オンセ
イ " にします。（ムコウにカーソルを置いてエディットダ
イヤルを押す。）

 " ブザー " : ケイコクをブザーで知らせます。
"オンセイ " : ケイコクを音声で知らせます。
2." リミット " の電流表示を選択しエディットダイヤルを押
すと、アラームがなる電流が設定できます。

3." バイブレーター " のタイプかOFF を選択しエディットダ
イヤルを押すと、振動タイプが選択できます。アラーム
と同時に振動で知らせることができます。

機体に SBS-01S の
取付が必要です。

1/4 : サーボ 1の電流・温度
2/4 : サーボ 1の角度
          サーボ 2の電流
3/4 : サーボ 2の温度・角度
4/4 : サーボ 1・2の接続

各ページ

◆ 温度・角度も同じ手順でアラーム設定できます。

サーボセンサー4/4ページでSBS-01Sに接続された2つのサーボの接続状況を確認できます。
サーボ接続アラーム機能

正常な接続時

未接続時

サーボ 1かサーボ 2カーソルを置いてダイヤルを
押すと未接続アラームの設定ページへ移動します。

"ムコウ " にカーソルを置き
回転で "ブザー " にすると未
接続をブザーでお知らせしま
す。

押して "各タイプ "にすると、
警告をバイブでお知らせしま
す。

大大

●↑上向き矢印は設
定値を上回った時
アラームが作動す
ることを示します。

●↓下向き矢印は設
定値を下回った時
アラームが作動す
ることを示します。

時時時時時
すす
す。

設
時
すすすすす
すす

表示示示示ででででで

●●●●●

表示することができます。また、サーボ配線の未接
続警告アラーム機能があります。

電流を音声で知らせる設定
1. [ ガイブバッテリー ] 画面の " オンセイ " の OFF にカー
ソルを置きエディットダイヤルを押します。

2." ハードウェアセンタク " 画面がでますので、音声を起
動するスイッチなどを選択します。（そのスイッチ等に
割れあてられた各機能と兼用できます。）

3. ハードウェアセンタクで " ーー " を選択して OFF を選
ぶと音声機能が OFF になります。ONを選択すると常
に音声が鳴り続けます。

●数値変更後、数値入力モード
でエディットダイヤルを長押
しすると初期値へ戻ります。

●電流設定範囲：0～ 100A
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◆電流センサー表示画面

◆電流センサーアラーム設定

◆電流センサー画面のよびだし
① [ リンケージメニュー ]→ [ テレメトリー ]を開く

② [ デンリュウケイ ]
にカーソルを置いて
ダイヤルを押す

接続されたバッテリーの電流を表示

接続されたバッテリーの電圧を表示

接続されたバッテリーの消費容量を
表示

最大 /最小値の表示
カーソルを置いてダイヤル長
押しでリセットされます。

1/2 : 電流・電圧
2/2 : 消費容量

カーソルを置いてダイヤ
ルを押すと電流の設定
ページへ移動します。

カーソルを置いてダイヤ
ルを押すと電圧の設定
ページへ移動します。 最最最

各ページ

カーソルを置き回転
するとアラームが起
動する電流を設定で
きます。ダイヤル長
押しすると初期値へ
戻ります。

↑上向き矢印は設定値を
上回った時アラームが作
動することを示します。

↓下向き矢印は設定値を
下回った時アラームが作
動することを示します。

電流を音声でお知らせし
ます。押すとハードウェ
ア選択画面が出現しま
す。音声起動のスイッチ
などとON/OFF 方向を選
択します。

"ブザー " アラームをブザー
でお知らせ。
"オンセイ "アラームを声音
でお知らせ。

押して "各タイプ "にすると、
警告をバイブでお知らせしま
す。

◆電圧・消費容量も同じ手順でアラーム
設定できます。

テレメトリー：デンリュウケイ
電流センサー SBS-01C（別売）を機体に搭載、接

続すると動力用バッテリーなどの電流・電圧・消費
容量を表示することができます。

また、電圧を音声で知らせる機能も選べます。
スイッチを指定して音声を ON/OFF することがで
きます。

機体に SBS-01C の取
付が必要です。

タイプ 1

タイプ 2

タイプ 3

" バイブレーター "のタイプ
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

センサー
この画面は、テレメトリーセンサーをご使用の

送信機に登録することができます。初期設定の各セ
ンサーを各種１個ずつ使用する場合ここでの設定
は不要で、購入されたセンサーを受信機の S.BUS2
ポートに接続するだけで使用できます。
同じ種類のセンサーを複数使用する場合そのセ

ンサーの送信機への登録が必要となります。

●スロットとは？
サーボは CHで区分けされますが、センサーは「スロッ
ト」という単位で区分けされます。NO.1 から No.31
までのスロットがあります。
高度計、GPS などのデータ量の多いセンサーユニット
は複数のスロットを使用します。
複数のスロットを使用するセンサーでは、開始スロッ
トを設定することで自動的に必要なスロット数が割当
てられます。
同じ種類のセンサーを２台以上使用する場合は未使用
のスロットを自分で割当て、そのセンサーに割当てた
スロットNo. を記憶させる必要があります。

センサー 必要スロット数 割当可能な開始スロット 備考

温度計 (SBS-01T/TE) 1 個 1 ～ 31

標準タイプ

回転計 (SBS01RM/RO/
RB) 1 個 1 ～ 31

電圧計 (SBS-01V) 2 個 1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 8 , 9 , 1 0 , 1 1 , 1 2 , 1 3 , 1 4 , 1 6 , 1 7 , 1 8 , 1 9 ,
2 0 , 2 1 , 2 2 , 2 4 , 2 5 , 2 6 , 2 7 , 2 8 , 2 9 , 3 0

高度計 (SBS-01A/02A) 3 個 1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 8 , 9 , 1 0 , 1 1 , 1 2 , 1 3 , 1 6 , 1 7 , 1 8 , 1 9 , 2 0 , 2 1 ,
2 4 , 2 5 , 2 6 , 2 7 , 2 8 , 2 9

電流計 (SBS-01C) 3 個 1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 8 , 9 , 1 0 , 1 1 , 1 2 , 1 3 , 1 6 , 1 7 , 1 8 , 1 9 , 2 0 , 2 1 ,
2 4 , 2 5 , 2 6 , 2 7 , 2 8 , 2 9

S.BUS サーボセンサー
(SBS-01S) 6 個 1 , 2 , 8 , 9 , 1 0 , 1 6 , 1 7 , 1 8 ,

2 4 , 2 5 , 2 6

GPS (SBS-01G) 8 個 8 , 1 6 , 2 4

TEMP125-F1713 1 個 1 ～ 31

ヨーロピアン
タイプ

VARIO-F1712 2 個 1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 8 , 9 , 1 0 , 1 1 , 1 2 , 1 3 , 1 4 , 1 6 , 1 7 , 1 8 , 1 9 ,
2 0 , 2 1 , 2 2 , 2 4 , 2 5 , 2 6 , 2 7 , 2 8 , 2 9 , 3 0

VARIO-F1672 2 個 1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 8 , 9 , 1 0 , 1 1 , 1 2 , 1 3 , 1 4 , 1 6 , 1 7 , 1 8 , 1 9 ,
2 0 , 2 1 , 2 2 , 2 4 , 2 5 , 2 6 , 2 7 , 2 8 , 2 9 , 3 0

GPS-F1675 8 個 8 , 1 6 , 2 4

＜割当て可能スロットについて＞

※ヨーロッパ地域向

けの製品です。

■ 高度計や GPS等、多くのデータを表示するセンサーは、複数のスロットが必要です。

■ センサーの種類によっては、割当てることのできるスロット番号に制限があります。

●リンケージメニューで [センサー ] を選択し、エディッ
トダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

●スロットNo. ● S1を押すと 2ページ目を表示します。

● S1を押すと 3ページ目を表示します。

※下表のように高度計は連続する 3スロットが必要で、GPS センサーは連続する 8
スロット必要です。またGPSセンサー (SBS-01G) は開始スロットが 8.16.24 です。

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回回回回
・・
・
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セ
ン
サ
ー

セ
ン
サ
ー

3又ハブ 

3又ハブ 3又ハブ 

セ
ン
サ
ー

セ
ン
サ
ー

セ
ン
サ
ー

セ
ン
サ
ー

● [センサー ] から S1 を 2回押して 3ページを呼び出します。

※ T18MZ、T14SG のようにここで
バッテリーを接続する必要はあ
りません。バッテリーを接続す
ると故障する危険性があります。

※ T18MZ、T14SG のようにここで
バッテリーを接続する必要はあ
りません。バッテリーを接続す
ると故障する危険性があります。

● [センサー ] から S1 を 2回押して 3ページを呼び出します。

センサー：ヨミコミ

センサー：トウロク

このページは同じ種類のテレメトリーセンサーを複数使用する場合の設定です。

このページは同じ種類のテレメトリーセンサーを複数使用する場合の設定です。

同じ種類のセンサーを複数使用する場合、セン
サーを送信機に登録する必要があります。使用する
センサーをすべて右図のように FMT-03 に接続し次
の手順で登録します。それぞれのセンサー ID が送
信機に登録されます。

１つのセンサーを追加登録する機能です。右図
のようにセンサーを接続して次の手順で登録しま
す。センサー IDが送信機に登録されます。

使用するすべてのセンサーのヨミコミ
1. 上の図のように使用するすべてのセンサーと受信機用
バッテリーをハブでまとめて FMT-03 に接続します。

2. [ センサー ] 画面の 3ページの " サイヨミコミ " にカー
ソルを置きます。

3. エディットダイヤルを押します。
4. 「ヨロシイデスカ？」と聞かれますのでエディットダイ
ヤルを押します。

すべてのセンサーが登録され使用できます。

追加するセンサーのトウロク
1. 上の図のように使用するセンサーを送信機に接続しま
す。

2. [ センサー ] 画面の 3ページの " トウロク " にカーソル
を置きます。

3. エディットダイヤルを押します。
4. 「ヨロシイデスカ？」と聞かれますのでエディットダイ
ヤルを押します。センサーが登録され使用できます。

※登録に必要なスロットが不足しているとエラー表示が
でて登録できません。使用していないスロットをムコ
ウにして再度登録してください。

注意
 S.BUS2 サーボ、テレメトリーセンサー
の書き込み途中で接続を抜いたり、送信
機の電源をOFF してはいけない。
 ■書き込み中の S.BUS2 サーボ、センサーのデータが
破損して故障します。
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センサー：スロットヘンコウ このページは同じ種類のテレメトリーセンサーを
複数使用する場合の設定です。

１つの登録済みセンサーのスロット No. を変更
する手順です。

センサーのスロット変更
1. 上の図のように変更するセンサーを送信機に接続しま
す。

2. [ センサー ] 画面の 3ページの " スロットヘンコウ " に
カーソルを置きます。

3. エディットダイヤルを押します。センサー詳細画面が
でます。

4. " ヨミコミ " にカーソルを置きエディットダイヤルを押
します。

5. 現状の開始スロットが表示されます。開始スロットの
ナンバーにカーソルを置いて変更したいナンバーにし
ます。（前ページの表のように割当てできないスロット
には設定できません。）

6. " カキコミ " にカーソルを置きエディットダイヤルを押
します。

7. 「ヨロシイデスカ？」と聞かれますのでエディットダイ
ヤルを押します。

セ
ン
サ
ー

※ T18MZ、T14SG のようにここで
バッテリーを接続する必要はあ
りません。バッテリーを接続す
ると故障する危険性があります。

● [センサー ] から S1 を 2回押して 3ページを呼び出します。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

テレメトリー セッテイ　
テレメトリーの音声再生の間隔と、テレメトリー

データ（接続されたセンサーすべてのデータ）を
SDカードに記録するスタート / ストップスイッチ
の設定、またそのデータを出力する間隔の設定で
す。

テレメトリーデータ音声間隔変更手順
1. " オンセイ サイセイカンカク "の数値にカーソルを移動
します。

2. エディットダイヤルを押すと、白抜きの入力画面にな
りますので回転して希望の数値（秒数）を入力してく
ださい。（0～ 30）

3. 数値入力が終わりましたらエディットダイヤルを押す
と音声間隔が変更されます。

ログ スタート /ストップ スイッチ変更手順
ログとはフライト中のテレメトリーデータを SDカード
に記録してフライト後にパソコンでデータ変移をみる
機能です。ここで設定するスタート / ストップスイッ
チでデータ記録の開始 /停止を行います。

1. " ログ スタート / ストップ スイッチ " の OFF に回転し
てカーソルを移動します。

2. エディットダイヤルを押すと、" ハードウエアセンタ
ク " 画面になりますので回転して希望のスイッチ / ス
ティックなどを選びエディットダイヤルを押します。

3. "ON/OFF" にカーソルが移動します。エディットダイヤ
ルを押してください。

4. ON/OFF ポジションを設定します。

ログ 出力間隔変更手順
テレメトリーデータが記録される間隔の設定です。0で
すとシステムタイプで設定したテレメトリーの更新時
間ごとに記録されます。（非常に細かくデータ記録量が
多くなる）例えば 10 にするとテレメトリー更新時間の
10 回に１回の記録となります。

1. " ログ シュツリョクカンカク "の数値にカーソルを移動
します。

2. エディットダイヤルを押すと、白抜きの入力画面にな
りますので回転して希望の数値（間隔）を入力してく
ださい。（0～ 100）

3. 数値入力が終わりましたらエディットダイヤルを押す
と出力間隔が変更されます。

＜＜
回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回
・・
・

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ

●リンケージ・メニューで [テレメトリー セッテイ ] を
選択し、エディットダイヤルを押して、下記の設定画
面を呼び出します。

●テレメトリーデータを音声
で読み上げる間隔（秒）です。
読み上げ開始から次の読み
上げ開始までの秒数です。

●ログ（テレメトリーデータ
の記録）を開始 /停止する
スイッチの設定です。

●ログ（テレメトリーデータの記録）を
出力する間隔の設定です。0（細かく
記録）～ 100（おおまかに記録）

●ジュシンキ：受信機からのテレメトリー
データを記録

　トレーナー：トレーナーコネクターから
のデータを記録（特殊用途のため通常は
使用しません。）
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

●リンケージメニューで [ケイコク ] を選択し、エディットダイヤル
を押して、下記の設定画面を呼び出します。

ケイコク
電源を ONしたときに、ミキシングスイッチな

どがONの状態だと危険な場合があるのでワーニン
グが起動します。この画面で各項目のワーニングを
起動させないように解除することができます。
＊ケイコクの項目はモデルタイプにより異なります。
＊初期設定はすべてONです。

不用意にケイコク機能を解除してはいけ
ない。

■例えば安全装置のないモーターコントローラーで、ス
ロットルスティックがハイの状態で気付かずにONし
てしまうと急にモーターが回転してしまい大変危険で
す。このように危険なケースが想定される場合はケイ
コクをOFF にしないでください。

回転
・カーソル移動
・データ変更

警告解除の方法
1. 解除したい項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押してデータ入力モードに切替ます。

2. エディットダイヤルを回転してONから OFF の点滅表
示にします。

3. エディットダイヤルを押します。

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ
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FMT-03 のトレーナー・システムは、先生側送信
機で指導に使うチャンネルと動作モードを選択で
きるため、生徒の熟練度に合わせてトレーニングの
難易度を設定することができます。
オプションのトレーナーコードで 2台の FMT-03

を接続して使用します。先生側（[センセイ ]：ティー
チャー）でトレーナー・スイッチを入れると、生
徒側（[ セイト ]：スチューデント）で操縦が可能
となります。（"MIX" モードを設定すると、生徒が
操縦していている場合でも先生側で補正ができま
す。）先生側がスイッチを離すと、先生側の操縦に
戻ります。生徒の操縦が危険な状態に陥ったときは
すぐに切替えます。

トレーナー　
[ 注意事項 ]（重要）
●飛行の前に必ず、先生、生徒側とも全てのチャンネ
ルが正常に動作することを確認してください。

●トレーナー・コードのコネクターは必ず奥まで押込
み、確実に接続されていることを確認してください。
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
ま た は、Home/Exit
ボタンを押します。

●システム・メニューで [ トレーナー ]を選択し、エディッ
トダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

生徒側で使用する場合
1. 各モードの設定
＊変更したい項目に移動し、エディットダイヤルを押
してデータ入力モードに切替えます。回転してモー
ドを変更すると点滅表示となり、エディットダイヤ
ルを押すとモードが変更されます。

“ドウサ”：[ON]
“センセイ /セイト”：[ セイト ]（生徒側）を選択
“チャンネルモード”：[16CH] を選択。

注意
 生徒モードの場合、電源スイッチは常に
OFF にする。
 ■先生側の電源を入れると、生徒側の電源も連動し
てONになります。 

 トレーナー機能を使用しないときは機能
を [INH] に設定する。
 ■生徒モードに設定された送信機は強制的に電波の
出力が停止されます。
 ■また、ホーム画面上にインジケータ表示されます。

先生側で使用する場合
1. 各モードの設定
＊変更したい項目に移動し、エディットダイヤルを押
してデータ入力モードに切替えます。回転してモー
ドを変更すると点滅表示となり、エディットダイヤ
ルを押すとモードが変更されます。

“ドウサ”：[OFF] または [ON] の表示に変更し動作可能な
状態にする。
“センセイ /セイト”：[ センセイ ]（先生側）を選択。
“チャンネルモード”：[16CH] を選択。

2. トレーナー・スイッチの選択
 スイッチを設定もしくは変更する場合、" スイッチ " の
項目に移動し、エディットダイヤルを押してスイッチ
選択画面を呼び出し、希望のスイッチとON/OFF 方向
を選択する。

 （選択方法の詳細は資料の「スイッチ選択方法」を参照）
＊スイッチ設定画面のON位置の設定時、スイッチ・
モードも選ぶことができます。[ ノーマル ] を選ぶ
と、通常の ON/OFF 動作。[ALTERNATE] を選ぶと、
スイッチを入れる度にトレーナー機能が交互にON/
OFF するようになります。

 【重要】トレーナー・スイッチを選択しても、先生側と
生徒側の送信機をトレーナー・コードで接続していな
い場合は [ACT/INH] のモード表示は OFF のままです。
先生側、生徒側ともに動作状態になったときに ONに
なります。

ナ 選択

トダイイイヤルヤルヤル
回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ
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3. 各チャンネルの動作モードの選択

＊ 2/4 ～ 4/4 ページに各チャンネルの設定画面が表示さ
れます。

＊動作モードを変更する場合は、変更したいチャンネル
の "モード " の項目に移動し、エディットダイヤルを押
してデータ入力モードに切替えます。回転してモード
を変更すると点滅表示となり、エディットダイヤルを
押すとモードが変更されます。
"NORM"（ノーマル・モード）：生徒の送信機からの信
号でコントロールされます。（先生と生徒のデータを同
一にする必要があります。）
“MIX”（ミックス・モード）：先生と生徒の送信機から
の信号がミックスされてコントロールされます。（生徒
側のデータは初期値に戻し、トレーナー機能を使用し
てください。）
“FUNC”（ファンクションモード）：
生徒の送信機からの信号が先生の AFR 設定が加味され
てコントロールされます。（生徒側のデータは初期値に
戻し、トレーナー機能を使用してください。）
"OFF"（オフ）：先生側のみ動作。

＊上記設定で、[MIX] または [FUNC] モードを選択した場
合、生徒側の操作量に対するサーボの動作量を設定す
ることができます。（生徒と先生が同方向に操作したと
きに、サーボが振り切れるのを防止するために、生徒
側のレートを減らします。）

 レートを変更する場合は、変更したいチャンネルの
"RATE" の項目に移動し、エディットダイヤルを押して
データ入力モードに切替えます。回転して調整します。
調整範囲：-100 ～ +100
初期値：+100

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

＊調整時、エディットダイヤルを長押し（1秒間）すると
初期値にリセットされます。

4. チャンネル毎のスイッチ設定

＊チャンネル毎にスイッチを設定する場合は、変更した
いチャンネルの "SW" の項目に移動し、エディットダイ
ヤルを押してスイッチ選択画面を呼び出し、変更した
いスイッチに移動しエディットダイヤルを押します。
"--"：常時 ON。
"SA" ～ "SH"：生徒側の操作を許可するスイッチを選択
できます。

● トレーナー生徒チャンネル設定機能
先生側と生徒側でチャンネルの並びが異なる送

信機をトレーナー接続する機能です。先生側のモー
ド設定が "FUNC" または "MIX" が設定されている場
合、生徒側からの信号の何チャンネル目を先生側
ファンクションの入力信号として取込むかを設定
できます。
＊先生側モード設定が "NORM" の場合生徒側送信機と同
じチャンネル信号がそのまま出力されます。

1. "センセイ/セイト"を選択し、ダイヤルを回転させて[セ
ンセイ ] を選択します。

2. 設定するチャンネルのモードで [FUNC] または [MIX] を
選択すると [ セイト .CH] の設定ボタンが表示されます。

＊ [NORM],[OFF] 時は [ セイト .CH] の設定はできません。

3. ダイヤルを回転させ、チャンネルを選択してください。

るチ ンネルのモ ドで [FUNC] または [

ルを回転させ チ ンネルを選択してくだ

CH1 Aileron
CH2 Elevator
CH3 Throttle
CH4 Rudder
CH5 Gear
CH6 Flap
CH7 Aileron2
CH8 Aux5
CH9 Aux4
CH10 Aux3
CH11 Aux2
CH12 Aux1

CH2

生徒側

＜生徒 CH設定の例＞

Elevator
CH4Rudder
CH3Throttle
CH1Aileron
－Aileron2
CH6Flap
CH5Gear
CH8Aux5
CH9Aux4
CH10Aux3
CH11Aux2
CH12Aux1

先生側 生徒 CH
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

スティックアラーム　
スロットル・スティックの任意の位置でピッ！

とアラームを鳴らすことができます。中間に設定す
るとホバリング位置を確認することができます。

スティックアラームの起動
1. " ドウサ " の INH に回転してカーソルを移動します。
2. エディットダイヤルを押すと、白抜きの入力画面にな
りますので回転して "ACT" にしてください。

3. 数値入力が終わりましたらエディットダイヤルを押す
と変更されます。

アラーム起動のスティック位置の設定
1. " キリカエ イチ " の数値にカーソルを移動します。
2. エディットダイヤルを押すと、白抜きの入力画面にな
りますので回転して希望の数値（位置）を入力してく
ださい。（スロー：0～ 100％：ハイ）

 スイッチ設定手順
スティックアラーム機能のON/OFF スイッチを設定し
ます。ここでは常時スティックアラームを動作させる
手順を示します。

1. " スイッチ " の OFF に回転してカーソルを移動します。
2. エディットダイヤルを押すと、" ハードウエアセンタ
ク " 画面になりますので回転して希望のスイッチ / ス
ティックなどを選びエディットダイヤルを押します。

　常時動作させる場合 "－－ " のままにします。

3. "ON/OFF" にカーソルが移動します。エディットダイヤ
ルを押してください。

4. "ON/OFF" の OFF に回転してカーソルを移動します。
5. エディットダイヤルを押すと、白抜きの入力画面にな
りますので回転して "ON" にしてください。

6. 再度エディットダイヤルを押すと、常時 ONで、常に
スティックアラームが起動します。

●リンケージ・メニューで [スティックアラーム ] を
選択し、エディットダイヤルを押して、下記の設
定画面を呼び出します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

回回回回回
・
・

●アラーム（ピッ！）が鳴
るスロットル・スティッ
クの位置設定です。

●アラーム起動するかどうかをス
イッチで選択することができます。
ここが "OFF" の状態だとアラーム
が鳴りません。

を

100%

50%

0%

ム（（（（ピピ
●●●●●●

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ

● " ▶ " が現状のスロットル・
スティック位置を示します。

● ACT (ON/OFF) にするとスティック
アラームが起動状態となります。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

トダイダイダイヤルヤヤ

データ・リセット　

使用中のモデル・メモリーの設定データを項目
別にリセットすることが可能です。

T1 ～ T6：
デジタル・トリムの調整量をリセットします。
＊全てのコンディションまたは表示中 ( グループ設定
の場合、グループ全体 ) のコンディションを選択で
きます。

＊トリムのステップ量、レートはリセットされません。

モデル・メニューのデータ：
コンディション選択機能を除くモデル・メニュー

内の全ての機能をリセットします。

全てのモデル設定データ：
周波数、モデル・セレクト、およびモデル・タ

イプ機能を除くリンケージ・メニューとモデル・メ
ニュー内の全ての機能をリセットします。

ファンクション・ネーム：
入力されたファンクション・ネームをリセット

します。

テレメトリー：
入力されたテレメトリー設定をリセットします。

データ・リセットの方法
1. リセットしたい項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押します。

＊確認メッセージが現れます。
2. 再度エディットダイヤルを押してリセットを実行しま
す。（中止する場合は回転するか、S1ボタンを押します。）

 [T1-T6 (オールコンディション)]：T1-T6（全てのコンディ
ション）のデータのみリセット。

 [T1-T6 (カレント+グループコンディション)]：T1-T6（使
用中のコンディション。グループ設定の場合は全体。）
のデータのみリセット。

 [ モデル・メニューデータ ]：コンディション選択機能
を除くモデル・メニュー内の全ての機能をリセット。

 [ スベテノソウサデータ ]：周波数、モデル・セレクト、
およびモデル・タイプ機能を除くリンケージ・メニュー
とモデル・メニュー内の全ての機能をリセット。

 [ ファンクション・ネーム ]：ファンクション・ネーム
をリセット。

 [ テレメトリー ]：テレメトリーで入力された設定をリ
セット。

●リンケージ・メニューで [ データリセット ]を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び
出します。

● S1を押すと 2ページ目を表示します。

回転
・カーソル移動

実行実実実実実実実
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

モデル・メニュー機能（共通）　　　　　　　【全モデル・タイプ】
このモデル・メニュー機能（共通）のセクショ

ンでは、AFR 機能、プログラム・ミキシング等の全
モデル・タイプに共通の機能を説明します。
モデル・データを設定する前に、あらかじめ、

リンケージ・メニューのモデル・タイプ選択機能で、
使用する機体に合わせて、モデル・タイプを選択し
てください。
注意： 後から別のモデルタイプを選択し直すと、AFR、

プログラム・ミキシング等設定したデータがリ
セットされてしまいます。

モデル・メニュー内の機能はフライト・コンディ
ション毎の設定が可能です。スイッチやスティック
のポジション等でコンディション毎の設定を切替

えて使用したい場合は、コンディション選択機能で
フライト・コンディションを追加してください。（最
大 8コンディション迄使用可能）

●ホーム画面に表示された [ モデル ]を選択しエディット
ダイヤルを押して下記のメニューを呼び出します。

●設定したい機能を選択し、エディットダイヤルを押し
て設定画面を呼び出します。

トダイダイダイイヤルヤヤヤ
回転
・カーソル移動

設定画面の呼出設設設設設設

サーボ・モニタ
サーボ・テストおよびサーボ・ポジションの表
示。（機能説明はリンケージ・メニューを参照
してください。）
【全モデルタイプ】
コンディション選択
フライト・コンディションの追加、削除、コピー、
コンディション名の変更、およびコンディショ
ン・ディレーの設定。
【全モデルタイプ】

AFR 機能
操作ファンクションの舵角およびカーブの設定。
【全モデルタイプ】
デュアル・レート機能
スイッチ等で切替可能なD/R カーブの追加。
【全モデルタイプ】
プログラム・ミキシング
自由にカスタマイズが可能なプログラム・ミキ
シング。コンディション毎に 10 系統使用可能。
【全モデルタイプ】
ジャイロ
３軸までのジャイロの感度、タイプを制御しま
す。
【マルチコプター】

＊【　】内は対応モデルを示します。モデル・メニュー機能一覧
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

コンディション選択　　　　　　　　　　　  【全モデルタイプ】
このコンディション選択機能でフライト・コ

ンディションを追加することにより、モデル・メ
ニュー内の機能は、最大8つ迄のフライト・コンディ
ションの設定を切替えて使用できます。必要により
コンディションを追加してください。
このコンディション切替機能を使用しない場合

は特にここでの設定は必要ありません。この場合、
初期設定で既に割付けられているフライト・コン
ディションが使用されます。
●フライト・コンディションの切替スイッチとしては
通常のトグルスイッチの他、スティックやレバーの
位置等での切替も可能なため、様々な操作に連動さ
せることが可能です。

●コンディション・ディレイ機能を設定可能。コンディ
ション切替時のサーボ位置の急激な変化やチャンネ
ル間で動作時間にバラツキがある場合等に発生する
機体の不要な挙動を抑えることができます。チャン
ネル毎にディレイが設定できます。

 切替先のコンディションでディレイ機能が設定され
ている場合に、関連するファンクションは、その設
定量に対応する時間をかけてなめらかに変化します。

●コンディションを複数設定した場合、動作の優先順
を自由に変更できます。

●コンディションの名前を変更できます。選択されて
いるコンディション名が画面に表示されます。コン
ディションを追加したら確認しやすい名前をつけて
ください。

（現在選択されているコンディション名）

（コンディション・リスト）

＊下記の設定はカーソルを設定したい項目に移動してか
ら行います。

コンディションの追加 [ ツイカ ]
1. コンディション・リストの何れかのコンディションに
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押します。

2. カーソルを [ ツイカ ] に移動し、エディットダイヤルを
押します。

＊追加可能なコンディションの数だけリスト表示されます。

3. 追加したいコンディション名を選択し、エディットダ
イヤルを押してコンディションを追加します。

 エディットダイヤルを押してカーソル移動モードに切
替えます。

4. 追加したコンディションの [ スイッチ ] の項目にカーソ
ルを移動し、エディットダイヤルを押して、スイッチ設
定画面を呼び出します。

＜モデル メ 機能：共通＞

 [ スイッチ ] の項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押して、スイッチ選択画面を表示させ、コンディ
ションの切替に使用するスイッチおよびON方向を選択
してください。
 （選択方法の詳細は資料の「スイッチ設定方法」を参照）
 ロジック・スイッチを使用する場合、[ モード ] の項目
にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードとします。左にダイヤル回転して [ ロジッ
ク ] を選択後、エディットダイヤルを押して、ロジック・
スイッチ設定画面を表示させ、スイッチおよびロジッ
ク・モードを選択してください。
 （選択方法の詳細は資料の「スイッチ設定方法」を参照）

＊追加されたコンディションには現在使用中のコンディ
ションのデータ（コンディション名は除く）がコピー
されます。

コンディションの削除 [ サクジョ ]
1. コンディション・リスト中の削除したいコンディショ
ンに移動しエディットダイヤルを押します。

＊コンディション名の前の数字が反転表示に切替わり、
操作対象のコンディションであることを示します。

2.  [ サクジョ ] にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押します。

＊確認メッセージが表示されます。

●モデル・メニューで [コンディション・センタク ] を選択
し、エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼
び出します。

デディシィシィシィシィシィシ

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ
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3. 再度エディットダイヤルを押すと、コンディションが
削除されます。（中止する場合はダイヤル回転するか、
S1 ボタンを押します。）

4. エディットダイヤルを押してカーソル移動モードに切
替えます。

コンディション名の変更 [ リネーム ]
1. コンディション・リスト中の変更したいコンディショ
ンに移動し、エディットダイヤルを押します。

＊コンディション名の前の数字が反転表示に切替わり、
操作対象のコンディションであることを示します。

2.  [ リネーム ] に移動し、エディットダイヤルを押します。
＊コンディション名の設定画面が現れます。

3. 下記の操作方法により、コンディション名を変更して
ください。
・入力ボックス内のカーソル移動：
[ ← ] または [ → ] を選択しエディットダイヤルを押し
ます。
・文字の消去：
[サクジョ ]を選択しエディットダイヤルを押すと、カー
ソル直後の文字が消去されます。
・文字の追加：
文字リストから候補文字を選択しエディットダイヤル
を押すと、カーソル直後の位置に文字が追加されます。

＊モデル名として 8文字までの名前を付けることができ
ます。（スペースも 1文字に数える）

4. 入力が完了したら [ENTER] を選択しエディットダイヤ
ルを押します。（入力を途中で止めて元の状態に戻りた
い場合は、[ キャンセル ] を選択しエディットダイヤル
を押します。）

5. 画面上段の [ コンディション・センタク ] にカーソルを
移動し、エディットダイヤルを押して前の画面に戻り、
再度エディットダイヤルを押してカーソル移動モード
に戻ります。

コンディションのコピー [ コピー ]
1. コンディション・リストの何れかのコンディションに
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押します。

2. [ コピー ] にカーソルを移動しエディットダイヤルを押
します。

＊コピー画面が現れます。

3." コピーモト "（コピー元）の項目にカーソルを移動し
エディットダイヤルを押します。

＊画面右に既に保存されているモデルが表示されます。
4. コピー元となるコンディションに移動した後、エディッ
トダイヤルを押します。

＊ "コピーモト "の位置に表示されます。
5." コピーサキ "（コピー先）の項目にカーソルを移動し、
エディットダイヤルを押します。

＊画面右に既に保存されているモデルが表示されます。
6. コピー先となるコンディションに移動した後、エディッ
トダイヤルを押します。

＊ "コピーサキ "の位置に表示されます。
7. [ コピー ] にカーソルを移動し、エディットダイヤルを
押します。

 コピーが実行されます。（中止する場合はダイヤル回転
するか、S1 ボタンを押します。）

8. エディットダイヤルを押してカーソル移動モードに戻
ります。

優先順位の変更 [ ユウセンジュン ]
1. コンディション・リスト上の優先順位を変更したいコ
ンディションにカーソルを移動しエディットダイヤル
を押します。

2.  [ ユウセンジュン ] の項目の [ アップ ] または [ ダウン ]
にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押します。

＊ [ アップ ] の場合は 1つ上に、[ ダウン ] の場合は 1つ
下に移動します。（最後尾のコンディションが優先順が
最上位となります。）

＊初期設定のコンディションは移動できません。優先順
は最下位です。

コンディション・ディレイの設定 [ ディレィ ]
1. コンディション・リスト中の変更したいコンディショ
ンにカーソルを移動し、エディットダイヤルを押しま
す。

2.  [ ディレィ ] に移動し、エディットダイヤルを押します。
＊コンディション・ディレー設定画面が現れます。

3. 設定したいチャンネルの "ディレィ " の項目にカーソル
を移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モー
ドに切替えます。ダイヤル回転してディレイ量を調整
します。

 初期値：0
 調整範囲：0～ 27（ディレイ量大）
4. エディットダイヤルを押してカーソル移動モードに切
替えます。

●設定モード（グループ／シングルモード）の切替が可
能（詳細については資料の説明を参照） 
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

AFR 機能 [AFR]                                                                【全モデルタイプ】
AFR 機能により CH1 ～ CH12 および VC1 ～ VC4

（バーチャルチャンネル）のチャンネルに設定され
たファンクションの舵角および動作カーブをコン
ディション毎に調整できます。ミキシング機能動作
時、この AFR 設定が加味されてミキシングがかか
ります。
あらかじめ、リンケージ・メニューのエンド・

ポイント機能 [ エンドポイント ] で基本となる最大
舵角を設定しておきます。実際の舵角はエンド・ポ
イントの設定を基準に動作します。
また、デュアル・レート機能を使用することに

より、AFR カーブとは別に、スイッチやスティッ
ク・ポジションで切替可能な追加のカーブが設定で

きます。（カーブの追加はデュアル・レート機能で
行います。）
●動作カーブの調整：3 種類のカーブタイプ（EXP1、
EXP2 および POINT）を選択できます。ポイントカーブ・
タイプの場合、最大 17 ポイントカーブが使用できます。
（初期設定は 9ポイント）また、ポイント数は増減が可
能で、複雑なカーブからシンプルなカーブも使用可能。

●サーボ・スピードの調整：各ファンクションの操作時（フ
ライトコンディションの切替時を含む）、ファンクショ
ンの動作スピードを調整できます。設定したスピード
量に対応した一定のスピードでなめらかに動作します。

＊現在選択されているコンディション名

●動作カーブの設定
 カーブ設定方法につい
ては資料の説明を参照
してください。

ファンクションの選択方法
1. [ ファンクション ] の項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切替えます。

 ダイヤル回転してファンクションを表示させ、エディッ
トダイヤルを押して選択します。

●設定モード（グループ／シングルモード）の切替が可
能（詳細については資料の説明を参照）  

●モデル・メニューで [AFR] を選択し、エディットダイヤル
を押して、下記の設定画面を呼び出します。

ンンンンンデデデデデデデデ

ダイイヤルヤル
回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモ

●グループ／シングル・モード
の設定＊現在選択されているファンクションに設定され

ているD/R カーブ No. が表示されます。動作中
のD/R カーブ No. が反転表示されます。

●サーボ・スピードの調整
 調整方法については資料の説
明を参照してください。

[AFR/D/R]：D/R が設定されてい
る場合、現在選択されている
レート表示に切替わります。

●ファンクションの選択

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

デュアル・レートの設定
1. まだ使用されていない D/R の [INH] 表示にカーソルを
移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モー
ドに切替えます。

2. 左にダイヤル回転して [OFF] とし、エディットダイヤ
ルを押してD/R を有効にします。

3. [ ファンクション ] の項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切替えます。

4. ダイヤル回転して追加したいファンクションを選択し、
エディットダイヤルを押します。

＊選択したファンクションにD/R が割り当てられます。
5. [ スイッチ ] の項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してスイッチ設定画面を呼び出し、 スイッチ
およびON方向を選択してください。

 （選択方法の詳細は資料の「スイッチ設定方法」を参照）

このデュアル・レート機能により、AFR カーブ
以外の追加のカーブ（D/R）を各ファンクションに
割り付けることができます。また、切替スイッチを
設定します。
追加された D/R カーブのカーブ設定は AFR 機能

設定画面で行います。

デュアル・レート機能             　　　　　　        【全モデルタイプ】

●モデル・メニューで [デュアルレート ] を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を
呼び出します。

● D/R の設定は、各コンディション毎に 6つまで設定で
きます。

● D/R は、各コンディション毎の設定で、他のコンディ
ションには反映されません。

●D/R の優先順位はリスト上方が優先されます。

設定例
★スイッチを使って舵角のON/OFF。また、同じスティッ
クでコンディションを使って D/R を利用すると更に
もう一つ違った舵角を設定することができます。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替
デデデデデデ
モモモ
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

プログラム・ミキシング　　　　　　　            【全モデルタイプ】
このプログラム・ミキシングはコンディション

毎に 10 系統使用可能で、機体のクセ取りのほか、
様々な用途に応用が可能です。
●リンク機能：他のミキシングとのリンク設定が可能。
マスターチャンネルおよびスレーブチャンネル個別
にリンク設定が可能。また、リンクの極性を反転す
ることも可能。

●トリムモード：トリムモードのON/OFF が可能。
●スレーブチャンネル AFR モード（STK → STK）を使
用可能。スレーブチャンネルのリンク機能設定時、
AFR 機能（D/R 機能）設定を加味することが可能。

●微調整トリムの設定が可能。

●サーボ動作スピードの設定が可能
●ミキシングON/OFF 動作のディレー設定が可能。
●ミキシングカーブの調整：3種類のカーブ・タイプ
（EXP1、EXP2 および POINT）を選択できます。ポイ
ントのカーブ・タイプの場合、最大 17 ポイント・カー
ブが使用できます。（初期設定は 9ポイント）また、
ポイント数は増減が可能で、複雑なカーブからシン
プルなカーブも使用可能。

●オフセットモード：モードをミキシングからオフセッ
トにすると、4つまでのチャンネルがスイッチなど
でニュートラルを設定した位置にオフセットするこ
とができます。

＊現在選択されているコンディション名

● 動作カーブの設定
 カーブ設定方法については資料の
説明を参照してください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

ダイイイヤルヤルヤ
回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替
デデデデデ
モモ

●モデル・メニューで [プログラム・ミックス ] を選択し、エディット
ダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

●設定モード（グループ／シングルモー
ド）の切替が可能（詳細については資
料の説明を参照） 

●スイッチの選択（ス
イッチの選択方法は
資料の説明を参照）

●サーボ・スピードの設定
 設定方法については資料の
説明「サーボ・スピードの
設定」を参照してください。

●微調整トリムの設定
（設定方法については資料の説明を参照）

●リンクの設定

●マスター CH
●スレーブ CH

●トリム・モードの設定
●スレーブ・チャンネル AFR
モードの設定

●機能のON/OFF

●ディレーの設定

＊ミキシング動作表示
 INH/OFF/ON＊現在設定中のプロ

グラム・ミキシング
No. を表示します。

ミキシング設定画面の呼び出し
● 機能を有効にしたいミキシング No. にカーソルを移動し、
エディットダイヤルを押して設定画面を呼び出します。
＊ 機能を有効にすると、マスター、スレーブの CH名が
表示されます。
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設定方法
＊下記の設定はカーソルを設定したい項目に移動して行
います。

●グループ ／シングル・モードの選択
1. 選択中のコンディションのみに機能を有効にしたい場
合は最初の画面で、[ グループ ] の項目にカーソルを移
動します。

2. エディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替
えて、左にダイヤル回転して [ シングル ] の点滅状態と
し、エディットダイヤルを押します。

＊シングル・モード [ シングル ] に変更されます。
＊各コンディションで共通の設定を使用する場合は [ グ
ループ ] を選択しておきます。

●機能を有効にする
1. 最初の画面で、まだ使用していないミキシング No. の
[INH] にカーソルを移動しエディットダイヤルを押しま
す。

＊ミキシング設定画面が表示されます。
2. S1 ボタンを押して、3/3 ページ目を表示させます。
3. [ ステート ] の項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してデータ入力モードに切替えます。

4. 左にダイヤル回転して [ACT] の点滅状態とし、エディッ
トダイヤルを押します。

＊機能が有効となります。
＊機能を有効にしても、ON/OFF スイッチやレートが設定
されていないため、このままでは動作しません。

●ON/OFF スイッチの設定
 [ スイッチ ] の項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してスイッチ設定画面を呼び出し、 スイッチ
およびON方向を選択してください。

 （選択方法の詳細は資料の「スイッチ設定方法」を参照）
＊ [--] に設定した場合は常時ONとなります。

●マスター・チャンネルの設定
1. 2/3ページ目の [マスター ]の [ファンクション、ハード ]
の項目に移動して、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切替えます。ダイヤル回転してファン
クション選択し、エディットダイヤルを押します。

2. このミキシングを他のミキシングとリンクさせたい場
合は、[ リンク ] の項目に移動し、エディットダイヤル
を押してデータ入力モードに切替えます。ダイヤル回
転してリンク・モードを [ ＋ ]、または [ － ] を選択し、
エディットダイヤルを押します。（＋、－はリンクされ
る CHの極性を変えることができます。）

＊極性は実際の動作で確認してください。
＊マスター・チャンネルのコントロールを ATV、AFR、D/
R、ミキシング設定等を含まないスティック、ボリュー
ム等の単純動作量に設定することができます。この場
合、ファンクションの選択で、"H/W" を選択した状態
でエディットダイヤルを押してスイッチ設定画面を表
示させます。マスター・チャンネル側のコントロール
を選択してください。なお、H/Wの選択から通常のファ
ンクションの選択に戻りたいときは、H/W選択画面で
[--] を選択してエディットダイヤルを押してください。

●スレーブ・チャンネルの設定
1. [ スレーブ ] の [ ファンクション、ハード ] の項目に移
動して、エディットダイヤルを押してデータ入力モー
ドに切替えます。ダイヤル回転してファンクションを
選択し、エディットダイヤルを押します。

2. このミキシングを他のミキシングとリンクさせたい場
合は、[LINK] の項目に移動し、エディットダイヤルを
押してデータ入力モードに切替えます。ダイヤル回転
してリンク・モードを [ ＋ ]、または [ － ] を選択し、
エディットダイヤルを押します。

＊極性は実際の動作で確認してください。
●トリム・モードのON/OFF 設定
1. トリム・モードを変更する場合は、[ トリム ] の項目に
移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モー
ドに切替えます。ダイヤル回転してON/OFF を選択し、
エディットダイヤルを押して設定します。

＊マスター側のトリムを含めてミキシングする場合は
[ON] に、含めない場合は [OFF] に設定します。

＊マスター・チャンネルにファンクションが設定してあ
る場合に有効。
●スレーブ・チャンネル AFR モードの設定（STK → STK）
1. [STK>STK] の項目に移動し、エディットダイヤルを押し
てデータ入力モードに切替えます。ダイヤル回転して
モードを選択し、エディットダイヤルを押してモード
を変更します。

＊スレーブ側にリンクを設定している場合に、AFR（D/R）を
加味したミキシング量にしたい場合は [ON]に設定します。
●ミキシング・カーブの設定
 （カーブの設定方法については資料の説明を参照）
●微調整ボリュームの設定
＊ [ ファインチューニング ] の項目で操作コントロール
[CTRL]、動作モード [ モード ]、レート [RATE] の調整が
可能です。

 （微調整ボリューム設定方法については資料の説明を参照）
●サーボ・スピードの設定
＊ [ スピード ] の項目でファンクション操作時のスピード
を調整できます。

 （サーボ・スピードの設定方法については資料の説明を
参照。「サーボ・スピードの設定」）
●ミキシングON/OFF 動作のディレー設定
＊ [ ディレィ ] の項目でミキシング・スイッチON時（[ ス
タート ]）および OFF 時（[ ストップ ]）のミキシング
動作を遅らせることが可能です。（スイッチが設定され
ている場合）

1. [ スタート ] または [ ストップ ] の項目にカーソル（反
転表示）を移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切替えます。（枠付き表示に切替わりま
す。）

2. ダイヤル回転して、スイッチON時または OFF 時のミ
キシング動作の遅延時間を設定します。
 初期設定：0.0 sec
 設定レンジ：0から 4 sec

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

＊ 調整時、エディットダイヤル長押し（1秒間）で、初期
値にリセットされます。
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●各チャンネルの動作設定

●動作モードの設定
　スイッチを操作したときの動作モードの選択を行ないます。ノーマルモード [NORM] とタイマーモード
[TIME] の選択が可能です。

1. ノーマルモード
　スイッチをONに操作してからスタートディレー ([ スタート ]) で設定した時間が経過した後でミキシン
グがONになります。同様に、スイッチをOFF に操作してからストップディレー ([ ストップ ]) で設定し
た時間が経過した後でミキシングがOFF になります。

2. タイマーモード
　スイッチをONに操作してからスタートディレー ([ スタート ]) で設定した時間が経過した後でミキシングが
ONになります。さらに、ストップディレー ([ ストップ ]) で設定した時間が経過した後にミキシングが自動
的にOFFになります。使用例として、スケール機の引込み脚とカバーの連動ミキシング等が実現できます。

●オフセットモードの設定
＊ 4 つまでのチャンネルがスイッチなどでニュートラル
を設定した位置にオフセットすることができます。

1. モードの [ ミキシング ] の項目にカーソル（反転表示）
を移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モー
ドに切替えます。（枠付き表示に切替わります。）

2. ダイヤル回転して、[ オフセット ] にしてからエディッ
トダイヤルを押します。

3. ミキシングの [ オフセットミックス ] の項目にカーソル
（反転表示）を移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力画面に切替えます。

4. S1 を 4 回押して 5/5 ページを呼び出します。

5. [INH] にカーソルを置き、
ダイヤル回転して [ACT] に
して、[エディットダイヤル]
を押し確定します。

6. スイッチの [ －－ ] にカーソ
ルを置きオフセットミキシ
ングを起動するスイッチな
どを選び、ON方向を選択し
てください。

 （選択方法の詳細は資料の
「スイッチ設定方法」を参照）

● 1/4 ～ 4/4 まで４つのチャ
ンネルが１つのスイッチで
オフセットできます。（S1
で選択 )

●オフセットさせるチャン
ネルを選びます。

●スイッチON時のオフセッ
ト量を設定します。

●スイッチOFF 時のオフセッ
ト量を設定します。(ニュー
トラルにしたい場合は 0%)

●ファインチューニング（微調整）の設定
 ボリュームなどでオフセット量を微調整操作
したい場合に使用します。

 設定方法については資料の説明「微調整ボ
リュームに関する操作」を参照してください。

●ディレイ設定
　スイッチON時 ([ スタート ]) および OFF 時 ([ ストップ ]) の
動作を遅らせることが可能です。( スイッチが設定されてい
る場合 )

1. [ スタート ] または [ ストップ ] の項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替えます。

2. ダイヤル回転して、スイッチON時またはOFF 時もミキシン
グ動作の遅延時間を設定します。

　　初期設定：0秒
　　設定レンジ：0～ 35 秒
3. 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モードに切
替えます。

    ※調整時、エディットダイヤルを長押し (1 秒間 ) で、初期値に
リセットされます。

●サーボ・スピードの設定
 オフセットした位置までの
サーボスピードを設定しま
す。設定方法については資
料の説明「サーボ・スピー
ドの設定」を参照してくだ
さい。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

マルチコプターの飛行制御とは別に、たとえば
カメラのアングル作動用サーボに接続してカメラ
の方向を保持するなどに使用できます。
● 3つのレートを使用可能（レート 1/ レート 2/ レー
ト 3）

●同時に 3軸迄制御可能（GYRO/GYRO2/GYRO3）

＊ FMT-03 の初期設定では感度設定チャンネル（ジャイ
ロ）は割り当てられていません。あらかじめ、リンケー
ジ・メニューのファンクション機能 [ファンクション ]
で、空きチャンネルを利用して、使用する感度設定
チャンネル（GYRO/GYRO2/GYRO3）を割り当ててお
く必要があります。

 ファンクション以外の [ コントロール ]、[TRIM] の項
目は [--] に設定してください。

ジャイロ　

設定方法
● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切替えます。左
にダイヤル回転して [ACT] の点滅表示とし、エディッ
トダイヤルを押して機能を有効にします。

● Futaba GYA ジャイロを使用する場合は [ タイプ ]（ジャ
イロ・タイプ）の設定項目が [GY] に設定されているこ
とを確認します。
＊ [GY] タイプを選択すると感度設定値が AVCS モー
ドおよびNORMモードとも直読となります。

＊その他のジャイロを使用する場合は [NORM] に変更
します。モードを変更したい場合は [ タイプ ] の設
定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを
押してデータ入力モードに切替えます。ダイヤル回
転してモード表示を変更し、エディットダイヤルを
押してモードを変更します。

● 感度切替スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設
定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押
して選択画面を呼び出してから、スイッチの選択およ
びON方向を設定します。（[--] 設定で常時ON。スイッ
チ設定が重なった場合、優先順位はレート 1、レート 2、
レート 3の順で、レート 1が最優先します。）

 （スイッチの選択方法は資料の説明を参照）

● 動作モードの変更／感度の設定
 動作モードを変更する場合は、変更したいチャンネル
（GYRO/GYRO2/GYRO3）に対応する [ モード ] の設定項
目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押して
データ入力モードに切替えます。ダイヤル回転してモー
ド表示を切替えて、エディットダイヤルを押してモー
ドを変更します。

 [ レート ] の設定項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切替えます。ダ
イヤル回転して感度を設定します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切替えます。

ボ

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替
デデデデデデデ
モモモ

● GYRO/GYRO2/GYRO3 の 3軸の動作モード
（AVCS/NORM）と感度を設定できます。

●グループ／シングル・モード切替
（詳細については資料の説明を参照） 

●モデル・メニューで [ ジャイロ ]を選択し、エディット
ダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。 （下記画面はレート 1の場合。

レート 2およびレート 3の
画面があります。）（現在のレート設定画面を太字で表示）
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仕様

参考 ＊仕様・規格は予告なく変更することがあります。

送信機 FMT-03 
（マルチコプター用送信機） 
操作方式：
 2 スティック、18 チャンネル、双方向通信
送信周波数：2.4GHz
通信方式：FASSTest18ch-2.4GHz / FASSTest12ch-2.4GHz
使用電源：6.6V リチウムフェライト FT2F2100BV2 

受信機 FMR-03 
双方向通信対応、FASSTest-2.4GHz 方式 S.BUS/S.BUS2 受信機
アンテナ：ダイバーシティー方式
使用電圧：3.7V ～ 7.4V（使用可能電圧範囲：3.5 ～ 8.4V）
＊ BEC 電源を使用する場合、容量がご使用のサーボ等
の条件に合っていることが必要です。また、乾電池
は使用しないでください。誤動作の原因となります。  

サイズ：34.9 × 23.4 × 11mm
重量：12.2g
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オプションパーツ（別売り）
別売りのオプション・パーツとしては、次のものが用意されています。詳しくは弊社カタログ
をご参照ください。

●電池&充電器
（品名） 

電池：

送信機用リチウムフェライトバッテリー FT2F2100BV2（6.6V）

専用充電器 ：

LBC-34D P 充電器

●専用トレーナーコード
FMT-03 送信機同士を接続します。他機種の送信機は使用できません。

●延長コード
（品名） 延長コード 100mm～ 1,250mm 

＊デジタルサーボをご使用の場合は大電流タイプをご使用ください。

●三又ハブ
（品名） 三又ハブ 100mm～ 1,500mm 

●中継ボックス
（品名） 中継ボックス 4ターミナル

（品名） 中継ボックス 6ターミナル (TB16PP)

●テレメトリーセンサー
（品名） 
SBS-01T/TE（温度センサー）
SBS-01/02A（高度センサー）
SBS-01RM（マグネット式回転センサー）
SBS-01RO（光学式回転センサー）
SBS-01RB（ブラシレスモーター用回転センサー）
SBS-01G（GPS センサー）
SBS-01V（電圧センサー） 
SBS-01C（電流センサー）
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修理を依頼されるときは

長くご愛用いただいた結果、部品寿命などで不具合が発生した場合、または突発的な事故、自然

故障などのトラブルにより故障修理をご依頼になる場合は、シリアル番号をお知らせください。

また、その故障状況をできるだけ詳しくお知らせください。修理個所や修理内容のポイントを早

く確実に知ることができますので、修理期間が短くなります。

＊ 仕様および外観は、改良のため予告なく変更する場合があります。ご了承ください。

＊ 本製品を無断改造で使用しトラブルが発生した場合、弊社では責任を負いかねます。あらか

じめご了承ください。
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機能設定画面でよく使われる操作
ここでは機能設定画面でよく使われる操作について説明します。各機能の設定時に参照してください。

フライト・コンディションに関する操作
グループ／シングル・モード切替

フライト・コンディションが複数設定されている場
合、設定内容を他のコンディションに連動させる ( グ
ループ・モード ) か、または独立させる ( シングル・モー
ド ) かを選択できます。各設定画面上の [ グループ ] の
項目でモードを変更できます。

[ グループ／シングル・モードの切替 ]

（図は一例を示します。）
1. ダイヤル回転して、設定画面上の [ グループ ] の項目
にカーソル（反転表示）を移動します。

2. エディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替
えます。

＊反転表示から枠付き表示に切替わります。
3. 左にダイヤル回転して [ シングル ] の点滅表示に切替
えます。

＊この時点ではまだモードは変更されません。
＊ [ シングル ] から [ グループ ] に変更するときは右に
ダイヤル回転します。

4. エディットダイヤルを押してモードを変更します。

●グループ・モード ( グループ )
 すべてのコンディションに同じ内容を設定したい場
合にこのモードを選択します。

●シングル・モード ( シングル )
 コンディション毎に設定したい場合にこのモードを
選択します。

コンディション・ディレイの設定
コンディション・セレクト機能 [コンディション・セ

ンタク ] のコンディション・ディレイ機能を使用するこ
とにより、コンディション切替時のサーボ位置の急激な
変化やチャンネル間で動作時間にバラツキがある場合等
に発生する機体の不要な挙動を抑えることができます。

切替先のコンディションでディレィ機能が設定され
ている場合に、関連するファンクションは、その設定量
に対応する時間をかけてなめらかに変化します。
[ 設定方法 ]

＊コンディション・ディレィ設定画面で、設定したい
チャンネルの [COND.ディレィ ]の項目にカーソル（点
滅表示）を移動して下記の設定を行います。

1. 設定したいコンディションに切替えます。
2. エディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替
えます。

＊反転表示から枠付き表示に切替わります。
3. ダイヤル回転してディレイ量を設定します。
 　初期値：0
 　調整範囲：0～ 27（ディレイ量大）
 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動
モードに切替えます。

＊ 調整時、エディットダイヤルの長押し（1秒間）で初期
値にリセットされます。

資料

微調整ボリュームに関する操作

●レート調整
（実際の調整レートを表示）

●ボリュームの選択

●動作モードの選択
＊機能によっては動作モードの選択はでき
ません。

＊動作モードの意味は右の説明をお読みく
ださい。

[ 微調整ボリュームの動作モード ]

[LIN.]：ボリュームのセンターでミキシング微調整量 0%　
ボリュームを左右に回すとミキシング量が増減します。

[ATL+]：ボリュームの左端または右端でミキシング微調量
0% ボリュームを回すとミキシング量が増えます。

[ATL-]：[ATL+] の左右反転動作。

[SYM.]：ボリュームのセンターでミキシング微調整量 0%
ボリュームを左右に回すとミキシング量が増加します。
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サーボ・スピードの設定
各ファンクション操作時（フライトコンディション

の切替時を含む）のサーボ動作スピードを調整できま
す。設定したスピード量に対応した一定のスピードでな
めらかに動作します。操作時（IN側）とリターン時（OUT
側）のスピードを個別に設定できます。

設定するファンクションに応じて、動作モードを切
替えて使用します。
 "SYM." モード：エルロン等のニュートラルを中心
に操作するようなファンクションの場合に使用する
モード。

 "LIN." モード：スロットルやスイッチチャンネル等の
ように操作位置を保持するファンクションの場合に
使用するモード。

[ 設定方法 ]

（図は一例を示します。）

（動作モードの変更）
1. ダイヤル回転して [ モード ] の項目にカーソル（反転
表示）を移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切替えます。

＊反転表示から枠付き表示に切替わります。

サーボ・スピードに関する操作

2. ダイヤル回転して、設定するファンクションに対応す
る動作モード（"SYM." または "LIN."）に切替えます。

＊この時点ではまだモードは変更されません。
 エディットダイヤルを押してモードを変更します。

（スピードの調整）
1. 設定したい方向（[IN] または [OUT] 側）の項目にカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入
力モードに切替えます。

＊反転表示から枠付き表示に切替わります。
2. ダイヤル回転してスピード量を設定します。
 　初期値：0
 　調整範囲：0～ 27（ディレイ量大）
 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動
モードに切替えます。

＊ 調整時、エディットダイヤルの長押し（1秒間）で初期
値にリセットされます。

微調整ボリュームの設定
ミキシング機能によっては、この微調整ボリューム

の設定が可能です。あらかじめ設定したツマミ等でミキ
シング量の微調整を行うことが可能となります。
＊ 微調整ボリュームの動作モードおよびレートを設定
できます。（動作モードは前ページの説明を参照）

[ 設定方法 ]
（ボリュームの選択）
1. ダイヤル回転して [CTRL] の項目にカーソル（反転表
示）を移動し、エディットダイヤルを押します。

＊ツマミ等の選択画面が表示されます。
＊点滅表示は現在設定されているツマミ等を示します。
2. ダイヤル回転して、設定したいツマミ等にカーソル
を移動します。

 エディットダイヤルを押して変更します。

（動作モードの変更）
1. ダイヤル回転して [ モード ] の項目にカーソル（反転
表示）を移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切替えます。

＊反転表示から枠付き表示に切替わります。

2. ダイヤル回転して、設定したい動作モード（"LIN."、
"ATL+"、"ATL-" または "SYM."）に切替えます。

＊この時点ではまだモードは変更されません。
 エディットダイヤルを押してモードを変更します。

（レートの調整）
1. ダイヤル回転して [ レート ] の項目にカーソルを移動
し、エディットダイヤルを押してデータ入力モードに
切替えます。

＊反転表示から枠付き表示に切替わります。
2. ダイヤル回転してレートを調整します。
 　初期値：0%
 　調整範囲：-100%～ +100%
 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動
モードに切替えます。

＊ 調整時、エディットダイヤルの長押し（1秒間）で初期
値にリセットされます。
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カーブ設定操作

AFR 機能や各ミキシング機能で使用されるカーブの設定手順について説明します。

カーブ・タイプの選択
3 種類のカーブ（EXP1/EXP2/POINT）の中から選択が可能です。

カーブ・タイプの選択
1.  ダイヤル回転して [ モード ] の項目にカーソル（反転
表示）を移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切替えます。

2. ダイヤル回転して使用したいカーブ・タイプを表示
させます。

＊カーブ・タイプが点滅表示されます。
3. エディットダイヤルを押すとカーブ・タイプが変更
されます。（変更を中止する場合は、ダイヤル回転す
るか、S1 ボタンを押してください。）

 [EXP1]：EXP1 カーブ
 [EXP2]：EXP2 カーブ
 [ ポイント ]：ポイント・カーブ
＊ポイント・カーブは、機能により最大のポイント数
が異なります。（17 ポイントまたは 11 ポイント）

カーブ・タイプ別の設定方法
上記の方法でカーブタイプを選択すると、画面にカーブ・タイプに対応する調整項目が現れます。それ

ぞれ、下記の方法でカーブを調整してください。

● EXP1/EXP2 カーブの調整
（EXP1 カーブ）

EXP1 カーブはエルロン、エレベータ、ラダー等
の初動の動きをスムーズにするために使用すると
効果があります。

（EXP2 カーブ）

EXP2 カーブはエンジンコントロール時の立ち上
がり等に使うと効果があります。

＊カーブの左右のレート（[ レート A]、[ レート B]）およ
び EXP カーブ・レート（[EXP A]、[EXP B]）を個別に調
整できます。（EXP2 の場合は [EXP]）

＊また、カーブを上下方向に平行移動（[ オフセット ]）
することが可能。

[ 各レートの設定 ]
1. ダイヤル回転して [ レート A]、[ レート B]、[EXP A]、
または [EXP B] の設定項目にカーソル（反転表示）を
移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モー
ドに切替えます。

2. ダイヤル回転してレートを設定します。
 　初期値：+100.0%（レート）、+0.0%（EXP レート）
＊初期値は機能により異なります。
 　調整範囲：-200.0 ～ +200.0%（レート）、
  　　　-100.0 ～ +100.0%（EXP レート）
 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動
モードに切替えます。

＊調整時、エディットダイヤルの長押し（1秒間）で初
期値にリセットされます。

[ カーブを上下方向に平行移動する場合 ]
1. ダイヤル回転して [ オフセット ] の設定項目にカーソ
ル（反転表示）を移動し、エディットダイヤルを押
してデータ入力モードに切替えます。

2. ダイヤル回転してカーブを上下方向に移動させます。
 　初期値：+0.0%
 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動
モードに切替えます。

＊エディットダイヤルの長押し（1秒間）で初期値にリセッ
トされます。
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●ポイントカーブの調整
（ポイント）

最大 17 ポイント（または最大 11 ポイント）迄
の折線カーブが使用できます。
＊ただし、17 ポイント・カーブの場合、初期設定で 9ポ
イントが表示されています。

＊設定ポイントの増減が可能。

[ 各ポイントのレート調整方法 ]
1. ダイヤル回転して [ ポイント ] または [ レート ] の項
目にカーソル（反転表示）を移動し、エディットダ
イヤルを押すとカーブ設定モードに切替わります。

＊選択した項目が反転表示から四角枠表示に切替わり
ます。

＊このカーブ設定モード中はエディットダイヤルを押
して、[ ポイント ]（ポイントの移動）と [ レート ]（レー
ト調整）の項目を交互に切替えて設定します。

2. エディットダイヤルを押して、[ ポイント ] の項目を
選択します。

3. ダイヤル回転して、レートを設定したいポイントを
選択します。

＊カーブ上で移動する■表示が選択ポイントです。た
だし、□（白抜き）表示は現在削除されているポイ
ントを選択していることを示します。

4. エディットダイヤルを押して、[ レート ] の項目にカー
ソルを移動します。

5. ダイヤル回転して、選択ポイントのレートを設定し
ます。

（上記 2～ 5項を繰り返してカーブを設定します。）
6. S1 ボタンを押すとカーブ設定モードが終了します。
[ ポイントの追加／削除方法 ]
＊上記のカーブ設定モードの状態で下記の操作を行います。
1. エディットダイヤルを押して [ ポイント ] の項目を選
択します。

2. ダイヤル回転して追加（または削除）したいポイン
トに移動します。

3. エディットダイヤルを 1秒間押すと、その位置にポ
イントが追加（または削除）されます。

[ カーブを上下方向に平行移動する場合 ]
1. ダイヤル回転して、[ オフセット ] の設定項目にカー
ソル（反転表示）を移動します。

2. エディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替
えます。

3. ダイヤル回転してカーブを上下方向に移動します。
 初期値：+0.0%
 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動
モードに切替えます。

＊ 調整時、エディットダイヤルの長押し（1秒間）で初期
値にリセットされます。
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スイッチ選択方法
FMT-03に搭載されている様々な機能でスイッチ選択が可能です。スイッチ（スティック、トリム・
レバー、ツマミ類をスイッチとして使用する場合も含む）の設定方法は全ての機能で共通です。

スイッチの選択

スティック、トリムレバー、ツマミ類を選択した場合

＊スティック等をスイッチとして使用する場合、下記
のモードを選択可能です。

 [ リニア ]：設定ポイントを基準に左右 ( 上下 ) に ON/
OFF を設定するモード。

 [ タイショウ ]：ニュートラル位置を基準として、左
右 ( 上下 ) が対称に動作するモード。

（モードの選択）
1. [ モード ]の項目にカーソル（反転表示）を移動します。
2. エディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替
えます。

3. ダイヤル回転して、変更したいモードに表示を切替
えます。

＊点滅表示となります。
4. エディットダイヤルを押してモードを変更します。
＊オルタネート・モードの設定は下記を参照。
＊ ON/OFF ポイントの設定は次ページの方法で設定し
てください。

＊ 前の画面に戻る場合は、画面上段の [ON/OFF] にカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押します。

スイッチ SA～ SHを選択した場合

＊各ポジションのON/OFF 設定状態が表示されます。
（ON/OFF ポジションの設定）
1. ON/OFF 設定を変更したいポジションにカーソル（反
転表示）を移動します。

2. エディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替
えます。

3. ダイヤル回転してON/OFF 表示を切替えます。
＊ON/OFF 表示が点滅表示となります。
4. エディットダイヤルを押すとON/OFF 設定が変更さ
れます。

 （中止する場合はダイヤル回転するか、S1 ボタンを押
します。）

＊他のポジションも同様に設定します。
＊オルタネート・モードの設定は下記を参照。
5. 画面上部の [ON/OFF] にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押して、元の画面に戻ります。

（スイッチ選択画面例）

（スイッチの選択方法）
1. スイッチ選択画面のH/Wリスト中の選択したいスイッ
チにカーソル（反転表示）を移動し、エディットダイ
ヤルを押します。選択したスイッチが点滅表示となり
ます。

＊前の画面に戻る場合は、画面上段の [ ハードウェアセン
タク ] にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押し
ます。

2.リストの右にある[ON/OFF]の項目にカーソルを移動し、
エディットダイヤルを押すと、選択したスイッチの種
類により、それぞれ下記のON/OFF ポジションの設定
画面が現れます。

＊スイッチを選択した場合、ON/OFF ポジションの確認お
よび設定を行ってください。

ミキシング機能等でスイッチを選択する場合、
下記の選択画面が呼び出されます。

（オルタネート・モードの設定）
＊機能により、スイッチの動作モードの変更が可能です。
 [ノーマル]：通常のスイッチ動作。[オルタネート]：スイッチをON側に操作する度にON/OFFが交互に切替わる動作。
1. [ オルタネート ] の項目にカーソルを移動します。
2. エディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替えます。
3. ダイヤル回転してモード表示を切替えます。＊表示が点滅表示となります。
4. エディットダイヤルを押すとモードが変更されます。（中止する場合はダイヤル回転するか、S1 ボタンを押します。）
5. 画面上部の [ON/OFF] にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押して、元の画面に戻ります。

＊通常の FMT-03 には T1-T6 は装備されません。T1-T6
を選択しても使用できません。
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ON/OFF ポイントを移動する場合
ON/OFF の位置を移動することができます。自由な位

置でON/OFF が可能となります。

＊バーグラフのクロの範囲：OFF の範囲
＊バーグラフのシロの範囲：ONの範囲
＊スティック等の操作位置が矢印で表示されます。

[ 設定方法 ]
1. 最初に、[ キリカエ イチ ] の項目にカーソル（反転表
示）を移動します。

2. スイッチに設定したスティック等を変更したいポイ
ントに操作した状態で、エディットダイヤルを押す
とポイントが移動します。

＊バーグラフのON/OFF の範囲が変更されます。
3. 画面上部の [ON/OFF] にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押して、元の画面に戻ります。

動作モードについて
スイッチとしてスティック等を選択した場合の動作

モードは下記のとおりです。

リニアモード

設定ポイントを基準に左右 ( 上下 ) に ON/OFF を設定
するモードです。
タイショウモード

ニュートラル位置を基準として、左右 ( 上下 ) が対称
に動作するモードです。例えば、エルロンスティック
で DR1 を切替えたい時、スティックを左右に振ったと
きに、左右同じ位置でDR1をONさせることができます。

ロジック・スイッチ（コンディション切替のみ）
コンディションの切替スイッチには2個のスイッ

チの組合せで ON/OFF できるロジック・スイッチ
を使用可能です。
＊組合せロジックは、AND、OR、EOR が使えます。
AND：2個のスイッチが両方オンになった時にフライ
トコンディションが切替わります。

 OR：どちらか片方がオンのときにフライトコンディ
ションが切替わります。

 EOR：2 つのスイッチ位置が逆のときに、フライトコ
ンディションが切替わります。

（スイッチ・モード変更画面）

（ロジック・スイッチ・モードの選択）
1. [ モード ] の項目にカーソルを移動します。
2. エディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替
えます。

3. 左にダイヤル回転して [ ロジック ] 表示に切替えます。
＊点滅表示となります。
4. エディットダイヤルを押すとロジック・スイッチのモー
ドに変更されます。

＊ロジック・スイッチ・モードに切替えると、スイッチ
設定が初期化されます。

（ロジック・スイッチ設定画面）

（スイッチの選択）
 [ スイッチ A]、[ スイッチ B] の項目で、ロジック・スイッ
チに使用する 2つのスイッチを選択します。

 （選択方法は前ページのスイッチ選択方法を参照）
（組合せロジックの選択）
1. [ ロジック ] の項目にカーソルを移動します。
2. エディットダイヤルを押してデータ入力モードに切替
えます。

3. ダイヤル回転して、使用したい組合せロジックに切替
えます。

＊点滅表示となります。
4. エディットダイヤルを押すとロジックが変更されま
す。 

5. 画面上部の [ スイッチ ] にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押して、元の画面に戻ります。
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●ミキシング・ワーニング
"NON-DEFAULT CND."（警告音）
 状況：デフォルト（ノーマル）のフライト・コンディショ
ン以外のコンディションが設定されている場合で、ス
イッチ位置がデフォルトのコンディション以外の位置
にある場合。

 解除操作：スイッチをデフォルトのコンディションに
切替えるとワーニング表示が消えます。
＊スイッチを切替えずエディットダイヤルを押すと直
接ホーム画面に移動します。（この場合は安全のた
め電波は発射されません。）

"THROTTLE CUT"（警告音）＜飛行機・ヘリコプター＞
"IDLE DOWN"（警告音）＜飛行機・ヘリコプター＞
"AIRBRAKE"（警告音）＜飛行機＞
"SNAP ROLL"（警告音）＜飛行機＞
"THR HOLD"（警告音）＜ヘリコプター＞
"TRIM MIX1/2"（警告音）＜グライダー、グライダー＞
" モーター "（警告音）＜飛行機、グライダー＞
 状況：それぞれ、スロットル・カット機能、アイドル・
ダウン機能、エアー・ブレーキ機能、スナップ・ロール
機能、スロットル・ホールド機能、トリム・ミックス機能、
モーター機能のスイッチがONの位置にある場合。（オー
ト・モード機能がスタンバイ状態の場合も含む）

 解除操作：スイッチをOFF 側に切替えるとワーニング
表示が消えます。
＊スイッチを OFF にせずエディットダイヤルを押す
と直接ホーム画面に移動します。（この場合は安全
のため電波は発射されません。）

●トレーナー・メッセージ
"TRAINER STUDENT モード "
 状況：トレーナー機能の設定で生徒側に設定されてい
る場合。

 解除操作：エディットダイヤルを押すとホーム画面に移
動します。

●モデル・セレクト・エラー
"MODEL SELECT ERROR! THE MODEL DATA"
"IS NOT READ FROM THE MEMORY CARD."
"IT IS LOADED FROM INTERNAL MEMORY."
（警告音）
 状況：モデル・データが呼び出されていたmicro SD カー
ドを抜いていた場合。約 5秒間上記メッセージが表示
された後、本体側のモデル・データが自動的に呼び出
されます。

●バック・アップ・エラー
"THE BACKUP ERROR OCCURRED."
"DATA IS INITIALIZED."
"PLEASE TURN OFF THE"
"POWER スイッチ ."
（警告音）
 状況：電源 OFF 時の内部処理が終了する前に電池を抜
いたり、また何らかの理由で、設定データが破損して
しまっている場合。約 5秒間上記メッセージが表示さ
れた後、使用中のモデルデータは強制的に初期化され
ます。

 処置：使用中のモデル・データが破損したり、補正デー
タ等のシステム・データが破損している場合がありま
す。そのまま使用せず、弊社ラジコンカスタマーサー
ビス宛まで点検依頼してください。

●無操作時アラーム
"PLEASE TURN OFF POWER スイッチ "
 状況：スティック、ツマミ、スイッチが 30 分間全く操
作されなかった場合、強制的に電波は停止され、アラー
ム音とともに、画面上記メッセージが表示されます。

 解除操作：電源スイッチを一旦OFF とします。

電源ON時のワーニング表示／エラー表示について
FMT-03 送信機の電源を入れたとき、ミキシング機能の設定状態や何らかの異常がある場合に
LCD画面上にワーニング表示またはエラー表示が出る場合があります。それぞれの表示内容によ
り対処方法が異なります。下記の内容に従って安全を確認してから以降の操作を行ってください。
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このページは、参考資料です。通常使用しません。

FMT-03 はマルチコプター専用のスティックが装備されています。送信機の機能につきましても、マ
ルチコプタータイプが初期設定されています。また、トリムレバーがありません。よって、

FMT-03 は、一般的な RC飛行機、RCグライダー、RCヘリコプターの使用には適
しません。
ただし、モデルタイプ機能で、飛行機、グライダー、ヘリコプター機能を選択することが可能となっ
ています。
その機能についての説明がこの後の章です。
マルチコプター・タイプで使用する場合この後の章は不要です。

注意： FMT-03 は通常の RC模型用と異なりますので使用には適しません。スロットル・スティックがセルフ・
ニュートラル式で、手を放すとエンジン・モーターが勝手に中速回転してしまう危険性があります。
また、トリムレバーがないので、飛行中のトリム調整ができません。構造上ラチェット式スティック
への改造はできません。

飛行機、グライダー、ヘリコプター用モデル・メニュー
機能について
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このページは、参考資料です。通常使用しません。
飛行機／グライダー・チャンネル割り当て
この FMT-03 送信機の場合、リンケージ・メニューのモデル・タイプ選択機能で選択したタイプに応じて、

各ファンクションが最適な組み合わせにチャンネル割り当てされます。飛行機 / グライダーのチャンネル
割り当て（初期設定）は以下のとおりです。
＊ なお、リンケージ・メニューのファンクション機能の画面で設定されているチャンネルを確認できます。また、チャン
ネルの割り当てを変更することも可能です。詳しくは、ファンクション機能の説明をお読みください。

●ノーマル尾翼とＶ尾翼の場合

RX 
CH

1AIL 2AIL 2AIL+1FLAP 2AIL+2FLAP 2AIL+4FLAP 4AIL+2FLAP 4AIL+4FLAP

飛行機 グライ
ダー 飛行機 グライ

ダー 飛行機 グライ
ダー 飛行機 グライ

ダー 飛行機 グライ
ダー 飛行機 グライ

ダー 飛行機 グライ
ダー

1 エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

2 エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

3 スロッ
トル

モー
ター

スロッ
トル

モー
ター

スロッ
トル

モー
ター

スロッ
トル

モー
ター

スロッ
トル ラダー スロッ

トル ラダー スロッ
トル ラダー

4 ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー エルロ
ン 2 ラダー エルロ

ン 2 ラダー エルロ
ン 2

5 ギヤ AUX6 ギヤ AUX6 ギヤ AUX6 エルロ
ン 2

エルロ
ン 2 ギヤ フラッ

プ ギヤ エルロ
ン 3 ギヤ エルロ

ン 3

6 エアブ
レーキ

エアブ
レーキ

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

フラッ
プ

フラッ
プ

エルロ
ン 2

フラッ
プ 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 4

エルロ
ン 2

エルロ
ン 4

7 AUX5 AUX5 AUX5 AUX5 フラッ
プ

フラッ
プ

フラッ
プ 2

フラッ
プ 2

フラッ
プ

フラッ
プ 3

エルロ
ン 3

フラッ
プ

エルロ
ン 3

フラッ
プ

8 AUX4 AUX4 AUX4 AUX4 AUX5 AUX5 ギヤ AUX6 フラッ
プ 2

フラッ
プ 4

エルロ
ン 4

フラッ
プ 2

エルロ
ン 4

フラッ
プ 2

9 AUX3 AUX3 AUX3 AUX3 AUX4 AUX4 AUX5 AUX5 フラッ
プ 3

モー
ター

フラッ
プ

モー
ター

フラッ
プ

フラッ
プ 3

10 AUX2 AUX2 AUX2 AUX2 AUX3 AUX3 AUX4 AUX4 フラッ
プ 4 AUX6 フラッ

プ 2 AUX6 フラッ
プ 2

フラッ
プ 4

11 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX2 AUX2 AUX3 AUX3 AUX5 AUX5 AUX5 AUX5 フラッ
プ 3

モー
ター

12 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX2 AUX2 AUX4 AUX4 AUX4 AUX4 フラッ
プ 4 AUX6

13 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX3 AUX3 AUX3 AUX3 AUX5 AUX5

14 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX2 AUX2 AUX2 AUX2 AUX4 AUX4

15 AUX1 AUX1 AUX1 バタフ
ライ AUX1 バタフ

ライ AUX1 バタフ
ライ AUX1 バタフ

ライ AUX1 バタフ
ライ AUX3 バタフ

ライ

16 AUX1 AUX1 キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

DG1 SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW

DG2 SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW

FASSTest 12CH
FASSTest 18CH       FASST M

ULT

出
力
可
能
Ｃ
Ｈ

シ
ス
テ
ム
別

飛行機／グライダー

V尾翼ノーマル

エレベータ 1サーボ
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このページは、参考資料です。通常使用しません。

RX 
CH

1AIL 2AIL 2AIL+1FLAP 2AIL+2FLAP 2AIL+4FLAP 4AIL+2FLAP 4AIL+4FLAP

飛行機 グライ
ダー 飛行機 グライ

ダー 飛行機 グライ
ダー 飛行機 グライ

ダー 飛行機 グライ
ダー 飛行機 グライ

ダー 飛行機 グライ
ダー

1 エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

エルロ
ン

2 エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

3 スロッ
トル

モー
ター

スロッ
トル

モー
ター

スロッ
トル

モー
ター

スロッ
トル

モー
ター

スロッ
トル

モー
ター

スロッ
トル

モー
ター

スロッ
トル

モー
ター

4 ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー

5 ギヤ AUX6 ギヤ AUX6 エレベータ 2
エレベー
タ 2

エレベー
タ 2

エレベー
タ 2

エレベー
タ 2

エレベー
タ 2

エレベー
タ 2

エレベー
タ 2

エレベー
タ 2

エレベー
タ 2

6 エアブ
レーキ

エアブ
レーキ

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

エルロ
ン 2

7 エレベー
タ 2

エレベー
タ 2

エレベー
タ 2

エレベー
タ 2

フラッ
プ

フラッ
プ

フラッ
プ

フラッ
プ

フラッ
プ

フラッ
プ

エルロ
ン 3

エルロ
ン 3

エルロ
ン 3

エルロ
ン 3

8 AUX5 AUX5 AUX5 AUX5 ギヤ AUX6 フラッ
プ 2

フラッ
プ 2

フラッ
プ 2

フラッ
プ 2

エルロ
ン 4

エルロ
ン 4

エルロ
ン 4

エルロ
ン 4

9 AUX4 AUX4 AUX4 AUX4 AUX5 AUX5 ギヤ AUX6 フラッ
プ 3

フラッ
プ 3

フラッ
プ

フラッ
プ

フラッ
プ

フラッ
プ

10 AUX3 AUX3 AUX3 AUX3 AUX4 AUX4 AUX5 AUX5 フラッ
プ 4

フラッ
プ 4

フラッ
プ 2

フラッ
プ 2

フラッ
プ 2

フラッ
プ 2

11 AUX2 AUX2 AUX2 AUX2 AUX3 AUX3 AUX4 AUX4 ギヤ AUX6 ギヤ AUX6 フラッ
プ 3

フラッ
プ 3

12 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX2 AUX2 AUX3 AUX3 AUX5 AUX5 AUX5 AUX5 フラッ
プ 4

フラッ
プ 4

13 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX2 AUX2 AUX4 AUX4 AUX4 AUX4 ギヤ AUX6

14 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX3 AUX3 AUX3 AUX3 AUX5 AUX5

15 AUX1 AUX1 AUX1 バタフ
ライ AUX1 バタフ

ライ AUX1 バタフ
ライ AUX2 バタフ

ライ AUX2 バタフ
ライ AUX4 バタフ

ライ

16 AUX1 AUX1 キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

キャン
バ

DG1 SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW

DG2 SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW

●エルベータ（エレベータ 2サーボ）の場合
飛行機／グライダー

エレベータ 2サーボ

FASSTest 12CH
FASSTest 18CH       FASST M

ULT

出
力
可
能
Ｃ
Ｈ

シ
ス
テ
ム
別
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このページは、参考資料です。通常使用しません。

●無尾翼機の場合

RX 
CH

2AIL 2AIL+1FLAP 2AIL+2FLAP 2AIL+4FLAP 4AIL+2FLAP 4AIL+4FLAP

飛行機 グライ
ダー 飛行機 グライ

ダー 飛行機 グライ
ダー 飛行機 グライ

ダー 飛行機 グライ
ダー 飛行機 グライ

ダー

1 エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン

2 AUX4 AUX4 AUX4 AUX4 AUX4 AUX4 エルロン
2

エルロン
2

エルロン
2

エルロン
2

エルロン
2

エルロン
2

3 スロット
ル モーター スロットル モーター スロットル モーター スロットル モーター スロットル モーター スロットル モーター

4 ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー

5 ギヤ AUX6 ギヤ AUX6 エルロン
2

エルロン
2 フラップ フラップ エルロン3

エルロン
3

エルロン
3

エルロン
3

6 エルロン
2

エルロン
2

エルロン
2

エルロン
2 フラップ フラップ フラップ2

フラップ
2

エルロン
4

エルロン
4

エルロン
4

エルロン
4

7 AUX5 AUX5 フラップ フラップ フラップ2
フラップ
2

フラップ
3

フラップ
3 フラップ フラップ フラップ フラップ

8 AUX3 AUX3 AUX5 AUX5 ギヤ AUX6 フラップ
4

フラップ
4

フラップ
2

フラップ
2

フラップ
2

フラップ
2

9 AUX2 AUX2 AUX3 AUX3 AUX5 AUX5 AUX4 AUX4 AUX4 AUX4 フラップ
3

フラップ
3

10 AUX1 AUX1 AUX2 AUX2 AUX3 AUX3 ギヤ AUX6 ギヤ AUX6 フラップ
4

フラップ
4

11 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX2 AUX2 AUX5 AUX5 AUX5 AUX5 AUX4 AUX4

12 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX3 AUX3 AUX3 AUX3 ギヤ AUX6

13 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX1 AUX2 AUX2 AUX2 AUX2 AUX5 AUX5

14 AUX1 AUX1 AUX1 バタフラ
イ AUX1 バタフラ

イ AUX1 バタフラ
イ AUX1 バタフラ

イ AUX3 バタフラ
イ

15 キャンバ キャンバ キャンバ キャンバ キャンバ キャンバ キャンバ キャンバ キャンバ キャンバ キャンバ キャンバ

16 エレベータ
エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

エレベー
タ

DG1 SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW

DG2 SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW SW

飛行機／グライダー

無尾翼機

FASSTest 12CH
FASSTest 18CH       FASST M

ULT

出
力
可
能
Ｃ
Ｈ

シ
ス
テ
ム
別



114 ＜モデル・メニュー機能：飛行機・グライダー＞

このページは、参考資料です。通常使用しません。

●無尾翼機ウイングレット 2 ラダーの場合

RX 
CH

2AIL 2AIL+1FLAP 2AIL+2FLAP 2AIL+4FLAP 4AIL+2FLAP 4AIL+4FLAP

飛行機 グライ
ダー 飛行機 グライ

ダー 飛行機 グライ
ダー 飛行機 グライ

ダー 飛行機 グライ
ダー 飛行機 グライ

ダー

1 エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン エルロン

2 ラダー 2 ラダー 2 ラダー 2 ラダー 2 ラダー 2 ラダー 2 エルロン2
エルロン
2

エルロン
2

エルロン
2

エルロン
2

エルロン
2

3 スロット
ル モーター スロットル モーター スロットル モーター スロットル モーター スロットル モーター スロットル モーター

4 ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー ラダー

5 ギヤ AUX6 ギヤ AUX6 エルロン
2

エルロン
2 フラップ フラップ エルロン3

エルロン
3

エルロン
3

エルロン
3

6 エルロン
2

エルロン
2

エルロン
2

エルロン
2 フラップ フラップ フラップ2

フラップ
2

エルロン
4

エルロン
4

エルロン
4

エルロン
4

7 AUX5 AUX5 フラップ フラップ フラップ2
フラップ
2

フラップ
3

フラップ
3 フラップ フラッ

プ
フラッ
プ

フラッ
プ

8 AUX3 AUX3 AUX5 AUX5 ギヤ AUX6 フラップ
4

フラップ
4

フラップ
2

フラップ
2

フラップ
2

フラップ
2

9 AUX2 AUX2 AUX3 AUX3 AUX5 AUX5 ラダー 2 ラダー 2 ラダー 2 ラダー 2 フラップ 3
フラッ
プ 3
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このページは、参考資料です。通常使用しません。

＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

モデル・メニュー機能　　　　　　　　     【飛行機、グライダー】
このモデル・メニュー機能（飛行機、グライダー）

のセクションでは、飛行機またはグライダーのモデ
ル・タイプが選択されている場合に使用可能な専用
ミキシング等を説明します。
あらかじめ、リンケージ・メニューのモデル・

タイプ選択機能で使用する機体に合わせて、モデ
ル・タイプ、主翼タイプ、および尾翼タイプを設定
してください。
注意：後から別のモデルタイプを選択し直すと、、ミ

キシング機能等で設定したデータがリセットさ
れてしまいます。

これらの専用ミキシングは必要によりフライト・
コンディション毎の設定が可能です。スイッチやス
ティックのポジション等でコンディション毎の設

定を切り替えて使用したい場合は、コンディション
選択機能でフライト・コンディションを追加してく
ださい。（最大 8コンディション迄使用可能）
注意： なお、この FMT-03 の場合、飛行機およびグラ

イダーのモデル・タイプについては、同様の主
翼タイプの機体に対応できるように設計されて
います。

 一部の専用機能を除いて、飛行機およびグライ
ダーに共通の機能については、モデル・タイプ
に関係なくまとめて説明してあります。

 また、使用する主翼タイプによって、サーボ数
などの違いにより設定項目が異なりますが、読
み替えてください。取扱説明書の設定画面は代
表例を使用しています。

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が
異なります。）

AIL（エルロン）ディファレンシャル
左右エルロンの調整。ロール軸の補正、VR での
微調整も可能でフライトしながらの設定に便利。
【飛行機／グライダー、2エルロン以上】
フラップ　セッテイ
各フラップを個別に調整できます。4フラップ
機体の場合、キャンバ・フラップをブレーキ・
フラップに連動可能。
【飛行機／グライダー、2フラップ以上】

エルロン→キャンバ FLP
キャンバフラップをエルロンモードで動作させ
るミキシング。ロール軸の運動性能の改善。
【飛行機／グライダー、2エルロン +2フラップ以上】

＊【　】内は対応モデルを示します。モデル・メニュー機能一覧
エルロン→ブレーキ FLP
ブレーキフラップをエルロンモードで動作させ
るミキシング。ロール軸の運動性能の改善。
【飛行機／グライダー、4フラップ以上】
エルロン→ラダー
エルロン操作にラダー動作を連動させたい場合
に使用。浅いバンク角での旋回が可能。
【飛行機／グライダー、2エルロン +2フラップ以上】
エアブレーキ→ ELE
着陸時のエアブレーキ（スポイラー）操作の補
正に使用。【飛行機／グライダー、全般】

ラダー→エルロン
スタント機のロール系演技、ナイフ・エッジ等

●ホーム画面に表示された [ モデル ]を選択して下記のメ
ニューを呼び出します。

●設定したい機能にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押して設定画面を呼び出します。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動

設定画面の呼出
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のクセ取りに使用。【飛行機／グライダー、全般】

キャンバ・ミキシング
キャンバの調整およびエレベータでの補正。
【飛行機／グライダー、2エルロン以上】
エレベータ→キャンバ
エレベータ操作にキャンバを連動させたいときに
使用。エレベータアップ時の揚力アップが可能。
【飛行機／グライダー、2エルロン 2フラップ以上】
キャンバ FLP → ELE
キャンバフラップ使用時の姿勢変化の補正に使用。
【飛行機／グライダー、2エルロン +1フラップ以上】
バタフライ
強いブレーキ動作が必要なときに使用。
【グライダー、2エルロン以上】
トリム・ミックス 1/2
エルロン、エレベータ、フラップについて、ト
リムのオフセット量をスイッチまたはコンディ
ション選択で呼び出し可能。
【グライダー、2エルロン以上】
エアブレーキ
着陸または飛行中のダイブ等でエアブレーキが
必要な場合に使用。【飛行機、全般】

ジャイロ
GYA シリーズジャイロ使用時の専用ミキシン
グ。【飛行機／グライダー、全般】

V テール
V 尾翼機の場合のエレベータ、ラダー調整。
【飛行機／グライダー、Vテール仕様】
エルベータ
エルベータ機の場合のエレベータ、エルロンの
調整。【飛行機／グライダー、エルベータ仕様】

ウイングレット
ウイングレット機の場合の左右ラダーの調整。
【飛行機／グライダー、ウイングレット仕様】
モーター
F5B 等の EP グライダーでスイッチでモーター
をスタートさせる場合の動作スピードの設定が
可能。【EP グライダー、全般】

ラダー→エレベータ
スタント機のロール系演技、ナイフ・エッジ等
のクセ取りに使用。【飛行機、全般】

スナップ・ロール
スナップロールのスイッチ選択および各舵の舵
角調整。更にサーボのスピード調整も可能。
【飛行機、全般】

エアブレーキ

ラダー 1
(ウイングレット)

エルロン 3
(チップ・エルロン)

エルロン 4
(チップ・エルロン)

エルロン 1
(メイン・エルロン)

エルロン 2
(メイン・エルロン)

フラップ 2
(キャンバ FLP)

フラップ 1
(キャンバ FLP)

エレベータ
(ラダー 2)

ラダー 
(エレベータ 2)

フラップ 3
(ブレーキFLP)

フラップ 4
(ブレーキFLP)

ラダー 2
(ウイングレット)
無尾翼機の場合無尾翼機の場合

Vテールの場合

エレベータ
エレベータ 2 エルロン 5 エルロン 6

エルベータの場合(                    ) エルベータの場合(              )
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

左右エルロンの差動調整を個別に行うことがで
きます。また、微調整コントロールを設定すること
により、飛行状態に応じて差動量を調整できます。
●微調整のカーブが設定できます。

＜ウイング・タイプ：4エルロン画面＞
＊表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより
画面が異なります。

設定方法

エルロン・ディファレンシャル　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー／無尾翼機、
2エルロン以上

●微調整カーブの設定

●エルロン左右の調整

エルロン 3
(チップ・エルロン)

エルロン 4
(チップ・エルロン)

エルロン 1
(メイン・エルロン)

エルロン 2
(メイン・エルロン)

＊ボリューム等を設定
することでグラフが
動作します。

●モデル・メニューで [AIL ディファレンシャル]を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び
出します。

●微調整用コントロールを設定する場合、[ ファインチュ
－ニング ] の設定項目（[--]）にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押して選択画面を呼び出し、ダイヤ
ル回転して調整用のコントロールを選択します。

 選択後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

 調整量はカーブ設定画面で設定できます。
 [ カーブ ] にカーソル（反転表示）を移動し、エディッ
トダイヤルを押してカーブ画面を呼び出します。

● エルロン 1～ 4 の左（または右）の設定項目にカーソ
ルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力
モードに切り替えます。ダイヤル回転してスティック
左（または右）に切ったときの舵角をそれぞれ個別に
調整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。
＊エルロン・ディファレンシャル設定画面からエルロ
ンAFR画面を直接呼び出すことができます。[AIL-AFR]
にカーソル（反転表示）を移動し、エディットダイ
ヤルを押して呼び出します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●微調整用コントロール
の設定 ●エルロン操作の AFR 調整をする場合に

AFR 画面を直接呼び出せます。

●グループ／シングル・モード切替

●レート A、レート B
で全体を調整

●カーブ設定画面を表示
させます。
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

ウイング・タイプに応じて各フラップ（キャンバ・
フラップ：FLP1/2、ブレーキ・フラップ：FLP3/4）
のアップ／ダウンの動作量をサーボ毎に個別に調
整できます。
●各フラップの動作基準点の移動が可能
また、4フラップ機体の場合、キャンバ・フラッ

プをブレーキ・フラップに連動させることが可能で
す。（ブレーキ・フラップ→キャンバ・フラップ）
●ON/OFF スイッチを設定可能。

フラップセッテイ　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー／無尾翼機、
2フラップ以上

設定方法

●動作基準点の移動

●アップ側／ダウン
側の調整

フラップ 2
(キャンバ FLP)

フラップ 1
(キャンバ FLP)

フラップ 3
(ブレーキFLP)

フラップ 4
(ブレーキFLP)

●ブレーキ・フラップ→キャンバ・フラップを使用する
場合は、[ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、左
にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、エ
ディットダイヤルを押して機能を有効にします。

 スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動しエディットダイヤルを押して、選択
画面を呼び出して、スイッチの選択および ON方向を
設定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

●モデル・メニューで [ フラップセッテイ ]を選
択し、エディットダイヤルを押して、下記の設
定画面を呼び出します。

（キャンバ・フラップ設定画面）

（ブレーキ・フラップ設定画面）

（ブレーキ・フラップ→キャンバ・フラップ設定画面）

● ウイング・タイプに応じてフラップ（FLP）1～ 4のアッ
プ、ダウンの設定項目にカーソルを移動して、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して動作量を個別に調整します。調整後、
エディットダイヤルを押してカーソル移動モードに切り
替えます。

●各フラップの動作基準点の移動は、対応する [ オフセッ
ト ] 設定項目にカーソルを移動して、エディットダイ
ヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。ダイ
ヤル回転して基準点を移動してください。調整後、エ
ディットダイヤルを押してカーソル移動モードに切り
替えます。

（ブレ キ フラップ→キャンバ フラップ設定画面）

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●グループ／シングル・
モード切替
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

キャンバ・フラップ（FLP1/2）をエルロン・モー
ドで動作させるミキシングです。エルロン・ス
ティック操作時、エルロンとキャンバ・フラップが
同時にエルロン動作し、ロール軸の運動性能が改善
されます。
●フラップ・サーボ毎にエルロン左右のミキシング量
を調整可能

●ミキシング・カーブが設定可能
●ON/OFF スイッチを設定可能。
●リンク設定可能：他のミキシングとリンクされます。

エルロン→キャンバ FLP 　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー／無尾翼機、
2エルロン＋ 2フラップ以上

設定方法

●ミキシング・カーブの設定

フラップ 2
(キャンバ FLP)

フラップ 1
(キャンバ FLP)

エルロン 3
(チップ・エルロン)

エルロン 4
(チップ・エルロン)

エルロン 1
(メイン・エルロン)

エルロン 2
(メイン・エルロン)

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

●モデル・メニューで [ エルロン→キャンバ FLP]
を選択し、エディットダイヤルを押して、下記
の設定画面を呼び出します。

●グループ／シングル・
モード切替

●ミキシング・カーブの設定が可能
 
●リンクを設定する場合、[ リンク ] の設定項目にカーソ
ルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力
モードに切り替えます。左にダイヤル回転して、[ON]
の点滅表示としてから、エディットダイヤルを押して
リンクをONにします。

● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、
エディットダイヤルを押して機能を有効にします。

●スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動しエディットダイヤルを押して、選択
画面を呼び出してスイッチの選択および ON方向を設
定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●フラップ・サーボ毎の左右の設定項目にカーソルを移
動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モード
に切り替えます。ダイヤル回転してミキシング量を調
整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。
＊リンケージによりミキシング方向が逆の場合はミキ
シング量の極性を変えることにより調整可能。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●フラップサーボ毎の調整

●レート A、レート Bで全体を調整
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

ブレーキ・フラップ（FLP3/4）をエルロン・モード
で動作させるミキシングです。エルロン・スティック
操作時、エルロンとブレーキ・フラップが同時にエル
ロン動作し、ロール軸の運動性能が改善されます。
●フラップ・サーボ毎にエルロン左右のミキシング量
を調整可能

●ミキシング・カーブが設定可能
●スイッチを設定することにより、フライト中にミキ
シングをON/OFF 可能（[--] 設定で常時ON）

●リンク設定可能：他のミキシングとリンクされます。

エルロン→ブレーキ FLP 　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー、4フラッ
プ以上

フラップ 3
(ブレーキFLP)

フラップ 4
(ブレーキFLP)

エルロン 3
(チップ・エルロン)

エルロン 4
(チップ・エルロン)

エルロン 1
(メイン・エルロン)

エルロン 2
(メイン・エルロン)

●モデル・メニューで [ エルロン→ブレーキ FLP]
を選択し、エディットダイヤルを押して、下記
の設定画面を呼び出します。

●ミキシング・カーブの設定

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

●グループ／シングル・
モード切替

設定方法
●ミキシング・カーブの設定が可能
 
●リンクを設定する場合、[ リンク ] の設定項目にカーソ
ルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力
モードに切り替えます。左にダイヤル回転して、[ON]
の点滅表示としてから、エディットダイヤルを押して
リンクをONにします。

● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、
エディットダイヤルを押して機能を有効にします。

●スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動しエディットダイヤルを押して、選択
画面を呼び出してスイッチの選択および ON方向を設
定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●フラップ・サーボ毎の左右の設定項目にカーソルを移
動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モード
に切り替えます。ダイヤル回転してミキシング量を調
整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。
＊リンケージによりミキシング方向が逆の場合はミキ
シング量の極性を変えることにより調整可能。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●フラップサーボ毎の調整

●レート A、レート Bで全体を調整



121＜モデル・メニュー機能：飛行機・グライダー＞

このページは、参考資料です。通常使用しません。

＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

エルロン操作にラダー動作を連動させたい場合
に使用します。浅いバンク角での旋回が可能となり
ます。
●ミキシング・カーブが設定可能
●スイッチを設定することにより、フライト中にミキ
シングをON/OFF 可能（[--] 設定で常時ON）

●ボリュームを設定することによりミキシング量の微
調整が可能

エルロン→ラダー　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー／無尾翼機、全般

設定方法

ラダー 2 ラダー 

Vテールの場合

ラダー 

ラダー 2
ウイングレット
無尾翼機の場合

ラダー 1
ウイングレット
無尾翼機の場合

エルロン 3
(チップ・エルロン)

エルロン 4
(チップ・エルロン)

エルロン 1
(メイン・エルロン)

エルロン 2
(メイン・エルロン)

(                ) (                )

●モデル・メニューで [ エルロン→ラダー ]を選
択し、エディットダイヤルを押して、下記の設
定画面を呼び出します。

●ミキシング・カーブの設定

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

●グループ／シングル・
モード切替

[ 微調整ボリュームの動作モード ]
[LIN.]：
ボリュームのセンターでミキシング微調整量 0%
ボリュームを左右に回すとミキシング量が増減します。
[ATL+]：ボリュームの左端または右端でミキシング微調
整量 0%  ボリュームを回すとミキシング量が増えます。
[ATL-]：[ATL+] の左右反転動作。
[SYM.]：
ボリューム、ニュートラルで微調整量 0%  左右に回す
とミキシング量が増えます。

● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、
エディットダイヤルを押して機能を有効にします。

●スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動しエディットダイヤルを押して、選択
画面を呼び出してスイッチの選択および ON方向を設
定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●微調整ボリュームを設定する場合は、" コントロール "
の設定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押して選択画面を呼び出して選択します。また、ボ
リュームの動作モードおよび調整量を設定できます。

 （微調整ボリュームの設定方法は資料説明を参照）
●ミキシング・カーブの設定が可能
 

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●レート A、レート Bで全体を調整

●微調整ボリュームの設定

●調整量の設定

（ボリュームを選択すると、
動作モードの設定項目が現
れます。）

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。



122 ＜モデル・メニュー機能：飛行機・グライダー＞

このページは、参考資料です。通常使用しません。

＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

エアブレーキ（スポイラー）操作にエレベータ
を連動させたい場合に使用します。着陸時のエアブ
レーキ操作時の頭下げをエレベータ・アップで補正
するミキシングです。
＊この機能はリンケージ・メニュー内のファンクショ
ン機能でエアブレーキが割り付けられていないと動
作しません。

●エレベータ・サーボ毎のレート 1側／レート 2側の
ミキシング量を調整可能

●ミキシング・カーブが設定可能
●スイッチを設定することにより、フライト中にミキ
シングをON/OFF 可能（[--] 設定で常時ON）

●ボリュームを設定することによりミキシング量の微
調整が可能

エアブレーキ→ ELE 　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー／無尾翼機、
全般

エアブレーキ

エレベータ
エレベータ 2

Vテールの場合

エレベータ エレベータ 2
エルベータの場合(                 )

●モデル・メニューで [ エアブレーキ→ ELE]を選
択し、エディットダイヤルを押して、下記の設
定画面を呼び出します。

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

●グループ／シングル・
モード切替

●ミキシング・カーブの設定

●エレベータ・サーボ
毎のレート調整

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●レート A、レート B
で全体を調整

●微調整ボリュームの設定

●調整量の設定

（ボリュームを選択すると、
動作モードの設定項目が現
れます。）



123＜モデル・メニュー機能：飛行機・グライダー＞

このページは、参考資料です。通常使用しません。
設定方法
● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、
エディットダイヤルを押して機能を有効にします。

●スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動しエディットダイヤルを押して、選択
画面を呼び出してスイッチの選択および ON方向を設
定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●微調整ボリュームを設定する場合は、" コントロール "
の設定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押して選択画面を呼び出して選択します。また、ボ
リュームの動作モードおよび調整量を設定できます。

 （微調整ボリュームの設定方法は資料説明を参照）
●ミキシング・カーブの設定が可能
 

[ 微調整ボリュームの動作モード ]
[LIN.]：
ボリュームのセンターでミキシング微調整量 0%
ボリュームを左右に回すとミキシング量が増減します。
[ATL+]：ボリュームの左端または右端でミキシング微調
整量 0%  ボリュームを回すとミキシング量が増えます。
[ATL-]：[ATL+] の左右反転動作。
[SYM.]：
ボリューム、ニュートラルで微調整量 0%  左右に回す
とミキシング量が増えます。



124 ＜モデル・メニュー機能：飛行機・グライダー＞

このページは、参考資料です。通常使用しません。

＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

ラダー操作にエルロン動作を連動させたい場合
に使用します。スタント機のロール系演技、ナイ
フ・エッジ等でラダーを打ったときのクセ取りに使
用します。
●ミキシング・カーブが設定可能
●スイッチを設定することにより、フライト中にミキ
シングをON/OFF 可能（[--] 設定で常時ON）

●リンクを設定可能：他のミキシングとリンクされます。
●ボリュームを設定することによりミキシング量の微
調整が可能

ラダー→エルロン　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー／無尾翼機、
全般

ラダー 2 ラダー 

Vテールの場合

ラダー 

エルロン 3
(チップ・エルロン)

エルロン 4
(チップ・エルロン)

エルロン 1
(メイン・エルロン)

エルロン 2
(メイン・エルロン)

ラダー 1
ウイングレット
無尾翼機の場合(                )

ラダー 1
ウイングレット
無尾翼機の場合(                )

●モデル・メニューで [ ラダー→エルロン ]を選択し、エディッ
トダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

●グループ／シングル・
モード切替

●ミキシング・カーブの設定

設定方法
● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、
エディットダイヤルを押して機能を有効にします。

●スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動しエディットダイヤルを押して、選択
画面を呼び出してスイッチの選択および ON方向を設
定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●微調整ボリュームを設定する場合は、" コントロール "
の設定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押して選択画面を呼び出して選択します。また、ボ
リュームの動作モードおよび調整量を設定できます。

 （微調整ボリュームの設定方法は資料説明を参照）
●ミキシング・カーブの設定が可能
 

例を します デ タイプ より が異なります

[ 微調整ボリュームの動作モード ]
[LIN.]：
ボリュームのセンターでミキシング微調整量 0%
ボリュームを左右に回すとミキシング量が増減します。
[ATL+]：ボリュームの左端または右端でミキシング微調
整量 0%  ボリュームを回すとミキシング量が増えます。
[ATL-]：[ATL+] の左右反転動作。
[SYM.]：
ボリューム、ニュートラルで微調整量 0%  左右に回す
とミキシング量が増えます。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

●リンクを設定する場合、[ リンク ] の設定項目にカーソ
ルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力
モードに切り替えます。左にダイヤル回転して、[ON]
の点滅表示としてから、エディットダイヤルを押して
リンクをONにします。

データ入力
モード切替

●レート A、レート B
で全体を調整

●微調整ボリュームの設定

●調整量の設定

（ボリュームを選択すると、
動作モードの設定項目が現
れます。）



125＜モデル・メニュー機能：飛行機・グライダー＞

このページは、参考資料です。通常使用しません。

＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

主翼のキャンバ（エルロン、キャンバ・フラップ、
ブレーキ・フラップ）をネガティブやポジティブ
に操作するキャンバ操作の AFR レート調整が可能。
また、エルロン、フラップ、およびエレベータのレー
トを個別にカーブで調整が可能で、キャンバ操作に
よる姿勢変化を補正することができます。

●エルロン、フラップ、エレベータ・サーボ毎にアッ
プ側／ダウン側のレートをカーブで調整可能：リン
ケージによりミキシング方向が逆の場合はレートの
極性を変えることにより調整可能。

●スイッチを設定することにより、フライト中にミキ
シングをON/OFF 可能（[--] 設定で常時ON状態）

●コンディション毎にディレィを設定できます。ディレィ
機能をOFF できるカット・スイッチの設定も可能。

●エルロン、フラップ、エレベータ毎にサーボ・スピー
ドの調整ができます。（IN側 /OUT 側）

キャンバ・ミキシング　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー／無尾翼機、
2エルロン以上

（カーブ／レート設定画面）

●モデル・メニューで [ キャンバ・ミキシング ]
を選択し、エディットダイヤルを押して、下記
の設定画面を呼び出します。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●サーボ・スピードの設定
（設定方法については資料説
明を参照）

●キャンバ AFR 設定画面の呼び出し
（設定方法については AFR 機能を参照） 

●コンディションディ
レィの設定

●コンディションディ
レィのカット・ス
イッチ

●エルロンのレート
調整

●レート A、レート B
で全体を調整

●グループ／シングル・
モード切替

●ミキシング・カーブの設定



126 ＜モデル・メニュー機能：飛行機・グライダー＞

このページは、参考資料です。通常使用しません。
設定方法

押して、選択画面を呼び出してスイッチの選択および
ON方向を設定します。（[--] 設定で常時ON）

 （コンディションディレイについては資料説明を参照し
てください）

●キャンバ AFR 画面の呼び出し
 [ キャン AFR] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押して、キャンバ AFR 画面を呼び出しま
す。（設定方法については AFR 機能を参照） 

（カーブ／レート設定画面）
●エルロン、フラップ、およびエレベータのカーブ／レー
ト画面を呼び出して調整します。

 それぞれの画面で、各サーボのレートおよびカーブが
設定できます。

 また、サーボ・スピードの調整が可能です。

エルロン 3
(チップ・エルロン)

エルロン 4
(チップ・エルロン)

エルロン 1
(メイン・エルロン)

エルロン 2
(メイン・エルロン)

フラップ 2
(キャンバ FLP)

フラップ 1
(キャンバ FLP)

エレベータ
エレベータ 2

フラップ 3
(ブレーキFLP)

フラップ 4
(ブレーキFLP)

Vテールの場合

エレベータ エレベータ 2
エルベータの場合(                 )

● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、
エディットダイヤルを押して機能を有効にします。

●スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動しエディットダイヤルを押して、選択
画面を呼び出してスイッチの選択および ON方向を設
定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●コンディション・ディレィを設定する場合は、[COND. 
ディレィ ] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転してディレィ量を設定します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

 また、カット・スイッチを設定する場合は、[CUT-SW]
の設定項目にカーソルを移動しエディットダイヤルを



127＜モデル・メニュー機能：飛行機・グライダー＞

このページは、参考資料です。通常使用しません。

＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exit ボ
タンを押します。

エレベータの操作にキャンバを連動させたい場
合に使用します。エレベータ・アップでフラップ
が下がるようにミキシングを使用すると、エレベー
タ・アップ時に揚力を増大させることができます。
（無尾翼機の場合、このミキシングをONにしない
と、エレベータ動作ができません。）

●ミキシング・カーブが設定可能
●スイッチを設定することにより、フライト中にミキ
シングをON/OFF 可能（[--] 設定で常時ON）

●ボリュームを設定することによりミキシング量の微
調整が可能

エレベータ→キャンバ　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー／無尾翼機、
2エルロン以上

●ミキシング・カーブ
の設定

（エルロン、フラップの
レート調整画面）

●モデル・メニューで [ エレベータ→キャンバ ]
を選択し、エディットダイヤルを押して、下記
の設定画面を呼び出します。

（表示画面は一例を示します。
モデル・タイプにより画面
が異なります。）

●グループ／シングル・
モード切替

設定方法
●微調整ボリュームを設定する場合は、" コントロール "
の設定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押して選択画面を呼び出して選択します。また、ボ
リュームの動作モードおよび調整量を設定できます。

 （微調整ボリュームの設定方法は資料説明を参照）
●ミキシング・カーブの設定が可能
 

● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、
エディットダイヤルを押して機能を有効にします。

●スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動しエディットダイヤルを押して、選択
画面を呼び出してスイッチの選択および ON方向を設
定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

●レート A、レート B
で全体を調整

●微調整ボリュームの設定

●調整量の設定

（ボリュームを選択する
と、動作モードの設定項
目が現れます。）

データ入力
モード切替
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

キャンバ・フラップ（スピード・フラップ）を
使用したときに発生する姿勢変化（エレベータ方
向）を補正するために使用します。
●エレベータ・サーボのアップ側／ダウン側のレートを
調整可能：リンケージによりミキシング方向が逆の場
合はレートの極性を変えることにより調整可能。

●ミキシング・カーブが設定可能
●スイッチを設定することにより、フライト中にミキ
シングをON/OFF 可能（[--] 設定で常時ON）

●ボリュームを設定することによりミキシング量の微
調整が可能

キャンバ FLP → ELE [ 対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー／無尾翼機、
2エルロン＋ 1フラップ以上

設定方法

●エレベータのレート
調整

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。
＊リンケージによりミキシング方向が逆の場合は極性
を変えることにより調整可能。

●微調整ボリュームを設定する場合は、" コントロール "
の設定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押して選択画面を呼び出して選択します。また、ボ
リュームの動作モードおよび調整量を設定できます。

 （微調整ボリュームの設定方法は資料説明を参照）
●ミキシング・カーブの設定が可能
 

フラップ 2
(キャンバ FLP)

フラップ 1
(キャンバ FLP)

エレベータ
エレベータ 2

エレベータ エレベータ 2
エルベータの場合(                 )

Vテールの場合

●ミキシング・カーブ
の設定

●モデル・メニューで [ キャンバ FLP → ELE]を
選択し、エディットダイヤルを押して、下記の
設定画面を呼び出します。

●グループ／シングル・
モード切替

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して [ACT] の点滅表示とし、エディッ
トダイヤルを押して機能を有効にします。

●スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押して選択
画面を呼び出してから、スイッチの選択および ON方
向を設定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●エレベータ・サーボの [ レート 1]、[ レート 2] の設定項
目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押して
データ入力モードに切り替えます。ダイヤル回転して
ミキシング量を調整します。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●レート A、レート Bで全体を調整

●微調整ボリュームの設定

●調整量の設定

（ボリュームを選択すると、
動作モードの設定項目が現
れます。）
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

この機能は左右のエルロンを上方に、フラップ
（キャンバ・フラップ、ブレーキ・フラップ）を下
方に同時に操作することにより、強いブレーキ動作
を可能にします。このとき、エルロンおよびフラッ
プもバタフライ・ミキシングに重ねて操作が可能で
す。また、バタフライ・ミキシング動作時の機体の
姿勢変化をエレベータで補正できます。
●エルロン、フラップ・サーボ毎にミキシング・レー
トを調整可能

●スイッチを設定することにより、フライト中にミキ
シングをON/OFF 可能（[--] 設定で常時ON）

●バタフライの動作基準点の移動が可能：変更したい
位置に操作した状態で、カーソルを [ オフセット ] の
位置に移動して、エディットダイヤルを押すと基準
点が移動します。ただし、基準点をオフセットしす
ぎると思わぬ動作になることがありますので注意し
てください。

●エルロン、フラップ動作のスピード調整ができます。
（IN側 /OUT 側）
●差動量の調整が可能。
●コンディション毎にディレィを設定できます。ディレィ
機能をOFF できるカット・スイッチの設定も可能。

●エレベータ補正が可能：アップ側／ダウン側でレー
ト調整可能。また、ミキシング・カーブ、スピード（IN
側 /OUT 側）調整ができます。（[ELE セッティング ]
から設定画面を呼び出せます）

●バタフライ AFR 設定画面を直接呼び出すことが可能。
（[ バタフライ ] から AFR 画面を呼び出せます。）
＊エルロンおよびフラップをバタフライ・ミキシング
に重ねて操作時に不感帯が生じる場合は AFR 機能で
舵角を調整します。

バタフライ　 [対応モデル・タイプ ]：
グライダー／無尾翼機、2エルロン以上

●グループ／シングル・
モード切替

●エルロン、フラップ
のレート調整

●差動量の調整

●モデル・メニューで [ バタフライ ]を選択し、エディッ
トダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。
下図は 4エルロン・４フラップの場合の画面。）

エルロン 3
(チップ・エルロン)

エルロン 4
(チップ・エルロン)

エルロン 1
(メイン・エルロン)

エルロン 2
(メイン・エルロン)

フラップ 2
(キャンバ FLP)

フラップ 1
(キャンバ FLP)

エレベータ
エレベータ 2

フラップ 3
(ブレーキFLP)

フラップ 4
(ブレーキFLP)

Vテールの場合

エレベータ エレベータ 2
エルベータの場合(                   )

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●バタフライ AFR 設定画面へ
（設定方法については AFR 機能を参照） 

●コンディションディレイの
設定

（設定方法については資料説明
を参照）

●エレベータ補正の設定画面へ

●エルロン、フラップのサー
ボ・スピードの設定

（設定方法については資料説明
を参照）

●動作基準点の移動
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（[ELE セッティング ] 画面）

●ミキシング・カーブの設定

●エレベータの補正量
の調整

設定方法
（エレベータ補正画面の設定）
●エレベータの補正量の調整は、エレベータ・サーボの
[ レート 1 ] または [ レート 2 ] の設定項目にカーソルを
移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モード
に切り替えます。ダイヤル回転してレートを調整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、左にダイ
ヤル回転して [ACT] の点滅表示とし、エディットダイ
ヤルを押して機能を有効にします。

●スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押して選択
画面を呼び出してから、スイッチの選択および ON方
向を設定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●エルロン、フラップのレートは各調整ボックスにカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入
力モードに切り替えます。ダイヤル回転して調整しま
す。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

●バタフライの動作基準点を移動したい場合は、カーソ
ルを [ オフセット ] に移動した状態で、バタフライ操作
で変更したいポイントにスティックを操作し、エディッ
トダイヤルを 1秒間押して基準点を変更します。
＊設定ポイントがカーブ画面に表示されます。

●サーボ・スピードの設定
（設定方法については資料説
明を参照）

（点線はオフセット・ポイントを示します。）
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

エルロン、エレベータ、フラップ（キャンバ・
フラップ、ブレーキ・フラップ）について、飛行
状態によってあらかじめ設定しておいたトリムの
オフセット量をスイッチで呼び出すことができま
す。
●エルロン、エレベータ、フラップ・サーボ毎にオフセッ
トを調整可能

●スイッチを設定することにより、フライト中にこの
機能を呼び出すことができます。トリム・ミックス
2が優先します。

●エルロン、エレベータ、フラップ動作のスピード調
整ができます。（IN側 /OUT 側）

●コンディション毎にディレィを設定できます。ディ
レィ機能をOFF できるカット・スイッチの設定も可能。

●ボリュームを設定することによりトリム量の微調整
が可能。

●オート・モードを設定することにより、トリム・ミッ
クスの呼び出しをスティック等に連動させることが
できます。機能のON/OFFスイッチとは別にスティッ
ク・スイッチ等を設定できます。

トリム・ミックス 1/2 　 [対応モデル・タイプ ]：
グライダー／無尾翼機、2エルロン以上

エルロン 3
(チップ・エルロン)

エルロン 4
(チップ・エルロン)

エルロン 1
(メイン・エルロン)

エルロン 2
(メイン・エルロン)

フラップ 2
(キャンバ FLP)

フラップ 1
(キャンバ FLP)

エレベータ
エレベータ 2

フラップ 3
(ブレーキFLP)

フラップ 4
(ブレーキFLP)

Vテールの場合

エレベータ エレベータ 2
エルベータの場合(                 )

●モデル・メニューで [ トリムミックス 1/2 ]を選択し、エディット
ダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。
下図は 4エルロン・４フラップの場合の画面。）

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

● [ ファインチュ－ニング ] の項
目で微調整ボリュームを設定
した場合、エルロン、フラップ、
エレベータ毎にトリム・レー
トを調整できます。

●エルロン、フラップ、
およびエレベータ毎
のオフセット量の調
整
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設定項目
＜モード設定＞
 機能：[ON]
＊ 設定をコンディション毎に切り離す場合はグルー
プ・モード [ グループ ] を [ シングル ] に設定する。

 スイッチ：機能のON/OFF スイッチを選択
 動作モード：マニュアルまたはオートモードを選択
＊オート・モードの場合は更にオート・モード用の
スイッチを選択する。スティック等に連動可能。

＜スピードの設定＞
 IN 側：スイッチ ONの時の動作スピードの調整
 OUT 側：スイッチ OFF の時の戻るスピードの調整

＜微調整ボリュームの設定＞
 ボリュームの選択および各サーボ毎のトリムレートの
調整。

＜コンディション・ディレィの設定＞
 フライトコンディションを設定している場合、各コン
ディション毎に動作スピードが調整できます。また、
カット・スイッチの選択によりコンディション・ディ
レィ動作を途中で中断し、すばやく元の位置に各舵を
戻すことも可能。

設定方法
● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して [ACT] の点滅表示とし、エディッ
トダイヤルを押して機能を有効にします。

●スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押して選択
画面を呼び出してから、スイッチの選択および ON方
向を設定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●マニュアル／オート・モードの選択
 [マニュアル]：スイッチでON/OFFを切り替えるモード。
 [ オート ]：トリム・ミックスの呼び出しをスティック
等に連動させることができます。

 オート・モードを設定する場合、[ モード ] の設定項目
にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。左にダイヤル回転して
[ オート ] の点滅表示とし、エディットダイヤルを押し
てオート・モードに切り替えます。

 画面上にオート・スイッチ設定項目 [ オート -SW] が現
れ、機能の ON/OFF スイッチとは別にスティック・ス
イッチ等を設定できます。

●オフセット量の調整
 エルロン、フラップ、およびエレベータのオフセット
量を調整する場合は、対応する [ オフセット ] 設定項目
にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。ダイヤル回転して調整
します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

●微調整ボリュームを使用する場合は、[ コントロール ]
の設定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押して選択画面を呼び出してから、ボリュームを選
択します。

 この場合、エルロン、フラップ、エレベータ毎にトリ
ムレートを調整できます。対応する [ チューン ] の設定
項目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押し
てデータ入力モードに切り替えます。つぎにダイヤル
回転して調整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

●グループ／シングル・
モード切替

●微調整ボリュームの選択

●コンディション・ディレィ
の設定

（設定方法については資料説明
を参照）

●エルロン、フラップ、およ
びエレベータ・サーボのス
ピード設定

（設定方法については資料説明
を参照）

●カット・スイッチの選択）

●マニュアル／オート・
モードの選択
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

着陸または飛行中のダイブ等でエアブレーキが
必要な場合に使用します。エルロン、エレベータ、
フラップ（キャンバ・フラップ、ブレーキ・フラッ
プ）について、あらかじめ設定しておいたオフセッ
ト量をスイッチで呼び出すことができます。
●エルロン、エレベータ、フラップ・サーボ毎にオフセッ
ト量を調整可能

●エルロン、エレベータ、フラップ動作のスピード調
整ができます。（IN側 /OUT 側）

●コンディション毎にディレィを設定できます。ディレィ
機能をOFF できるカット・スイッチの設定も可能。

●微調整ボリュームを設定することによりトリム量の
微調整が可能。サーボ毎にトリム・レートの設定が
可能。

●オート・モードを設定することにより、エアブレー
キ動作をスティック等に連動させることができます。
機能のON/OFF スイッチとは別にスティック・スイッ
チ等を設定できます。

エアブレーキ　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機、全般

エルロン 3
(チップ・エルロン)

エルロン 4
(チップ・エルロン)

エルロン 1
(メイン・エルロン)

エルロン 2
(メイン・エルロン)

フラップ 2
(キャンバ FLP)

フラップ 1
(キャンバ FLP)

エレベータ
エレベータ 2

フラップ 3
(ブレーキFLP)

フラップ 4
(ブレーキFLP)

Vテールの場合

エレベータ エレベータ 2
エルベータの場合(                  )

●モデル・メニューで [ エアブレーキ ]を選択し、エディッ
トダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。
下図は 4エルロン・４フラップの場合の画面。）

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

● [ ファインチュ－ニング ] の項
目で微調整ボリュームを設定
した場合、エルロン、フラップ、
エレベータ毎にトリム・レー
トを調整できます。

●エルロン、フラップ、
およびエレベータ毎の
オフセット量の調整
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F3A等のフラッペロン仕様の場合の設定例
（モデル・タイプが 2エルロン選択の場合）

＜モード設定＞
 機能：[ON]
 グループ：[ シングル ]
 スイッチ：[SW-C] 
 動作モード：[ マニュアル ]

＜オフセット量＞
 AIL：[-35 ～ -45%]、AIL2：[-35 ～ -45%] 、
ELE：[+5 ～ +7%]
注意：入力数字は一例です。動作量は機
体に合わせて調整してください。

設定方法
● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して [ACT] の点滅表示とし、エディッ
トダイヤルを押して機能を有効にします。

●スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押して選択
画面を呼び出してから、スイッチの選択および ON方
向を設定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●マニュアル／オート・モードの選択
 [マニュアル]：スイッチでON/OFFを切り替えるモード。
 [ オート ]：エアブレーキの動作をスティック等に連動
させることができます。

 オート・モードを設定する場合、[ モード ] の設定項目
にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。左にダイヤル回転して
[ オート ] の点滅表示とし、エディットダイヤルを押し
てオート・モードに切り替えます。

 画面上にオート・スイッチ設定項目 [ オート -SW] が現
れ、機能の ON/OFF スイッチとは別にスティック・ス
イッチ等を設定できます。

●オフセット量の調整
 エルロン、フラップ、およびエレベータのオフセット
量を調整する場合は、対応する [ オフセット ] 設定項目
にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。ダイヤル回転して調整
します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

●微調整ボリュームを使用する場合は、[ コントロール ]
の設定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押して選択画面を呼び出してから、ボリュームを選
択します。

 この場合、エルロン、フラップ、エレベータ毎にトリ
ムレートを調整できます。対応する [TUNING] の設定項
目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押して
データ入力モードに切り替えます。つぎにダイヤル回
転して調整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

●グループ／シングル・
モード切替

●微調整ボリュームの選択

●コンディション・ディレィ
の設定

（設定方法については資料説明
を参照）

●エルロン、フラップ、およ
びエレベータ・サーボのス
ピード設定

（設定方法については資料説明
を参照）

●カット・スイッチの選択）

●マニュアル／オート・
モードの選択
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

機体姿勢の安定化のために GYA シリーズ・ジャ
イロを使用する場合のジャイロ専用ミキシングで
す。感度および動作モード（AVCS モード／ NORM
モード）をスイッチで切り替えることができます。
● 3つのレートを使用可能（レート 1/ レート 2/ レー
ト 3）

●同時に 3軸迄制御可能（GYRO/GYRO2/GYRO3）
＊ FMT-03 の初期設定では感度設定チャンネル（ジャイ
ロ）は割り当てられていません。あらかじめ、リンケー
ジ・メニューのファンクション機能 [ファンクション ]
で、空きチャンネルを利用して、使用する感度設定
チャンネル（GYRO/GYRO2/GYRO3）を割り当ててお
く必要があります。

 ファンクション以外の [ コントロール ]、[TRIM] の項
目は [--] に設定してください。

ジャイロ　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー／無尾翼機、全般

設定方法
● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して [ACT] の点滅表示とし、エディッ
トダイヤルを押して機能を有効にします。

● Futaba GYA ジャイロを使用する場合は [ タイプ ]（ジャ
イロ・タイプ）の設定項目が [GY] に設定されているこ
とを確認します。
＊ [GY] タイプを選択すると感度設定値が AVCS モー
ドおよびNORMモードとも直読となります。

＊その他のジャイロを使用する場合は [NORM] に変更
します。モードを変更したい場合は [ タイプ ] の設
定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを
押してデータ入力モードに切り替えます。ダイヤル
回転してモード表示を変更し、エディットダイヤル
を押してモードを変更します。

● 感度切替スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設
定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押
して選択画面を呼び出してから、スイッチの選択およ
びON方向を設定します。（[--] 設定で常時ON。スイッ
チ設定が重なった場合、優先順位はレート 1、レート 2、
レート 3の順で、レート 1が最優先します。）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）

● 動作モードの変更／感度の設定
 動作モードを変更する場合は、変更したいチャンネル
（GYRO/GYRO2/GYRO3）に対応する [ モード ] の設定項
目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押して
データ入力モードに切り替えます。ダイヤル回転して
モード表示を切り替えて、エディットダイヤルを押し
てモードを変更します。

 [ レート ] の設定項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して感度を設定します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

● GYRO/GYRO2/GYRO3 の 3軸の動作モード
（AVCS/NORM）と感度を設定できます。

●グループ／シングル・モード切替

●モデル・メニューで [ ジャイロ ]を選択し、エディット
ダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

（下記画面はレート 1の場合。
レート 2およびレート 3の
画面があります。）（現在のレート設定画面を太字で表示）

データ入力
モード切替
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（例）GYA430 × 2(ELE、ラダー )、GYA431 × 1(AIL) を使用して、3軸全部を設定する場合
●主翼タイプ：エルロン 2 サーボ搭載の機体を選択した場合
●リンケージメニューのファンクション設定画面の [ ファンクション ] の項目で、
5CH → GYRO、　7CH → GYRO2、　8CH → GYRO3に設定。[CTRL] および [ トリム ] の項目は
全て [--]にしておきます。

●設定例

レート ジャイロ ジャイロ２ ジャイロ３ タイプ ACT/INH スイッチ
レート 1 AVCS : 60% AVCS : 60% AVCS : 60% GY OFF/ON SH
レート 2 INH
レート 3 NORM : 60% NORM : 60% NORM : 60% GY ON/OFF SH

＊ SW-H の奥でレート 1が ON、手前でレート 3が ONになるように設定します。SW-H のセン
ターでOFF にするため、レート 2は [INH] のままにします。

        ラダーサーボ

エレベータサーボ

      エルロンサーボ

GYA440

GYA441

GYA440

受信機 S.BUS 2 ポートへ

感度 0％
AVCS

ノーマル
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このページは、参考資料です。通常使用しません。

＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

リンケージ・メニューのモデル・タイプ選択機
能の尾翼タイプの選択で V-TAIL タイプを選択した
場合に、この設定画面で V尾翼機体のエレベータ
とラダーの調整が可能となります。
●各サーボの動作量を操作毎に個別に調整できます。

 （サーボ接続方法はモデル・タイプ別サーボ接続の項を
参照）

V テール　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー、Vテール

エレベータ
(ラダー 2)

ラダー 
(エレベータ 2)

●グループ／シングル・モード切替●モデル・メニューで [ V テール ]を選択し、エディッ
トダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出し
ます。

設定方法
●動作量の調整
 各サーボのエレベータ・アップ [UP]、ダウン [DOWN]
操作時の動作量およびラダー左 [ レフト ]、右 [ ライト ]
操作時の動作量を個別に調整できます。

 調整したい設定項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して動作量を調整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

＊リンケージによりミキシング方向が逆の場合は動作
量の極性を変えることにより調整が可能。

＊動作量を大きくしすぎると舵が重なったときに不感
帯が発生します。50%前後で調整してください。

●エレベータ操作時の動作量の調
整（ダウン側／アップ側）

●ラダー操作時の動作量の調整
（左側／右側）

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替
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このページは、参考資料です。通常使用しません。

＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

リンケージ・メニューのモデル・タイプ選択機能
の尾翼タイプの選択でエルベータタイプを選択した
場合に、この設定画面でエルベータ尾翼機体のエレ
ベータの調整が可能となります。
エルロン操作時、エレベータ・サーボをエルロ

ン動作させ、ロール軸の運動性能を改善します。
●各サーボの動作量を操作毎に個別に調整できます。

 （サーボ接続方法はモデル・タイプ別サーボ接続の項を
参照）

エルベータ　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー、エルベータ

エレベータ エレベータ 2
(エルロン 5) (エルロン 6)

●モデル・メニューで [ エルベータ ]を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面
を呼び出します。

設定方法
●動作量の調整
 各サーボのエレベータ・アップ [UP]、ダウン [DOWN]
操作時の動作量およびエルロン左[レフト]、右[ライト]
操作時の動作量を個別に調整できます。

 調整したい設定項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して動作量を調整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

＊リンケージによりミキシング方向が逆の場合は動作
量の極性を変えることにより調整が可能。

＊動作量を大きくしすぎると舵が重なったときに不感
帯が発生します。設定時に確認してください。

●エレベータ操作時の動作量の調
整（ダウン側／アップ側）

●エルロン操作時の動作量の調整
（左側／右側）

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●グループ／シングル・モード切替
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このページは、参考資料です。通常使用しません。

＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

リンケージ・メニューのモデル・タイプ選択機能
のウィング・タイプの選択でフライング・ウイング
を選択した場合で、ラダー・タイプがウイングレッ
トタイプを選択した場合に、この設定画面でウイン
グレット仕様の機体のラダー左右舵角調整が可能
となります。
●各サーボの動作量を個別に調整できます。

 （サーボ接続方法はモデル・タイプ別サーボ接続の項を
参照）

ウイングレット　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー、ウイングレット

ラダー 1
(ウイングレット)

ラダー 2
(ウイングレット)
無尾翼機の場合

無尾翼機の場合

●グループ／シングル・モード切替●モデル・メニューで [ ウイングレット ]を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を
呼び出します。

設定方法
●動作量の調整
 各サーボのラダー左 [ レフト ]、右 [ ライト ] 操作時の
動作量を個別に調整できます。

 調整したい設定項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して動作量を調整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。
＊リンケージによりミキシング方向が逆の場合は動作
量の極性を変えることにより調整が可能。

●ラダー操作時の動作量の調整
（左側／右側）

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替
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このページは、参考資料です。通常使用しません。

＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

EP グライダーで、スイッチでモーターをスター
トさせる場合の動作スピードの設定が可能です。
また、スピード 1/ スピード 2の 2つの領域で個別
に動作スピードの設定が可能です。
● モーターの操作スイッチはファンクション機能で設
定（グライダー・タイプは SW-G 初期設定）しますが、
安全のため、機能自体のON/OFF スイッチを設定す
ることが可能です。

● 2 つの領域（スピード 1/ スピード 2）で IN 側／
OUT 側を個別に動作スピードを調整可能

● 2つの領域の境界点を移動できます。
 （スピード 1-> スピード 2）

● 設定された動作スピードの動作を初回の IN 側操作
のみに有効にすることが可能。（ONE TIME）ただし、
動作が完了する前にスイッチを OFF にすると、再
度操作が可能です。この動作を再セットしたい場合
は、スピードの設定画面で、[ACT/INH] および [ONE 
TIME] の設定を一旦 [INH] にしてから再度 [ON] にし
ます。

● コントロールするスイッチ等を変更または設定する
場合は、あらかじめリンケージ・メニューの [ ファン
クション]機能で変更または設定しておきます。（ファ
ンクション名 [ モーター ] に対応するコントロールの
項目で設定します。）

モーター　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機／グライダー／無尾翼機、全般

注　意
●モーターOFF 方向を先に決め、次にスピードを設定
する。モーターOFF 方向を再設定した場合は、スピー
ド設定も再設定する必要があります。

● F/S 機能を合わせて設定することをおすすめします。
●基本の動作方向は使用するアンプに合わせて、リバー
ス機能にて設定してください。

●モーターがOFF になるポジションを必ず設定してく
ださい。

●グループ／シングル・モード切替
●モデル・メニューで [ モーター ]を選択し、エディット
ダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

設定方法
● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。左にダ
イヤル回転して [ACT] の点滅表示とし、エディットダイヤ
ルを押して機能を有効にします。

●モーターを操作するスイッチとは別に、機能自体を ON/
OFF するスイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項
目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押して選択
画面を呼び出してから、スイッチの選択およびON方向を
設定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●モーターOFF 方向の設定
 モーターを操作するスイッチ（初期設定：SW-G）を操作し
てみて、ON/OFF 方向を逆にしたい場合は、次の方法で方
向を逆転してください。

 [ モーター OFF] の設定項目にカーソルを移動し、スイッチ
をOFF に設定したい位置に操作した状態で、エディットダ
イヤルを長押し（1秒間）します。
＊モーター・スイッチの動作方向が反転されます。画面
のグラフ表示のON方向も連動して変化します。

（スピード設定画面の設定）
● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。左にダ
イヤル回転して [ACT] の点滅表示とし、エディットダイヤ
ルを押して機能を有効にします。

●スピード 1/ スピード 2の境界点を移動したい場合は、[ ス
ピード 1-> スピード 2] の設定項目にカーソルを移動し、エ

ディットダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えま
す。ダイヤル回転して境界点を移動します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モード
に切り替えます。
＊画面のグラフ表示の境界点も連動して変化します。

●動作スピードの調整
 設定したい領域の IN 側またはOUT 側の設定項目にカーソ
ルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モー
ドに切り替えます。ダイヤル回転してスピードを設定しま
す。（設定範囲：0～ 27、27 でディレイ量が最大）

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モード
に切り替えます。

●現在の操作位置（矢印）

（スピード設定画面）

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

注意：この機能を使用する場合、安全のため、初期動作確認
は必ずプロペラを外した状態で行ってください。

データ入力
モード切替●モーターOFF 方向の設定

●スピード 1の領域（白ヌキ部分）
●スピード 2の領域（黒塗り部分）

●各領域のスピード設定
 （IN 側／ OUT 側）

●境界点の移動

●スピード設定の 1回
動作（ONE TIME）の
ON/OFF 設定
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

ラダー操作にエレベータ動作を連動させたい場
合に使用します。スタント機のロール系演技、ナイ
フ・エッジ等でラダーを打ったときのクセどりに使
用します。

●ミキシング・カーブが設定可能
●スイッチを設定することにより、フライト中にミキ
シングをON/OFF 可能（[--] 設定で常時ON）

●リンク設定可能：他のミキシングとリンクされます。
●ボリュームを設定することによりミキシング量の微
調整が可能（微調整）

ラダー→エレベータ [対応モデル・タイプ ]：
飛行機、全般

●モデル・メニューで [ ラダー→エレベータ ]を
選択し、エディットダイヤルを押して、下記の
設定画面を呼び出します。

（表示画面は一例を示します。モデル・タイプにより画面が異なります。）

●レート A、レート B
で全体を調整

●グループ／シングル・
モード切替

設定方法
● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、
エディットダイヤルを押して機能を有効にします。

●スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動しエディットダイヤルを押して、選択
画面を呼び出してスイッチの選択および ON方向を設
定します。（[--] 設定で常時ON）

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●微調整ボリュームを設定する場合は、" コントロール "
の設定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押して選択画面を呼び出して選択します。また、ボ
リュームの動作モードおよび調整量を設定できます。

 （微調整ボリュームの設定方法は資料説明を参照）
●ミキシング・カーブの設定が可能
 

●微調整ボリュームの設定

●調整量の設定

（ボリュームを選択すると、
動作モードの設定項目が現
れます。）

[ 微調整ボリュームの動作モード ]
[LIN.]：
ボリュームのセンターでミキシング微調整量 0%。
ボリュームを左右に回すとミキシング量が増減します。
[ATL+]：ボリュームの左端または右端でミキシング微調
整量 0%。ボリュームを回すとミキシング量が増えます。
[ATL-]：[ATL+] の左右反転動作。
[SYM.]：
ボリューム、ニュートラルで微調整量 0%。左右に回す
とミキシング量が増えます。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●リンクを設定する場合、[ リンク ] の設定項目にカーソ
ルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力
モードに切り替えます。左にダイヤル回転して、[ON]
の点滅表示としてから、エディットダイヤルを押して
リンクをONにします。

●ミキシング・カーブの設定
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

スナップ・ロールをスイッチで操作する場合の
スイッチ選択および各舵（エルロン、エレベータ、
ラダー）のレート調整を行います。
●スナップ・ロールの方向は 4方向設定できます。ラ
イト / アップ（右 / 上）、ライト / ダウン（右 / 下）、 
レフト / アップ（左 /上）、 レフト / ダウン（左 /下）

●動作モード：[ マスター ] モード選択時は、スナップ・
ロールしたい方向に方向切り替えスイッチを切り替
えた状態で、マスター・スイッチでスナップ・ロー
ル機能を ON/OFF します。動作モード切替を [ シン
グル ] 選択時は各方向のスナップ・ロールは、それ
ぞれ独立したスイッチで操作できますが、通常は [ マ
スター ] モードで使用します。

●セーフティー・スイッチを設定可能。安全対策として、
例えば引込み脚が出ているときに、間違ってスイッ
チを入れてもスナップ・ロールが働かないように設
定可能です。セーフティー・スイッチが ONのとき
のみスナップ・ロール・スイッチが機能します。

●エルロン、エレベータ、ラダーサーボ毎の動作スピー
ドをスナップ・ロールの各方向毎に調整可能。（イン
側 /アウト側）

スナップ・ロール　 [対応モデル・タイプ ]：
飛行機

（例）F3Aの場合の設定例
●モード：[ マスター ]
●マスター SW： [SW-H] （スナップ・ロールを行う為の
メインスッチ）

●セーフティー SW： [SW-G]（安全対策）
●方向スイッチ：
＊ここでは、スナップ・ロールのアップ側左右、ダウン
側左右の各方向のスイッチを選択

 ライト / アップ（右 /上）：OFF [SW-D]
 ライト / ダウン（右 /下）：OFF [SW-D]
 レフト / アップ（左 /上）：OFF [SW-A]
 レフト / ダウン（左 /下）：OFF [SW-A]
●スピードの調整
 スナップ・スイッチON時のそれぞれの舵面の動作ス
ピードを変え、スイッチ操作でありながら、スティッ
クで操作したようなスナップ・ロールを行うことが
できる。

●各舵のレート調整

●モデル・メニューで [ スナップ・ロール ]を選
択し、エディットダイヤルを押して、下記の設
定画面を呼び出します。

●グループ／シングル・
モード切替

（エルロン）（エレベータ）（ラダー）

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●方向スイッチ

●動作モード切替

●マスター・スイッチの選択

●セーフティー・スイッチの
選択
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●各舵のサーボ・スピードの調整
（設定方法については資料説明を参照）

設定方法
●動作モードのマスター／シングル・モードを変更する場
合は、[モード ]の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して、変更したいモードの点滅表示として
から、エディットダイヤルを押してモードを変更します。

 マスター・モードを選択した場合は、[ マスタースイッ
チ ]の設定項目にカーソルを移動しエディットダイヤル
を押して、選択画面を呼び出してスイッチの選択およ
びON方向を設定します。

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●セーフティー・スイッチを設定したい場合は、[ セー
フティースイッチ ] の設定項目にカーソルを移動しエ
ディットダイヤルを押して、選択画面を呼び出してス
イッチの選択およびON方向を設定します。

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）
●方向スイッチの選択は、使用したい方向に対応する [ ス
イッチ ]の設定項目にカーソルを移動しエディットダイ
ヤルを押して、選択画面を呼び出してスイッチの選択
およびON方向を設定します。

 （スイッチの選択方法は資料説明を参照）

●各舵のレート調整
 調整したい方向に対応する各舵（[AIL]、[ELE]、[RUD]）
の設定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押してデータ入力モードに切り替えます。ダイヤル
回転して調整が可能です。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

●各舵のサーボ・スピードの調整
 調整したい方向に対応する各舵の [IN] または [OUT] 側
の設定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤル
を押してデータ入力モードに切り替えます。ダイヤル
回転して調整が可能です。（設定範囲：0～ 27、27 で
いちばん遅くなる）

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

（エルロン）（エレベータ）（ラダー）
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CH H-4/H-4X スワッシュ H-4/H-4X スワッシュ以外
1 エルロン エルロン
2 エレベータ エレベータ
3 スロットル スロットル
4 エレベータ 2 ラダー
5 ピッチ ピッチ
6 ジャイロ ジャイロ
7 ガバナー ガバナー
8 ラダー ガバナー 2
9 ジャイロ 2 ジャイロ 2
10 ジャイロ 3 ジャイロ 3
DG1

SW
DG2

ヘリコプター
●FASSTest 18CH

● FASSTest 12CH

DG1
SW

CH H-4/H-4X スワッシュ H-4/H-4X スワッシュ以外
1 エルロン エルロン
2 エレベータ エレベータ
3 スロットル スロットル
4 ラダー ラダー
5 ジャイロ ジャイロ
6 ピッチ ピッチ
7 ガバナー ガバナー
8 エレベータ 2 ガバナー 2
9 ジャイロ 2 ジャイロ 2
10 ジャイロ 3 ジャイロ 3
11 ガバナー 2 ニードル
12 ニードル AUX5
13 AUX4
14 AUX3
15 AUX2
16 AUX1
DG1

SW
DG2

X4

ヘリコプター・タイプ・チャンネル割り当て
この FMT-03 送信機の場合、リンケージ・メニューのモデル・タイプ選択機能で選択したタイプに応じて、

各ファンクションが最適な組み合わせにチャンネル割り当てされます。ヘリコプターのチャンネル割り当
て（初期設定）は以下のとおりです。ご使用のタイプに合わせて、受信機、サーボを接続してください。
＊ なお、リンケージ・メニューのファンクション機能の画面で設定されているチャンネルを確認できます。また、チャン
ネルの割り当てを変更することも可能です。詳しくは、ファンクション機能の説明をお読みください。

DG1
SW
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

モデルメニュー機能　                       　　　　　　 【ヘリコプター】

　このモデル・メニューには、リンケージ・メ
ニューのモデル・タイプ選択画面でヘリコプターの
モデル・タイプおよびスワッシュ・タイプが選択さ
れたときの専用ミキシングが表示されます。

注意：ただし、後からモデル・タイプを変更すると既
に設定したデータがリセットされてしまいます
ので注意してください。

また、各機能でモデル・データを設定する前に、
あらかじめ、コンディション選択画面でアイドル・
アップ等のフライト・コンディションを追加してく
ださい。（最大 8コンディション迄使用可能）
なお、AFR 機能等の全モデル・タイプに共通の

機能については別のセクションで説明しています。

●ホーム画面に表示された [ モデル ]を選択し、エディッ
トダイヤルを押して下記のメニューを呼び出します。

●設定したい機能にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押して設定画面を呼び出します。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

コンディション・ホールド機能のON/OFF 操作
（この機能はヘリコプター・タイプのみ）

1. ノーマルのコンディションに切替えます。

2. スロットル・スティックが 1/3 よりスロー側で、
スロットル・サーボを固定したい位置に操作し
ます。

3.上記の条件で、メニュー3ページの[コンディショ
ンホールド ] にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してON/OFF を反転します。

 （詳しくは、コンディション・ホールド機能の説
明を参照）

注）FMT-03 はトリムレバーがなくセルフニュー
トラルタイプのスティックを採用しているた
め、通常の模型飛行機、グライダー、ヘリコ
プター等の操縦には適さない場合があります。

設定画面の呼出
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モデル・メニュー機能（ヘリコプター）一覧
ピッチ・カーブ
ピッチ・カーブ、ホバリング・ピッチ、ハイ・ピッチ、ローピッチの調整

スロットル・カーブ
スロットル・カーブ、ホバリング・スロットルの調整

アクセラレーション
加速／減速操作時のピッチおよびスロットルの立ち上がり特性の調整

スロットル・ホールド
オートローテーション降下時の、エンジン・カットの設定。別に、練習用のアイドリング位置設定も可能。

スワッシュ・ミックス
エルロン方向、エレベータ方向へのスワッシュ・プレートのクセ取り

スロットル・ミックス
エルロンまたはエレベータ操作時のスワッシュ・プレート動作によって生じるエンジン回転の沈み込み
の補正

ピッチ→ニードル
エンジンのニードル・コントロールに使用するミキシング
ピッチ→ラダー
ピッチ操作時のメイン・ローターの反動トルクを抑えたい場合に使用（レボリューション・ミキシング）
ジャイロ
Futaba GY シリーズ・ジャイロを使用する場合のジャイロ専用ミキシング

ガバナー
Futaba ガバナーを使用している場合のガバナー専用ミキシング

コンディションホールド
コンディション・ホールドのON/OFF



147＜モデル・メニュー機能：ヘリコプター＞

このページは、参考資料です。通常使用しません。このページは、参考資料です。通常使用しません。

＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

ピッチ・カーブ
＊ピッチ・カーブのポイントカーブの場合、ポイント
数は最大 17 ポイント迄設定可能です。（初期設定 9
ポイント）状況に合わせてポイント数を増減するこ
とが可能です。

操作時の注意事項

実際にエンジンを始動し、フライトを行
う場合、アイドル・アップ・コンディショ
ンのスイッチは必ず [OFF] とし、アイド
リングの状態でエンジンを始動してくだ
さい。

ピッチ・カーブ／ピッチ・トリム

スロットル・スティックの動きに対し最良の飛
行状態になるように、各コンディション毎にピッチ
の動作カーブを調整します。
＊ FMT-03 では EXP1、EXP2、およびポイントの 3タイ
プのカーブから選択可能です。

●モデル・メニューで [ ピッチカーブ ]を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面
を呼び出します。

●カーブの設定
 ポイントタイプを使用する場合、初期設定では 9ポイントのカーブですが、ポイント数
を減らすと、より簡単に設定できます。

（現在のコンディション） 

ノーマル・カーブの調整
●カーブは通常ポイントタイプを使用します。

●ノーマルはホバリングを中心とした基本的なピッチ・
カーブを作ります。スロットル・カーブ（ノーマル）
と合わせて、エンジン回転が一定で、上下のコント
ロールが一番やりすくなるように調整します。

アイドル・アップ・カーブの調整
●ハイ側ピッチ・カーブはエンジンに負担のかからな
い最大のピッチを設定します。ロー側ピッチ・カー
ブはループ、ロール、3D等の目的に合ったカーブ
を作り、演技によりアイドル・アップ・カーブを使
い分けます。

スロットル・ホールド・カーブの調整
●スロットル・ホールド・カーブは、オートローテー
ション降下を行うときに使用します。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●グループ／シングル・モード
切替

 通常は ､シングル・モードで
使用します。

●サーボ・スピードの設定
 点線はホバリング・
ピッチ、ロー・ピッ
チおよびハイ・ピッ
チを含めた動作を表
します。 

●ピッチ・トリム調整位置のコピー
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設定方法
●カーブ設定方法
（カーブの作成方法は別項説明を参照してください。）
 
●ピッチ・トリム調整位置のコピー
 現在のピッチ・トリム調整を含めたカーブの作成が可
能です。4/4 ページ目の画面で、[ コピー ] にカーソル
を移動し、エディットダイヤルを長押し（1秒間）する
と、カーブが変更されます。コピー後、ピッチ・トリ
ムをセンター戻すと、前回のトリム位置となります。

下のカーブ画面は、ポイントのモードを使用し、
各コンディション毎に 0%（ロー側）、25%、50%（セ
ンター）、75%、100%（ハイ側）の 5ポイントまた
は 3ポイントのデータを調整して作成したカーブで
す。

●グループ／シングル・モード切替：
 他のコンディションにも同じ設定内容を同時に入力した
い場合はグループ・モード（初期設定）の状態で設定し
ます。コンディション毎に個別の設定をするときは、シ
ングル・モードを選択してから設定してください。他の
コンディションとは独立した設定が可能となります。

●サーボ動作スピードの設定
 ピッチが敏感すぎるときに調整すると、ピッチ操作の
フィーリングを変えることができます。

カーブ設定例
＊初期設定のカーブからポイント数を減らして作成し
てあります。実際のカーブ作成時は機体側の指定（ま
たは参考値）の動作量を入力してください。

（カーブの作成方法は別項説明を参照してください。）

ピッチ・トリム（ホバリング・ピッチ、ハイ・ピッチ、ロー・ピッチ）
ピッチ・カーブの設定画面からホバリング・ピッチ、ロー側ピッチ、およびハイ側ピッチのトリム設定

画面を呼び出すことができます。

アイドル・アップ１ アイドル・アップ２ノーマル・カーブ ホールド・カーブ

●ピッチ・カーブ設定例

●ホバリング・ピッチ・トリムの設定

●ロー側ピッチ・トリムの設定 ●ハイ側ピッチ・トリムの設定

●一般的には [ シング
ル ] を使用する

●一般的にはアイドル・アップ
のときだけ使用する。
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ホバリング・ピッチ・トリム
ホバリング・ピッチは、ホバリング・ポイント

付近のピッチのトリム機能です。通常はホバリング
のコンディションで使用します。温度、湿度等飛行
条件等の変化に伴うローター回転数の変化に対し
微調整ができます。ローター回転が一番安定するよ
うに調整してください。また、ホバリング・スロッ
トル・トリム機能と併用することにより、より細か
く微調整が可能となります。

設定方法
●ホバリング（ノーマル）のコンディションのみに使用
する場合はグループ設定をシングル・モードに切り替
えてから設定してください。

● [ACT] の設定項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。左
にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、エ
ディットダイヤルを押して機能を有効にします。（"ON"
表示に切り替わります。）

●トリムの選択およびトリム・レートの設定
 [ コントロール ] の設定項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してデータ入力モードに切り替
えます。エディットダイヤルを押してボリューム等の
選択画面を呼び出し、ホバリング・ピッチ・トリム用
のボリュームを選択します。

 また、トリム・レートの調整は [ レート ] の設定項目に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。ダイヤル回転して調整
します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

 トリムの調整方向を変えたい場合は、レート調整の極
性を変更してください。

●トリムの動作モード（CTRM/NORM）の選択
 動作モードを変更する場合は [ モード ] の設定項目に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。ダイヤル回転してモー
ド表示を反転し、エディットダイヤルを押してモード
を切り替えます。

 CTRMモード：センタートリム動作でセンター付近が最
大の変化量のモード。通常はこのモードを使用します。
ピッチのハイ側、ロー側を変えずにホバリングのピッ
チを調整できるメリットがあります。

 NORMモード：通常のトリム（平行移動トリム）の動
作となります。このモードを使用するとカーブを変え
ずにホバリングのピッチを調整できるメリットがあり
ます。

●トリムの調整範囲（レンジ）の設定
 [ レンジ ] の設定項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して調整範囲を設定します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。
＊数値を小さくするとセンター付近のみトリムが作用
するようになります。

ハイ側／ロー側ピッチ・トリム
このハイ側／ロー側ピッチトリムは、ピッチサー

ボのハイ側、ロー側のトリム機能です。

設定方法
●すべてのコンディションに共通の調整ツマミを設定す
る場合はグループ・モードの状態で設定してください。

● [ACT] の設定項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。左
にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、エ
ディットダイヤルを押して機能を有効にします。（"ON"
表示に切り替わります。）

●トリムの選択およびトリム・レートの設定
 [ コントロール ] の設定項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してボリューム等の選択画面を
呼び出し、ハイ側またはロー側ピッチ・トリム用のボ
リュームを選択します。

 また、トリム・レートの調整は設定項目にカーソルを
移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モー
ドに切り替えます。ダイヤル回転して調整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

 トリムの調整方向を変えたい場合は、レート調整の極
性を変更してください。

●トリムはセンターを基準としたハイ側またはロー側ト
リムとして働きます。
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

スロットル・カーブ
＊スロットル・カーブのポイントカーブの場合、ポイ
ント数は最大 17 ポイント迄設定可能です。（初期設
定 9ポイント）状況に合わせてポイント数を増減す
ることが可能です。

ノーマル（ノーマル）・カーブの調整
●ノーマル・カーブは、ホバリングを中心とした基本
的なカーブを作ります。ノーマル・ピッチ・カーブ
と合わせて、エンジン回転が一定で、上下のコント
ロールが一番やりすくなるように調整します。
アイドル・アップ（IDLE アップ）・カーブの調整

●上空飛行でピッチを減らす操作をした時でも、エン
ジンが常に一定回転を保てるよう、アイドル・アッ
プ・カーブを設定します。ループ、ロール、3Dなど、
目的に合わせカーブを作り、演技によりアイドル・
アップ・カーブを使い分けます。

操作時の注意事項

実際にエンジンを始動し、フライトを行
う場合、アイドル・アップ・コンディショ
ンのスイッチは必ず [OFF] とし、アイド
リングの状態でエンジンを始動してくだ
さい。

スロットル・カーブ／ホバリング・スロットル・トリム

スロットル・スティックの動きに対しエンジン・
モーター回転が最良の飛行状態になるように、各コ
ンディション毎に、スロットルの動作カーブを調整
します。
＊ FMT-03 では EXP1、EXP2、およびポイントの 3タイ
プのカーブから選択可能です。

設定方法
●ホバリング・スロットル・トリム調整位置のコピー
 現在のホバリング・スロットル・トリム調整を含めた
カーブの作成が可能です。3/3 ページ目の画面で、[ コ
ピー ] にカーソルを移動し、エディットダイヤルを長
押し（1秒間）すると、カーブが変更されます。コピー
後、ホバリング・スロットル・トリムをセンター戻すと、
前回のトリム位置となります。

●グループ／シングル・モード切替：
 他のコンディションにも同じ設定内容を同時に入力した
い場合はグループ・モード（初期設定）の状態で設定し
ます。コンディション毎に個別の設定をするときは、シ
ングル・モードを選択してから設定してください。他の
コンディションとは独立した設定が可能となります。

●サーボ動作スピードを設定可能。スロットルが敏感す
ぎるときに調整します。

●モデル・メニューで [ スロットル カーブ ]を選択
し、エディットダイヤルを押して、下記の設定
画面を呼び出します。

●カーブの設定
 ポイントタイプを使用する場合、初期設定では 9ポイントのカーブですが、ポイント数を
減らすと、より簡単に設定できます。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●グループ／シングル・モード切替
 通常は ､シングルで使用します。

（現在のコンディション） 

●サーボ・スピードの設定

 点線はホバリング・
スロットル・トリム
を含めた動作を表し
ます。 

●ホバリング・スロットル・トリム調整位置のコピー

（点線はホバリング・
スロットルを含めた
動作を表します。） 
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●ホバリング（ノーマル）のコンディションのみに使用
する場合はグループ設定をシングル・モードに切り替
えてから設定してください。

● [ACT] の設定項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。左
にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、エ
ディットダイヤルを押して機能を有効にします。（"ON"
表示に切り替わります。）

●トリムの選択およびトリム・レートの設定
 [ コントロール ] の設定項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してボリューム等の選択画面を
呼び出し、ホバリング・ピッチ・トリム用のボリュー
ムを選択します。

 また、トリム・レートの調整は設定項目にカーソルを
移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力モー
ドに切り替えます。ダイヤル回転して調整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

 トリムの調整方向を変えたい場合は、レート調整の極
性を変えてください。

カーブ設定例
次のカーブ画面は、ポイントモードを使用し、各

コンディション毎に 0%（ロー側）、25%、50%（セ
ンター）、75%、100%（ハイ側）の 5ポイントのデー
タを入力して作成したカーブです。

＊ポイント数を 5ポイントに減らして作成してありま
す。実際のカーブ作成時は機体側の指定（または参
考値）のポイント・データを入力してください。

 （カーブの作成方法は別項説明を参照してください。）

ノーマル・カーブ アイドル・アップ１ アイドル・アップ２

●スロットル・カーブ設定例

ホバリング・スロットル・トリム
スロットル・カーブの設定画面からホバリング・スロットル・トリム設定画面を呼び出すことができます。
ホバリング・スロットル・トリムは、ホバリング・ポイント付近のスロットルのトリム機能です。通常

はホバリングのコンディションで使用します。温度、湿度等飛行条件の変化に伴うローター回転数の変化
に対し微調整ができます。ローター回転が一番安定するように調整してください。また、ホバリング・ピッ
チ機能と併用することにより、より細かく微調整が可能になります。

●トリムの動作モード（CTRM/NORM）の選択
 動作モードを変更する場合は [ モード ] の設定項目に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。ダイヤル回転してモー
ド表示を反転し、エディットダイヤルを押してモード
を切り替えます。

 CTRMモード：センタートリム動作でセンター付近が最
大の変化量のモード。通常、スロットルの場合このモー
ドを使用します。

 NORMモード：通常のトリム（平行移動トリム）の動
作となります。

●トリムの調整範囲（レンジ）の設定
 [ レンジ ] の設定項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して調整範囲を設定します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。
＊数値を小さくするとセンター付近のみトリムが作用
するようになります。

●ホバリング・スロットル・トリムの設定

設定方法
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●全てのコンディション（各アイドルアップ）で使用す
る場合はグループ設定をグループ・モードに切り替え
てから設定してください。

● [ACT] の設定項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。左
にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてから、エ
ディットダイヤルを押して機能を有効にします。（"ON"
表示に切り替わります。）

●スイッチの設定
 [ スイッチ ] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してスイッチ等の選択画面を呼び出し、
この機能をON/OFF するスイッチを選択します。（選択
例：SB）" －－ " を選択するとスイッチに関わらず常時
ONに設定することもできます。

●HIGH/LOWの設定
 例えばコントロールを DA にした場合 DA ツマミでス
ロットルのハイ側がどれだけ制限できるかの範囲設定
です。それぞれの数値にカーソルを移動し、エディッ

トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えま
す。HIGH は LOWより数値を多くすることはできませ
ん。またセンター位置の数値が設定されている場合セ
ンター位置を超える数値は入力できません。
*この場合のHIGH/LOWとはスロットルのハイ（全開）
ロー（全閉）とは違います。

●センターの設定
 [ センター ] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転してコントロールの中立位置を設定しま
す。INH からレート表示にしたときは HIGH/LOWの中
間点のレートになります。またレート変更後も INH か
らレート表示にすると中間点にリセットされます。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。
＊センターの位置は HIGH ～ LOWの間しか設定でき
ません。

設定方法

スロットル・リミッター
＊モデルタイプがヘリコプターの場合のみ有効です。
＊リミッター動作範囲調整コントロールが NULL の場
合は、スロットル・リミッター機能は動作しません。

スロットルが全開にならないように制限する機
能です。送信機のボリューム、レバーなど使用し飛
行中に制限範囲を調整することができます。ジェッ
トエンジンなど始動直後のエンジンが暖まらない
ときに全開にならないように制限をかけて、徐々に
全開になるようにするなどの使い方ができます。

●モデル・メニューで [ スロットル 
カーブ ] を選択し、カーソルを移
動し、4ページ目を表示させます。

●センター位置が INHの場
合DAツマミは上下均等
に動作する。

●センター位置が 28%の例
DAツマミの中立より上
の動作量が増える。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

　スロットルのハイ側
がDAツマミ（コン
トロールをDAに設
定した場合）でこの
範囲に制限できる。

●スロットル・リミッター
動作位置表示

●グループ／シングル・モード切替
●スロットル・リミッター
の有効 /無効 

●機能ON/OFF スイッチ 

●制限範囲を調整するコントロール
例えばDAに設定するとDAツマ
ミでリミット量を調整できます。

●DAをコントロールに設定した場合、DAのセンター
位置の設定。INHにしておけばセンターが上下の中
間となりDAは上下リニヤに効きます。

●制限範囲コントロール量
の上側
●制限範囲コントロール量
の下側

DAツマミ（コントロールをDA
に設定した場合）の中立位置

DAツマミ（コントロールをDA
に設定した場合）の中立位置
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

加速／減速操作時のピッチおよびスロットルの
立ち上がり特性の調整に使用します。

アクセラレーション・ミキシング

＊ピッチ側とスロットル側の設定画面に分かれています。
設定方法は同様です。

＊加速時（ピッチ：HIGH 側／スロットル：OPEN 側）、減
速時（ピッチ：LOW側／スロットル：CLOSE 側）とも
にアクセラレーション機能を設定可能。

● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えま
す。左にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてか
ら、エディットダイヤルを押して機能を有効にします。
（"ON" 表示に切り替わります。）
●アクセラレーション量の設定（レート）
 HIGH 側または LOW側の [ レート ] 設定項目にカーソ
ルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力
モードに切り替えます。ダイヤル回転してアクセラレー
ション量を調整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

●動作後の戻り時間の設定（ダンピング）
 [ ダンピング ] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転してディレィ量を設定します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

アクセラレーション機能の使用例
★アクセラレーションをピッチに使用すると、3Dフ
ライトのフリップなど機体のレスポンスを速くした
い場合に有効です。

 ハイ・ピッチが、一時的に最大ピッチより多く動き、
すぐに最大ピッチの位置まで戻ります。

注意：アクセラレーション機能を使用すると、ピッ
チ・ストロークが大きくなるため、機体の
リンケージが干渉しないようにセッティン
グしてください。

●モデル・メニューで [ アクセラレーション ]を
選択し、エディットダイヤルを押して、下記の
設定画面を呼び出します。

●グループ／シングル・
モード切替

＊スロットル・スティックの加速／減速操作時のピッ
チおよびスロットル動作を、一時的に増加させるア
クセラレーション機能が設定可能です。

●加速時、減速時の動作ポイントの設定（ドウサイチ）
 加速時または減速時の [ ドウサイチ ] の設定項目にカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入
力モードに切り替えます。ダイヤル回転して動作ポジ
ションを設定します。（動作ポジションはグラフ表示さ
れます。）

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。
＊動作ポイントを超えたときにアクセラレーションが
動作します。

設定方法

●アクセラレーションの設定
（ピッチ側）

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

（現在のコンディション） 

●動作ポジションのグラフ表示
●現在の操作位置

●アクセラレーションの設定
（スロットル側）
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

オート・ローテーション降下時の、エンジン・カッ
ト・ポジションを設定できます。また、エンジン・
カットの設定とは別にスロットル位置をアイドリ
ング・ポジションに固定する設定も可能です。
＊各ポジションの設定はスイッチで選択できます。練
習時に切り替えて使用できます。

＊エンジン・カット・モードとアイドル・ポジション・モー
ドの設定画面に分かれています。モード毎に独立して
設定が可能です。

● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えま
す。左にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてか
ら、エディットダイヤルを押して機能を有効にします。
（"ON" 表示に切り替わります。）
● [ スイッチ ] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押して選択画面を呼び出して、スイッチ
の選択およびON方向を設定します。（スイッチの選択
方法は別項説明を参照）エンジン・カットまたは練習
用機能を切り替えて使用できるようにします。

●動作モードの選択
 動作モードを変更する場合は、[ モード ] の設定項目に
カーソルを移動して、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。ダイヤル回転して設定
したいモードを表示させ、エディットダイヤルを押し
てモードを変更します。 

 [ マニュアル ]：マニュアル・モード。スイッチ操作の
みで機能が作動するモード。

 [ オート ]：オート・モード。スロットル・スティック
位置に連動して機能が作動するモード。ホールド・ス
イッチが ONの状態で、スロットル・スティックをあ
らかじめ設定したオート・ポジション以下に操作する
とホールド機能が作動します。

スロットル・ホールド

●モデル・メニューで [ スロットル・ホールド ]を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び
出します。

操作時の注意事項

エンジン始動時は、アイドル・アップ・
コンディション、スロットル・ホールド・
コンディションが [OFF] になっているこ
とを確認してください。

設定方法
●オート・ポジションの設定
 動作モードの選択でオート・モードを選択した場合、
[ オートイチ ] 設定項目が現れます。

 [ オートイチ ]の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
オートポジションに設定したい位置にスロットル・ス
ティックを操作した状態で、エディットダイヤルを押
してオート・ポジションを設定します。

●ホールド・ポジションの調整
 [ ホールドイチ ]または [オフセット ]の設定項目にカー
ソルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入
力モードに切り替えます。ダイヤル回転してホールド・
ポジションを調整します。調整後、エディットダイヤ
ルを押してカーソル移動モードに切り替えます。

 [ ホールドイチ ]：エンジン・カット位置の設定。キャ
ブレターが全閉になるように調整します。

 [ オフセット ]：練習用にアイドリングを維持する場合
にこの調整を行います。スロットル・カーブのアイド
ル位置を基準に調整が可能。

●サーボ・スピードの調整
 [ スピード ] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して調整が可能です。（設定範囲：0 ～
27、27 でいちばん遅くなる）調整後、エディットダイ
ヤルを押してカーソル移動モードに切り替えます。

使用例
★ FMT-03 のスロットル・ホールド機能は、カット（CUT）とアイ
ドル（IDLE）の 2種類のモードが選択できます。練習の時はア
イドル・モードで使用し、実際にエンジン・ストップさせる時は、
カット・モードを使用すると便利です。

注意：ノーマル・コンディションでスロットル・ホールド機
能を設定すると、機能が作動し、スロットル・サーボ
が動かなくなります。必ずホールド・コンディション
で設定してください。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●使用するスイッチ
を選択します。

●使用するスイッチ
を選択します。

●エンジン・ストップの
位置に合わせます。

●アイドリングの位置に
合わせます。

（現在のコンディション） 

●ホールド・ポジションの設定位置
●現在の操作位置
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

コンディション毎の各操作に対するエルロン
（ロール）方向、エレベータ（サイクリックピッチ）
方向へのスワッシュ・プレートのクセ取りに使用し
ます。エルロン、エレベータ、ピッチの各操作毎に
独立してカーブで調整が可能です。
補正を必要とする方向のミキシングに対応する

[ ミキシング ] 設定項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してカーブ設定画面を呼び
出して、各操作に対してなめらかに且つ正しい方向
に動作するように調整します。

●使用したいミキシングに対応する [ACT] の設定項目に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。左にダイヤル回転して、
[ACT] の点滅表示としてから、エディットダイヤルを押
して機能を有効にします。（"ON" 表示に切り替わりま
す。）

●他のコンディションにも同じ内容を設定したい場合は
グループ・モード（グループ）、選択されているコンディ
ションのみを設定したい場合はシングル・モード（シ
ングル）を選択してください。

●補正量はカーブで設定可能
●ON/OFF スイッチを設定可能
 スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動しエディットダイヤルを押して、選択
画面を呼び出してスイッチの選択および ON方向を設
定します。（スイッチの選択方法は別項説明を参照）

 [--] 設定の場合、コンディションを選択するだけで機能
が働きます。

スワッシュ・ミキシング

●トリム・モードのON/OFF 設定
 トリム・モードを変更する場合は、[ トリム ] の設定項
目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押して
データ入力モードに切り替えます。ダイヤル回転して
ON/OFF を選択し、エディットダイヤルを押して設定し
ます。

＊マスター側のトリムを含めてミキシングする場合は
[ON] に、含めない場合は [OFF] に設定します。

設定方法

使用例
★例えば、ロールのクセ取りに使用する場合。
 クセ取りをするコンディションで、AIL→ELEを [ON]
に設定します。

 右ロールの時に機体が機首を下げる時：レート B 側
を－方向に調整した場合、右エルロンを打った時に
エレベータがダウン側に動くようになります。

 左ロールの時は、レート A 側で調整します。

●ミキシング・カーブの設定

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●モデル・メニューで [ スワッシュ・ミキシング ]
を選択し、エディットダイヤルを押して、下記
の設定画面を呼び出します。

（現在のコンディション） 

●グループ／シングル・モー
ド切替
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

エルロンまたはエレベータ操作時のスワッシュ・
プレート動作によって生じるエンジン回転の沈み
込みを補正することができます。また、ピルエット
を行ったときの右回転、左回転のトルクのかかり方
を補正できます。
また、速いスティック操作に対するスロットル

側の補正量を、一時的に増加させるアクセラレー
ション機能が設定可能です。
補正を必要とするミキシングに対応する [ ミキシ

ング ] 設定項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してカーブ設定画面を呼び出して、沈み
込みを補正します。

設定方法
●使用したいミキシングに対応する [ACT] の設定項目に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。左にダイヤル回転して、
[ACT] の点滅表示としてから、エディットダイヤルを押
して機能を有効にします。（"ON" 表示に切り替わりま
す。）

●他のコンディションにも同じ内容を設定したい場合は
グループ・モード（グループ）、選択されているコンディ
ションのみを設定したい場合はシングル・モード（シ
ングル）を選択してください。

●動作モードの設定
 動作モードを変更したい場合は、[ モード ] の設定項目
にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。ダイヤル回転してモー
ド表示を反転させ、エディットダイヤルを押してモー
ドを変更します。

 [CTRM]：THR センター付近で補正量最大となるモード
 [LIN.]：THR の全域で補正がかかるモード
●補正量はカーブで設定可能
●ON/OFF スイッチを設定可能
 スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動しエディットダイヤルを押して、選択
画面を呼び出してスイッチの選択および ON方向を設
定します。（スイッチの選択方法は別項説明を参照）

 [--] 設定の場合、コンディションを選択するだけで機能
が働きます。

スロットル・ミキシング

＜アクセラレーション機能の設定＞
●アクセラレーション量の設定（レート）
 設定したい方向の[レート]設定項目にカーソルを移動し、
エディットダイヤルを押してデータ入力モードに切り替
えます。ダイヤル回転してアクセラレーション量を調整
します。調整後、エディットダイヤルを押してカーソル
移動モードに切り替えます。

●動作後の戻り時間の設定（ダンピング）
 [ ダンピング ] の設定項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。ダイヤ
ル回転してディレィ量を設定します。調整後、エディットダ
イヤルを押してカーソル移動モードに切り替えます。

●アクセラレーションの動作ポイントの設定（ドウサイチ）
 [ ドウサイチ ] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して各方向の動作ポジションを設定します。
調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。
＊動作ポイントを超えたときにアクセラレーションが動
作します。

設定例
★ AIL → THR は、エルロンを操作した時にエンジンに
負荷がかかりエンジン回転が沈み込むのを補正しま
す。レート A,B で右エルロン、左エルロン独立でエ
ンジンの吹け方を調整できます。

★スロットル・ミキシングを使用すると、エンコン・
サーボの動作が大きくなるため、エンド・ポイント
のリミッターを掛けておく必要があります。

●モデル・メニューで [ スロットル・ミキシング ]を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出
します。

●ミキシング・カーブの設定

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

（現在のコンディション） 

●グループ／シングル・モード切替

●動作モードの設定
 [CTRM]：THR センター付近で補正量最大
 [LIN.]：THR の全域で補正がかかるモード
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

エンジンにニードル・コントロール等の混合気
調整がついている場合に使用するミキシングで、
ニードル・カーブが設定できます。
また、スロットル・スティックの加速／減速操

作時のニードル動作を、一時的に増加させるアクセ

ラレーション機能が設定可能です。加速、減速操作
時のニードル・サーボの立ち上がり特性の調整が可
能です。
 ●ニードル・コン・サーボは CH9 に接続する。（初期値）

設定方法
● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えま
す。左にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてか
ら、エディットダイヤルを押して機能を有効にします。
（"ON" 表示に切り替わります。）
●他のコンディションにも同じ内容を設定したい場合は
グループ・モード（グループ）、選択されているコンディ
ションのみを設定したい場合はシングル・モード（シ
ングル）を選択してください。

●ニードル・カーブを設定します。
 
● ON/OFF スイッチを設定可能
 スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設定項目に
カーソルを移動しエディットダイヤルを押して、選択
画面を呼び出してスイッチの選択および ON方向を設
定します。（スイッチの選択方法は別項説明を参照）

 [--] 設定の場合、コンディションを選択するだけで機能
が働きます。

ピッチ→ニードル・ミキシング

●モデル・メニューで [ ピッチ→ニードル ]を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼
び出します。 （現在のコンディション） 

●ミキシング・カーブの設定
＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●通常は直線[ポイント]タイプを使用します。

＜アクセラレーション機能の設定＞
●アクセラレーション量の設定（レート）
 HIGH 側または LOW側の [ レート ] 設定項目にカーソ
ルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力
モードに切り替えます。ダイヤル回転してアクセラ
レーション量を調整します。調整後、エディットダイ
ヤルを押してカーソル移動モードに切り替えます。

●動作後の戻り時間の設定（ダンピング）
 [ ダンピング ] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えま
す。ダイヤル回転してディレィ量を設定します。調整後、
エディットダイヤルを押してカーソル移動モードに
切り替えます。

●加速時、減速時の動作ポイントの設定（ドウサイチ）
 加速時または減速時の [ ドウサイチ ] の設定項目に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。ダイヤル回転して動作
ポジションを設定します。調整後、エディットダイヤ
ルを押してカーソル移動モードに切り替えます。
＊動作ポイントを超えたときにアクセラレーション
が動作します。

●グループ／シングル・
モード切替
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

ピッチ操作時のメイン・ローターのピッチ及び
回転数の変化に応じて発生する反動トルクを抑え
たい場合に使用します。ラダー方向の機首振りが出
ないよう調整をとります。

また、スロットル・スティックの加速／減速操
作時の補正量を、一時的に増加させるアクセラレー
ション機能が設定可能です。加速／減速操作時のミ
キシング量の調整が可能です。
＊GYシリーズのジャイロで AVCS 使用時はこのミキシ
ングは使用しないでください。

設定方法
● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えま
す。左にダイヤル回転して、[ACT] の点滅表示としてか
ら、エディットダイヤルを押して機能を有効にします。
（"ON" 表示に切り替わります。）
●他のコンディションにも同じ内容を設定したい場合は
グループ・モード（グループ）、選択されているコンディ
ションのみを設定したい場合はシングル・モード（シ
ングル）を選択してください。

●ニードル・カーブを設定します。
 

＜ノーマル・コンディションのミキシング・カーブ＞
 ミキシング・カーブのレートは最初は少な目の値から
はじめます。

 動作方向（極性）は右回転のローターの場合、ピッチ
がプラス側に操作された場合、右方向にミキシングす
るように設定します。最初にホバリング飛行でトリム
をとり、ニュートラルを出しておきます。

1. スロー、ホバリング間の調整
 離陸からホバリング、ホバリングから着陸を自分のリ
ズムに合った一定レートで繰り返し、スロットルの上
げ下げで機首を振らないように調整します。

2. スロットル・ハイ側（ホバリングから上昇、降下しホ
バリングまで）の調整

 ホバリングから上昇、降下を、自分のリズムに合った
一定レートで繰り返し、スロットルの上げ下げで機首
を振らないように調整します。

ピッチ→ラダー・ミキシング（リボリューション・ミキシング）

●モデル・メニューで [ピッチ→ラダー]を選択し、エディッ
トダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

＜アクセラレーション機能の設定＞
●アクセラレーション量の設定（レート）
 HIGH 側または LOW側の [ レート ] 設定項目にカーソ
ルを移動し、エディットダイヤルを押してデータ入力
モードに切り替えます。ダイヤル回転してアクセラ
レーション量を調整します。調整後、エディットダイ
ヤルを押してカーソル移動モードに切り替えます。

●動作後の戻り時間の設定（ダンピング）
 [ ダンピング ] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えま
す。ダイヤル回転してディレィ量を設定します。調整後、
エディットダイヤルを押してカーソル移動モードに
切り替えます。

●加速時、減速時の動作ポイントの設定（ドウサイチ）
 加速時または減速時の [ ドウサイチ ] の設定項目に
カーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。ダイヤル回転して動作
ポジションを設定します。調整後、エディットダイヤ
ルを押してカーソル移動モードに切り替えます。
＊動作ポイントを超えたときにアクセラレーション
が動作します。

＜アイドル・アップ・コンディションのミキシング・カーブ＞ 
 高速飛行時ラダー方向が直進できるようにミキシング
量を設定します。使用するコンディション毎に調整し
ます。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●通常は直線 [ ポイント ] タイプを使用します。
（現在のコンディション） 

●ミキシング・カーブの
設定

●アクセラレーションの設定

●グループ／シングル・
モード切替
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

Futaba GY シリーズ・ジャイロを使用する場合の
ジャイロ専用ミキシングです。コンディション毎に
感度および動作モード（ノーマル・モード／GYモー
ド）を設定できます。
＊感度設定チャンネルは初期設定で 3ch 目に割り当て
られています。

ジャイロ・ミキシング

＊コンディション毎に最大 3つ迄のレートを切り替え可能。
＊ S1 ボタンを押して設定したいレートの画面を表示させ
てから設定します。（レート 1/ レート 2/ レート 3）

● [ACT/INH] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
左にダイヤル回転して [ACT] の点滅表示とし、エディッ
トダイヤルを押して機能を有効にします。
＊レート 1 画面は初期設定でON。

● Futaba GY ジャイロを使用する場合は [ タイプ ]（ジャ
イロ・タイプ）の設定項目が [GY] に設定されているこ
とを確認します。
＊ [GY] タイプを選択すると感度設定値が AVCS モー
ドおよびNORMモードとも直読となります。

＊その他のジャイロを使用する場合は [NORM] に変更
します。モードを変更したい場合は [ タイプ ] の設
定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを
押してデータ入力モードに切り替えます。ダイヤル
回転してモード表示を変更し、エディットダイヤル
を押してモードを変更します。

●感度切替スイッチを設定する場合は、[ スイッチ ] の設
定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押
して選択画面を呼び出してから、スイッチの選択およ
びON方向を設定します。（[--]設定の場合、コンディショ
ンを選択するだけで機能が働きます。スイッチ設定が
重なった場合、優先順位はレート 1、レート 2、レート
3の順で、レート 1が最優先します。）

 （スイッチの選択方法は別項説明を参照）
●動作モードの変更／感度の設定
 [ モード ] の設定項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。

設定例
★通常は、AVCS モードおよびノーマルモードのいずれ
を使用する場合でも、感度大（レート 1）、感度小（レー
ト 2）を設定しておくと便利。

注意：リンケージ・メニュー [ ファンクション ] 機能
の [ ジャイロ ] の設定の [ コントロール ]、[ ト
リム ] の設定項目はともに必ず [--] のままに
しておいてください。

●微調整ボリュームの設定

ダイヤル回転してモード表示を切り替えて、エディッ
トダイヤルを押してモードを変更します。

 [ レート ] の設定項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して感度を設定します。調整後、エディッ
トダイヤルを押してカーソル移動モードに切り替えま
す。

●他のコンディションにも同じ内容を設定したい場合は
グループ・モード、選択されているコンディションの
みを設定したい場合はシングル・モードを選択してく
ださい。

●ジャイロ感度の微調整ボリュームを設定する場合は、"
ファインチュ－ニング " の項目の [ コントロール ] の設
定項目にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押
して選択画面を呼び出して、ボリュームの選択を行い
ます。

 選択後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

 調整量（レート）を設定できます。（調整範囲：0 ～
20%）

●モデル・メニューで [ ジャイロ ]を選
択し、エディットダイヤルを押して、
下記の設定画面を呼び出します。

設定方法

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●ジャイロの感度調整

● [AVCS] ／ [NORM] モード選択

●使用するジャイロのタイプを選択
（GYジャイロを使用の場合は [GY] を選択）

●グループ／シングル・
モード切替

（現在のコンディション） 

（レート表示） 
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＜エディットダイヤル＞
＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移
動し、エディットダイ
ヤルを押します。
または、Home/Exitボ
タンを押します。

Futaba ガバナーを使用している場合のガバナー
専用ミキシングです。コンディション毎に最大 3
つのレート（回転数）を切り替えることができます。
（レート 1/ レート 2/ レート 3）
＊ガバナーの回転数設定チャンネルを CH7（初期設定）
に接続して使用します。

＊独立したガバナーON/OFF スイッチを使用する場合
は、ガバナーの AUX([ON]/[OFF]) コネクタを CH8（初
期設定）に接続し、リンケージ・メニューのファン
クション設定機能で、CH8（GOVERNOR2）の [ コン
トロール ] 設定項目でスイッチを選択します。

＊フューエル・ミクスチャー機能を使用する場合、ミ
クスチャー・サーボはガバナー側からの制御となり
ます。ミクスチャー・トリム機能を使用する場合お
よび送信機からガバナーへミクスチャー・カーブの
データを転送する場合は、ガバナーの AUX(m.trm)
コネクターを CH8（初期設定）に接続し、ガバナー
側の設定を行う必要があります。ガバナーの取扱説
明書を参照してください。

（機能設定）
＊コンディション毎に最大 3つ迄のレート（回転数）を
切り替え可能。

＊ S1 ボタンを押して設定したいレートの画面を表示させ
てから設定します。（レート 1/ レート 2/ レート 3）

● 回転数を直読表示にしたい場合は、[UNIT] の設定項目
にカーソルを移動し、エディットダイヤルを押してデー
タ入力モードに切り替えます。左にダイヤル回転して
[rpm] を表示させた状態で、エディットダイヤルを押し
て表示モードを変更します。

● [ACT] の設定項目にカーソルを移動し、エディットダ
イヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。左
にダイヤル回転して [ACT] の点滅表示とし、エディッ
トダイヤルを押して機能を有効にします。

● 他のコンディションにも同じ内容を設定したい場合は
グループ・モード、選択されているコンディションの
みを設定したい場合はシングル・モードを選択してく
ださい。

●回転数の設定
 [ レート ] の設定項目にカーソルを移動し、エディット
ダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して回転数を設定します。

 また、回転数設定の代わりに [OFF] を選択することに
より、ON/OFF スイッチを別に設けることなくガバナー
をON/OFF することができます。

● スイッチの設定により、コンディション毎の回転数切替
以外に、コンディション内での切替が可能となります。

 [ スイッチ ] の設定項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押して選択画面を呼び出してから、スイッ
チの選択およびON方向を設定します。（[--]設定の場合、
コンディションを選択するだけで機能が働きます。ス
イッチ設定が重なった場合、優先順位はレート 1、レー
ト 2、レート 3の順で、レート 1が最優先します。）

 （スイッチの選択方法は別項説明を参照）
● 回転数の微調整ボリュームを設定可能。ボリュームの
選択および調整幅を設定できます。

ガバナー・ミキシング

注意：リンケージ・メニュー [ ファンクション ] 機能
の [GOVERNOR] の [ コントロール ]、[ トリム ]
の設定項目はともに必ず [--] のままにしてお
いてください。また、[GOVERNOR2] は独立し
た ON/OFF スイッチを使用しない場合 [--] に
設定。

●モデル・メニューで [ ガバナー ]を選択し、エディット
ダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出します。

設定方法

＜ガバナー側の初期設定＞
●ガバナーを最初に使う場合や、スロットル・リンケー
ジを変更したときは、ガバナー側の初期セッティング
手順を必ず実行してください。

 （ガバナーの取扱説明書を参照）
＊送信機側の設定とガバナー側の設定が合っていない
と、正常に動作できません。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

回転
・カーソル移動
・データ変更

データ入力
モード切替

●回転数の設定

●回転数の単位の切替
（%表示および回転数 rpm表示）

●微調整ボリュームの設定
●グループ／シングル・
モード切替

（現在のコンディション） 
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コンディション・ホールド　　　　　　　          【ヘリコプター】
エンジンをかけた状態でアイドル・アップ等の調整

をするときにエンジンがふけ上らないようにスロット
ルを固定する場合に使用します。調整が終わり次第、
必ず機能を [INH] にしてください。
● ノーマルのコンディションでスロットル・スティックが 1/3
よりスロー側にある場合にON/OFF 操作が可能で、そのと
きのスティック位置にスロットル・サーボが固定されます。
スティックが 1/3 を超えている場合およびノーマルのコン
ディション以外の場合はON/OFF 操作ができません。

● 機能動作中はアラーム音が鳴ります。
●ヘリ・タイプの場合のホーム画面、リンケージ・メニュー、
モデル・メニューで操作が可能です。

コンディション・ホールド機能のON/OFF 操作
＊コンディション・ホールドのON/OFF 操作は、ノーマル
のコンディションで、且つスロットル・スティックが 1/3
よりスロー側にある場合にON/OFF 操作が可能です。ON
操作時のスティック位置にスロットル・サーボが固定さ
れます。

●ホーム画面の場合のON/OFF 操作
 上記の条件で、画面左下の [CND HOLD] 表示にカーソルを
移動し、エディットダイヤルを押します。

 機能動作時、[CND HOLD] 表示の右に "IS ON" の文字が現れ
ます。

＊ S1 ボタンを押すと [CND HOLD] に直接移動可能です。
●リンケージ・メニュー／モデル・メニューの場合のON/OFF
操作

 上記の条件で、メニューの [COND. HOLD] にカーソルを移
動し、エディットダイヤルを押します。

  メニュー下部に動作表示されます。
 動作中："COND. HOLD IS ON" が表示される。
 機能 OFF 時："COND. HOLD IS OFF" が表示される。
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＜エディットダイヤル＞

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移動
し、エディットダイヤルを
押します。
または、Home/Exit ボタン
を押します。

ヘリコプター専用リンケージ・メニュー機能　　 【ヘリコプター】
ヘリコプターのモデル・タイプを選択した場合、リ
ンケージ・メニューに追加機能が出現します。
[ スワッシュリング ]：スワッシュ動作量を一定範囲に制限する機能
[ スワッシュ セッテイ ]：スワッシュ AFR およびリンケージ補正機能（H-1 以外）

回転
・カーソル移動
・モード変更
・数値変更

スワッシュ・リング  （ヘリのリンケージ・メニュー機能）                                                         
このスワッシュ・リング機能は、エルロンとエ

レベータの同時操作によるスワッシュ・リンケージ
の破損を防ぐため、スワッシュ動作量を一定範囲に
制限する機能です。舵角を大きく取る 3D演技など
に有効です。

スワッシュ・リング設定手順
＊下記の設定はカーソルを設定したい項目に移動してか
ら行います。

1. 機能を有効にする；
 ドウサ [ACT/INH] の項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。
ダイヤル回転して "INH" から "ACT" の点滅表示とし、
エディットダイヤルを押します。

＊スワッシュリング機能が有効となり、動作範囲表示エ
リアに円が表示されます。スティックの動作は、この
円の範囲内に制限されます。

2. スワッシュ動作量の設定
 [ レート ] の項目にカーソルを移動し、エディットダイ
ヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。ダイ
ヤル回転して、動作量を調整します。
調整範囲：50 ～ 200%
初期値：100%

●リンケージ・メニューで [スワッシュ・リング ] を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出
します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

＊レートはスワッシュの傾き最大量に調整してください。
＊調整時、エディットダイヤルを長押し（1秒間）すると
初期値にリセットされます。

データ入力
モード切替

＊マーカーがスティックの位置
を表しています。

＊ 動作範囲表示エリア
 上下方向がエレベータ、左右
方向がエルロンの操作量を示
します。

＊ 機能を "ACT" にすると、スワッシュ・リン
グおよび [レート ]の項目が表示されます。
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＜エディットダイヤル＞

スワッシュ セッテイ（ヘリのリンケージ・メニュー機能）
（スワッシュ・タイプH-1 の場合はこのスワッシュ設定画
面は現れません。）

ニュートラル イチ
リンケージ時にサーボ・ホーンのニュートラル

位置がずれていると、リンケージ補正機能が有効
に働きません。このニュートラル・ポイントの設定
で、リンケージ補正のニュートラル位置を読み込み
ます。ただし、この調整はスワッシュ設定の補正機
能の基準点を変更するだけであって、他の機能の
ニュートラル位置に影響を与えるものではありま
せん。
＊補正機能を使用する前に、このニュートラル・ポイ
ントを設定してください。

スワッシュAFR 
スワッシュ AFR は、エルロン、エレベータ、ピッ

チのレート（移動量）を調整する（減らす／増やす
／反転する）機能です。

ミキシング・レート
（通常は初期値のままで使用します）
このミキシング・レートは、エルロン、エレベー

タ、ピッチの各操作毎に、スワッシュ・プレートが
正しい方向に動作するように補正する機能です。

次のような補正ミキシングが可能です。
＊ピッチ → AIL / ピッチ → ELE / AIL → ピッチ / ELE 
→ AIL / ELE → ピッチ（HR3 の場合）

 ただし、スワッシュ・タイプにより補正ミキシング
が異なります。

＊対応する補正ミキシングを使って、正しい方向に動
作するよう補正してください。

リンケージ ホセイ
この補正ミキシングは、スロットル・スティッ

クが、スローまたはハイ時にエルロンまたはエレ
ベータ操作を行ったときに発生する、相互干渉を補
正する機能です。

スピード ホセイ
このスピード補正は、スワッシュ・プレートの

動作時、各サーボの動作量が異なるときに発生する
相互干渉を補正する機能です。HR-3 の場合、エレ
ベータ操作時に、エルロン、ピッチ・サーボの動作
スピードを落として補正します。

●リンケージ・メニューで[スワッシュ セッテイ ]を選択し、
エディットダイヤルを押して、下記の設定画面を呼び出
します。

＊下記の各設定はカーソルを設定したい項目に移動して
から行います。

ニュートラル イチ設定手順
 補正の基準点となります。
＊ニュートラル イチがほぼ 50%の位置になるように
サーボホーンで合わせたほうがミキシング量が少な
くて済みます。

1. ニュートラル イチの設定
 [ ポイント ] の項目にカーソルを移動し、サーボ・ホー
ンがリンケージ・ロッドと直角になるようにピッチ操
作を保持した状態で、エディットダイヤルを 1秒間押
してニュートラル イチを読み込みます。
＊ニュートラル イチはバーグラフでも表示されます。

 このニュートラル・ポイントの読み込みが終わってか
ら、その他の補正機能を使って調整してください。

スワッシュ AFR 設定手順
 エルロン、エレベータ、ピッチの各操作で規定操作量と
なるように調整します。

1. 設定したい操作の項目にカーソルを移動し、エディッ
トダイヤルを押してデータ入力モードに切り替えます。

2. ダイヤル回転して、AFR レートを調整してください。
初期値：+50%
調整レンジ：-100％～ +100％

回転
・カーソル移動
・モード変更
・数値変更

＜前画面へ戻る＞
機能名にカーソルを移動
し、エディットダイヤルを
押します。
または、Home/Exit ボタン
を押します。

＜ページの移動＞
S1ボタンを押して、
ページを移動します。

データ入力
モード切替

●＋、－で動作方向が変わります。
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リンケージ ホセイ設定手順
＊ミキシング・レートの設定を終了してから行います。
＊集合ピッチ（HR3 等）・コントロール時の Lowピッ
チ時および Hi ピッチ時にエルロン操作がエレベー
タに干渉する、またエレベータ操作がピッチに干渉
するのを補正します。

 下記の各操作に対応する項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してデータ入力モードに切り替
えてから、それぞれ調整を行ってください。

 各項目の調整後、エディットダイヤルを押してカーソ
ル移動モードに切り替えます。

1. エルロン操作時の補正
 スロットル位置を最スロー位置にします。エルロン・
スティックを左右に動かし、そのとき、エレベータま
たはピッチ方向の干渉が最小となるように、エルロン
補正量を調整します。
＊ダイヤル回転して調整します。
＊左右個別に調整できます。
＊補正量を増やしたとき、干渉が増える場合は、補正
方向 [ ホウコウ ] を " － " としてください。

2. エレベータ操作時の補正
 同様にエレベータ・スティックをアップ、ダウンに動
かしたとき、ピッチ方向の干渉が最小となるように、
エレベータ補正量を調整します。

3. 上記 1～ 2について、スロットル・スティックのフル・
ハイ側についても、同様にエルロン、エレベータの補
正を行います。

スピード ホセイ設定手順
1. " スピード ホセイ " の項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してデータ入力モードに切り替
えます。

 スロットル・スティックをニュートラル・ポイント位
置にします。エレベータ・スティックをすばやく動かし、
ピッチ方向への干渉が最小となるように、スピード補
正量を調整します。
＊ダイヤル回転して調整します。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

注意
● リンケージが突っ張った状態や、伸び切った状態では、
正常な補正はかけられません。リンケージに余裕を持
たせた状態で補正を行ってください。

● 補正後のピッチ角度は変化します。実際の飛行時の
ピッチ角度設定は、補正処理を終了してから再設定し
てください。

 調整後、エディットダイヤルを押してカーソル移動モー
ドに切り替えます。

＊ 調整時、エディットダイヤルを 1秒間押すと初期値にリ
セットされます。

ミキシング・レート設定手順
 HR-3 を例に説明します。他のスワッシュ・モードでも
かかるミキシングは異なりますが設定手順は同様です。

 あらかじめ設定したニュートラル・ポイントにスロッ
トル・スティックを合わせます。この位置でスワッシュ・
プレートが水平となるように、リンケージ・ロッドの
長さを調整します。
＊わずかな調整はサブトリムを使っても良いでしょう。
＊ピッチカーブは直線で最大ピッチ動作状態としてく
ださい。

 下記の各操作に対応する項目にカーソルを移動し、エ
ディットダイヤルを押してデータ入力モードに切り替
えてから、それぞれ調整を行ってください。

 各項目の調整後、エディットダイヤルを押してカーソ
ル移動モードに切り替えます。

1. エルロン操作時の調整 [AIL →ピッチ ]
 エルロン・スティックを左右に振ったとき、エレベー
タまたはピッチ方向に干渉しないよう、AIL →ピッチ量
を調整します。
＊ダイヤル回転して調整します。
＊左右個別に調整できます。

2. エレベータ操作時の調整 [ELE → AIL]/[ELE →ピッチ ]
 エレベータ・スティックをアップ、ダウンに振った
とき、エルロンまたはピッチ方向に干渉しないよう、
ELE → AIL、ELE →ピッチ量を調整します。
＊ダイヤル回転して調整します。
＊アップ、ダウン個別に調整できます。

3. ピッチ操作時の調整 [ ピッチ→ AIL]/[ ピッチ→ ELE]
 スロットル・スティックを、最スロー、フル・ハイと
動かしたとき、スワッシュ・プレートが水平に動くよ
うに、ピッチ→ AIL、ピッチ→ ELE 量を調整します。
＊ダイヤル回転して調整します。
＊スロー、ハイ側個別に調整できます。
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